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資料4-1異常な行動が記録されている事例の概要 (年齢順)
(販売

ランルカスト水和物
リスロマイシン
クヽ酸ヒドロコルチゾンナトリウム

炎のため入院、酸素テント収容。朝よりやや興薔傾向あり。インフルエ

防のため、夕方から本剤を投与。本剤投与後、一日中声を出して騒ぐ
態であつた。本剤服用5日日、投与中止。翌日興奮回復しその翌日退院と
る。

、感冒薬を投与するも解熱せず受診。確定検査でインフル
エンザAと診断。急性肺炎を危惧し、感染予防薬と共にリン酸オセルタミビル

を投与。2回投与後に解熱するが、興苦状態で泣きわめく。翌朝本剤内服後
歩行ふらつき状態。午後目覚めてから号泣、異常な興奮状態。ジアゼパム投
与し、本剤の投与を中止した。2日後に軽快、睡眠良好。

ベンズ酸チペビジン
カルボシステイン
ジアゼパム

システイン

塩酸シプロヘプタジン の後、異常行動発現(急に走り出して変な姿勢で止まる)し、入院となり経
観察となる。

日、低体温回復し、退院。異常行動も回復。

ルボシステイン
石酸アリメマジン
ベンズ酸チペビジン

温41℃。インフルエンザA型治療の為、リン酸オセルタミビル

後、異常行動、興奮状態発現。ベッド柵に頭をガンガンぶつける。
翌朝、本剤服用。本剤のんで30分ぐらいから、気嫌が悪くなり、頭をベッド梱
こぶつけたりする。以後本剤中止。内服中止してからは同症状認めず。異常
動、興奮回復。体温:37℃

ンフルエンサ確足診断を行い、リン餞オセリレタミビル処万。夕万より版用刷

。寝ていたはずなのに突然起き上がって部屋を走り回つた。けがはなかつ

。服用開始から5日日、異常行動回復。

り発熱し、インフルエンザ B型 と診 断され 、リン厳オセル

目、本剤2回服用し、解熱した。異常行動発現。泣きわめいて、走り
る、寝転がる、壁に頭を打ち付ける、気に入らないことがあると頭を壁に打
付けたり、ぐずりが今までより激しくなつたため、本剤投与中止。
1剤服用中止2日日、日中は問題なかつたが、真夜中にまたぐずりが激しく

本剤服用中止3日日、気に入らない事があると頭を壁に打ち付けたり、ぐすつ
たりする。
夜泣きが多い、地面に頭を打ち付けるなどの異常行動が続くため、入院。
意識清明で、神経学的その他の身体所見で異常所見は認められなかつた。
異常所見は認められなかつた。

本剤服用中止から3日日、退院。
その後、経過、予後は良好であつた。

リン酸オセルタミビル
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行 動が 言己録 され て い る 例 の ( Jf) ●､.6-1 資料4-1
開始 (平 成 13年 12月 )か ら平成 2 1年 3月 3 1日まで )
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1a-02001634 男性 1鼓 25TTIE アミノフィリン 頻書 回復 気管支炎のため入院､鼓索テント収容.朝よりやや界雷傾向あり.インフルエ 具鴬一一

塩酸ツE)プチロール ンザ予防のため､夕方から本剤を投与.本剤投与後､-日中声を出して噂ぐ
力ルポシステイン 状態であった〇本剤服用58日､投与中止.翌日興暮回復しその翌日退院と

塩酸アンプロキソールオキサトミドプランルカスト水和物エリスロマイシンコハク敢ヒドロコルチゾンナトリウム なる○

2a-D5000889 女性 1鼓 39rnB セフジトレンビポキシル 激越 軽快 Jl目前から発熟し､感冒薬を投与するも解熱せず受診○確定検査でインフル 異常-2
アセトアミノフェン エンザAと診断.急性肺炎を危慎し､感染予防薬と共にリン酸オセルタミビル
ヒベンズ酸チペピジン を投与.2回投与後に解熱するが､興奮状態で泣きわめく.翌朝本刑内服後
カルボシステイン 歩行ふらつき状態.午後目覚めてから号泣.異常な興書状態○ジアゼパム投
･ジアゼパム 与し､本剤の投与を中止した.2日後に軽快､睡眠良好○

ヨa-05022379 男性 1歳 20rng 力ルポシステイン 異常行動 回復 本刑2回投与攻に低体温発現. 異常-3

,塩酸シプロヘプタジン 低休温 その後､異常行動発現(急に走り出して変な姿勢で止まる)し､入院となり経過根葉となる○入院中に異常行動なし.翌日､低体温回復し.退院｡異常行動も回復.

4a-06025410 女性 2歳 17.5mg メロベネム三水和物 異常行動 回 体温41℃.インフルエンザA型治療の為.リン酸オセルタミビル投与開始.服 異常-4
塩酸ツロブテロ-ル 激越 回復 用約30分後､異常行動､奥書状態発現.ベッド柵に頭をガンガンぶつける.
トラネキサム捜 翌朝､本剤服用〇本剤のんで30分ぐらいから､気嫌が悪くなり.頭をベッド抽
力ルポシステイン にぶつけたりする○以後本剤中止.内服中止してからは同症状認めず.異常

酒石酸アリメマジンヒベンズ酸チペピジンセネガ耐性乳酸囲製剤(2)維持液(3) 行動､興書回復.体温:37OC

5B-07010111男性 2歳 25rTTB アセトアミノフェン 異常行動 回復 インフルエンザ確定診断を行い､リン酸オセルタミビル処方｡夕方より服用開始8寝ていたはずなのに突然起き上がって部屋を走り回った.けがはなかったB服用開始から5日目､異常行動回復o 異常-5

68-080柑530 男性 2歳 4T71g八g 異常行動 軽快 数日前より発熱し､インフルエンザB型と診断され､リン酸オセルタミピルを2回服用.RR用2日日､本剤2回服用し､解熱した○異常行動発現｡泣きわめいて､走り回る､寝転がる､壁に頭を打ち付ける､気に入らないことがあると頭を壁に打ち付けたリ､ぐずりが今までより激しくなつたため､本剤投与中止.本剤服用中止2日目､日中は問題なかつたが､真夜中にまたぐずりが激しくなった0本剤服用中止3日目､気に入らない事があると頭を壁に打ち付けたり､ぐすったりするo夜泣きが多い､地面に頭を打ち付けるなどの異常行動が続くため､入院.意識清明で､神経学的その他の身体所見で異常所見は認められなかった○脳波では異常所見は認められなかった〇本剤服用中止から3日目､退院.その後､経過､予後は良好であったo 2008′4′ー以降新規報告

リン酸オセルタミビル



異常な行動が記録されている事例の概要 (年齢順)
(販 2 1

E&Johia-)v
ロムヘキシン

明)。投与後、少しボーッとした感じあり。その日の夜より落ち着きなく動き回
る。呼んでも返事なし。焦点も定まらない。検査を行つたところ、テオフィリン
の血中濃度がやや高値をしめすもEEG、MR:、髄液検査に異常なし。投与開
始8日後、症状回復し退院。

rンフルエンザ治療のためリン酸オセルタミヒルの服用を開始した。版用
から3日目に午前中分のリン酸オセルタミビルを服用した約1時間後に意
(奇声を発死、頭を壁へぶつけるなど)が発現し、約5時間持続した。

の後、意識障害は回復し、再燃しなかつた。

システイン

ンズ酸チペビジン

ンフルエンザA型の診断にてリン酸オセルタミビル処万。1回目服用約4時

後、急に階段をかけ上がったり、普段置いていない場所に走つておもちゃ
こいつたりといつもはみられない行動あり。

服用2日目
、前日同様、熱が高くぐつたりしているのに突然動き出すなど、いつもと違う行
見られた。年前中、体温は38℃台。午後には体温低下。その後症状な

396℃の発熱。A型インフルエンザに対し、リン酸オセルタミビル処万。本剤‖
用30分後、2階で昼寝していたが、いつもの発熱時同様、少し四肢をピクピク
る。服用2時間30分後、2階の大きい窓を開けて上半身を乗り出すように
ていた。母親が注意すると素直に従う。10分程度で異常行動疑いは回復。

、A型 インフルエンサに対して、リン酸オセルタミヒル月腱用。服用約1時間

、体熱感あり。寝たかと思うとわ一つと叫んで「何かがある」と言う。テレビ

差して「あ―あ―」「ま―ま―」と訳のわからないことを言いガクガクふるえ
10分位でおさまつて入眠。服用約2時間後、ら、とんに入つていたのが起き
て走り出す。10分程でおさまる。服用6時間後、また騒ぐ。服用2日日、朝、起
きてすぐまた「わ一つ」と騒ぐ。本剤半量を服用し、(苦味のため半分でやめた
以後、異常行動なし。

カルボシステイン

ンフルエンザA型治援のため、本剤投与開始。発症時体温39℃。
ン酸オセルタミビル1回のみ服用。服用3時間後、突然起き上がり机の上ヘ

がる。その後柱に登ろうとした。その後5分程度ボーつとした感じであつた。
夜間せん妄発現。その後眠つていた。10分後、夜間せん妄回復。

インフルエンザA型と診断され、リン酸オセルタミビルを投与。投与1時間後
(夜間)に幻党・妄想が出現。その後、回復したが、翌朝の服用(2時間)後に
び幻党・妄想が出現し、包Tを 持ち出す。来院後、投与を中止。症状は回
併用薬の投与量・時点は不明。

リン酸オセルタミビル

異常な行動が記録されている事例の概要 (牛齢順)
開始(平成13年12月)から平成21年3月31日まで)
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78-D3003B60女性 3jE ,60rnB テオフィリン 失見当捷 回復 インフルエンザA型と夢前されリン萄オセルタミピルを投与朋始(投与潮間不 常-8
塩酸プロ力テロール 明).投与後､少しボーッとした感じあL)○その日の夜より落ち着きなく動き回
塩鼓プE3ムヘキシン る○呼んでも返事なし.焦点も定まらない.検査を行ったところ､テオフィリン
ツブテロ-ル の血中;1度がやや高価をしめすもEEG､MRL髄液検査に異常なし.投与開
オウヒエキス 始8日後.症状回復し退院o

08-06001533一 男性 3歳 60mg 壌故シフE3へブタジン jm 雪辱 回復 A型インフルエンザ治dEのためリン酸オセルタミビルの服用を開始した.服用 異常-7

力ルポシステイン 横位 開始から3日目に午前中分のリン酸オセルタミビルを服用した約1時間後に意

ヒベンズ酸チペピジン 粗砕書(奇声を先死.頭を垂へぶつけるなど)が発現し､約5時間持続した.その後､意識障害は回硬し.再燃しなかつた○

9a-07013311 女性 3& 45rng 異常行動 回復 インフルエンザA型の診断にてリン酸オセルタミビル処方01匡l目服用約4時間後､急に階段をかけ上がったり､普段置いていない場所に走っておもちゃを捺しにいつたりといつもはみられない行動あり○服用2日目.前日同様.熟が高くぐったりしているのに突然動き出すなど､いつもと違う行鋤が見られた.午前中､体温は38℃台.午後には体温低下○その後症状な 異常-8

10a-07013419 男性 3& 80mg 異常行Jb回復 39.6℃の発熱.A型インフルエンザに対し､リン酸オセルタミビル処方.本刑服用30分後､2階で昼撫していたが､いつもの発熱時同様､少し四肢をピクビクとする.服用2時間30分後､2階の大きい窓を開けて上半身を乗り出すようにしていた○母親が注意すると素直に従う.10分程度で異常行動疑いは回復. 異常-9

lla-勺7027596 男性 3# 25rTl{ 塩酸プロカテE)-ル 激漣 回甘 夜､A型インフルエンザに対して､IJン酸オセルタミビル服用.服用約1時間 異常-lO
力ルポシステイン 幻父 回せ 故.体熱感ありd寝たかと思うとわ-つと叫んでr何かがある｣と言う.テレビを

ツロブテロール 指差して｢あーあ-｣｢ま-ま-｣と訳のわからないことを言い方クガクふるえる.ー0分位でおさまって入眠.服用約2時間後､ふとんに入っていたのが起きて走り出す010分程でおさまる.服用6時間後､また騒ぐ○服用2日目､朝､起きてすぐまた｢わーっ｣と嬢ぐ.本剤半量を服用し､(苦味のため半分でやめた)以後､異常行動なし.

12B-880013B1 男性 3歳 33rng 塩鼓シプロへブタジン 詠萎 画壇 インフルエンザA型治療のため.本剤投与開始.発症時体温39℃. 2008′4′l以降

ラクトミン リン酸オセルタミビル1回のみ服用.服用3時間後.突然起き上がり机の上へあがる○その後柱に登ろうとしたOその後5分程度ポ-つとした感じであった○夜間せん妄発現.その後眠っていた810分後､夜間せん妄回仕○ 新規報告

T3E]｣】2001480 男性 4読 75Tn& トシル汝トスフE)キサシン 妄想 画復 インフルエンザA型と診断され.リン酸オセルタミビルを投与.投与1時間後 異常-ll

リン酸オセルタミビル



異常な行動が記録されている事例の概要 (年齢順)
1 21年 3 3 1

約lヶ月前、インフルエンザAの診断で、本剤51 mg、5日間投与。異常なし。
発熱、口E吐にて来院。流行状況よリインフルエンザと診断し本剤60mg投与開
始。
3日日、発熱は継続し、意識もうろう状態で意味不明言葉を発し、泣き、尿失
禁する。10分後に落ち着く。
日日、朝から本剤の服用を中止していたが、夜、睡眠中に突然起きあがり、
をガンガン叩く等の興奮状態。10～15分で再入眠。1時間ごとに4～ 5回線

夕方より、インフルエンザA型に対して、リン酸オセルタミビル服用開始。夜、
異常な興奮がみられ、不眠となった。

服用2日日、夜、体温:375℃。異常な興奮状態の程度が強くなつた。服用3日
目、夕方、興奮状態3～40分経過後に続いて、大声で奇声を発し、おびえた
うに走り回り、大人二人でかろうじておさえるという異常な行動が深夜まで持
た。服用4日日、本剤服用中止。

エンサA型のため、リン餃オセリレタミビルJ腱用開始。版用30分後、異
公道を走っており、家につれて帰つた後は2階のベランダから身を乗

り出そうとした)発現。聞くと「下を見てたの」との事。服用は1回で中止。翌
日、異常行動回復。

ため、リン酸オセルタミビル処方。月風用1時間後、大声をあげて、一点を凝視
した。その後、ぼ一つとして入眠した。服用4時間後、大声をあげて、押さえつ
けていないと動き出そう暴れた様子で、救急車で当院救急外来に搬送され
た。来院時、意識は清明で興奮状態になかつた。

―マレイン酸クロルフェニラミン
フマル酸ケトチフェン

ンフルエンサA型に対して、リン酸オセルタミビル処万。うわごとを言つて、
1情もこわばり、走り出すため、親力く抱きかかえていた。服用後6～7時間後
こ症状消失。再度本剤服用後、同症状出現し、繰り返した。
回目の服用中止。症状全て回復。

こてインフルエン

、寝ていて夜中に突然起き上がり、同じ部屋のTVの 方へ歩いていつた。
眼は開けていたがうつろであった。口を動かし、もごもごしていたが、意味は
不明であつた。
服用2日日、朝、覚醒し、以降、異常なし。本剤服用中止。

―マレイン酸クロルフェニラミン
―塩酸メチルエフェドリン
塩酸プロムヘキシン
塩化リゾチーム
ツロプテロール

方には解熱。この間、大声で叫ぶという異常行動を起こしている。
本年、体温:401℃。本剤服用開始2回日、深夜、体温:379℃。目を開いたま
ま、立つたり、すわったり、走ったりが、10～15分続いた。その後、意識がはつ
きりしてもこのことは覚えていない。

リン酸オセルタミビル処方。月風用1日目から服用3日目まで、夜間に
ていた。異常行動発現。

リン酸オセルタミビル

異 常 な行 動が 記録 されてい る事 例の概要 (年齢 順 )
開始 (平 成 13年 1 2月 )から平 成 2 1年 3 月 3 1日 ま で )
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14a-05000878男性 4歳 60mB アセトアミ′フエン 尿集幕 回甘 約1ケ月前､インフルエンザAの診断で､本剤51mg.5日間投与.異常なし○発熱､唱吐にて来院○流行状況よりインフルエンザと診断し本刑60mg投与開始｡3日目､発熱は継続し.意識もうろう状態で意味不明言葉を発し､泣き､尿失禁する.10分後に落ち着く04日目､朝から本剤の服用を中止していたが､夜､睡眠中に突然起きあがり､里をガンガン叩く等の興書状態｡10-15分で再入眠.1時間ごとに4-5回繰り返した♪翌日回復. 異常-12

158-060249日 男性 4歳 60rTqE アセトアミノフェン 淑建 軽快 夕方より､インフルエンザA型に対して､リン散オセルタミビル服用開始8夜､体温38.5℃.異常な奥書がみられ､不眠となった.服用2日目.夜､体温:37.5℃.異常な興奮状態の程度が強くなったo服用3日目､夕方､興暮状態3-40分経過後に続いて､大声で奇声を発し､おぴえたように走り回り.大人二人でかろうじておさえるという異常な行tbが深夜まで持続した｡服用4日目､本剤服用中止. 異常一一3

16Z3-07000057 男性 4鼓 30rr唱 ヒベンズ酸チベピジン 異常行動 包埋 インフルエンザA型のため､リン酸オセルタミビル服用開始.服用30分後.異 ##-14
塩酸シプロヘプタジン 常行動(公道を走っており､家につれて帰った後は2階のベランダから身を乗
塩敦ブロムヘキシン り出そうとした)発現○附くと｢下を見てたの｣との亭○服用は1回で中止.翌

セ7日キサジン耐性乳散菌製剤(2) 日､異常行動回復.

17B-07000柑6 男性 4歳 不明 力ルポシステイン 激越 国牡 午前中から39-40○C台の発熱があり.インフルエンザ抗原検査でA型陸性のため.リン酸オセルタミビル処方｡服用1時間後､大声をあげて､一点を凝覗した○その後､ぱーっとして入眠した○服用4時間後.大声をあげて､押さえつけていないと動き出そう暴れた様子で､救急車で当院救急外来に搬送されたo来院時､意識は清明で典書状態になかった. 異常-15

18a-07000286 男性 4歳 132rng 臭化水兼薩テキストE=メトル77ン 異常行動 回埋 インフルエンザA型に対して､リン酸オセルタミビル処方.うわごとを言って､ 異常-16
d-マレイン古生クE)ルフエニラミン 表情もこわばり､走り出すため.親が抱きかかえていた○服用後6-7時間後

フマル酸ケトテフエン に症状消失.再度本剤服用後,同症状出現し､繰り返した○4回目の服用中止.症状全て回復.

19B-1)7004784 女性 4歳 60mg 異常行動 軽快 検査にてインフルエンザA型と診断.リン鼓オセルタミピル処方.本剤2回自腹用役.寝ていて夜中に突然起き上がり.同じ部屋のTVの方へ歩いていった.眼は開けていたがうつろであった.ロを動かし.もごもごしていたが､意味は不明であった○服用2日目､朝､覚醒し､以降､異常なし〇本剤服用中止○ 異常-17

20t3-07018038 男性 4鼓 不明 オキサトミド 異常行動 回復 2年前､体温:39℃にて､受診し､リン酸オセルタミビル処方.服用2日巨.夕 異常-lB
d-マレイン酸クロルフェニラミン 方には解熱.この間､大声で叫ぶという異常行動を起こしている○

dト 塩酸メチルエフェドリン 本年､体温:40.1℃〇本剤服用開始2回目､深夜､体温:37.9℃〇日を開いたま
塩酸ブロムヘキシン ま､立つたり.すわったり､走ったりが､10-15分続いた.その後､意識がはつ

塩化リゾチームツロブテロール きりしてもこのことは覚えていないo

リン酸オセルタミビル



異常な行動が記録されている事例の概要 (年齢順)
(販売 2 1

5り。インフルエンザA型と診断され、リンロ
日日、朝、体温385℃から体温363℃に。
目、朝、本剤服用30分後、「物が2つに見える」、「

をあげて走り回る」といつた幻覚、異常行動が発現。体温367℃。

ルタミビル J工用 し、昌J作用 なし。インフル

接種2回接種していた。
発熱し、休日急患センター受診したところ、インフルエンザA型と診断され、リ

3日日、朝夕本剤服用。就寝1時間半後に目覚めて、ギャアギャア、「イ
ヤダイヤダ」と叫び、どうしようもない様に人を蹴る。泣き疲れて眠るといつた
異常行動が発現。深夜、再び急に起き上がって窓際の台に上るといつた異常
発現したため、本剤の投与中止。

以後同様の行動なし。その後インフルエンザA型回復。

入β2刺激薬、去痰薬等投与。
突然走り出す、おびえる、わめく、手を振り回す等無意味な動作、寝られない
(寝れない)といつた異常行動発現。突然走りまわり、おびえたり、わめいたり
た。手をふりまわす様な意味のない行動をくり返した。

インフルエンザA型 治療のためリン酸オセルタミビル服用。

異常行動発現。午後起床し、椅子に座り、水を飲んだり、父親と話した後、突
然室内を走り回る。父の問いかけに我に戻る。その時点では体温38℃。その
後は37℃台維持しかぜ症状残る。

ヒベンズ酸チペビジン
酒石酸アリメマジン

インフルエンザA型と診断、リン酸オセルタミビル73mg/日他を処方。2回服,
後、夜から翌明け方にかけて40℃の高熱が続く。明け方、異常な発言があ
り、興奮して家の中を走り回り、講妄状態に陥つた。同日も本剤を服用。同
日、誌妄回復。その後も2日間服用し、母親が投与中止。その後誌妄状態は
おきなかつた。

A型インフルエンザに対し発症の翌日よリリン酸オセルタミビル服用開始
(38℃)。服用2時間後より誠妄状態(突然起きあがる、日つきがおかしい、異
、毛布をくわえる等)が3時間ほど続き、朝4時頃就眠。その後6時に
、意識は清明で発熱(39℃台)はあつたが誌妄はその後出現せず。イン
ンザ発症12日後インフルエンザ軽快。

システイン
、インフルエンザA型と診断され、リン酸オセルタミビル服用開始。

、本剤服用後、30分ほど混迷状態(奇声、走り回る、ないものをあると言う)
つた。その2時間後、数分同様の状態となった。本剤2回目服用2時間後、
ほど混迷状態となり、入院。入院時意識清明、胸腹部所見異常なし、咽
発赤なし、髄膜刺激症状なし。本剤服用は中止。入院後はせん妄なし。

フマル酸クレマステン
ラムピボキシル

ンフルエンザA型 のため、リン酸オセルタミビル

は嘔吐してしまつたため、その日の夜に服用。服用1時間後くらいから異常
動(わけのわからない行動が続き、―晩中眠れなかった。うつろうつろして
るヽ状態でフトンを投げ出したりするなど)が続く。翌日、異常行動回復

リン酸オセルタミビル

行 動 が記 録 され て い る事伸uの 概 要 (牛齢順 )

開始 (平 成 13年 12月) か ら平 成 2 1年 3月 3 1日まで) ~~･.▲m ー ~■一W

早 JrUり --.I.ll,i=,. _LL -.丸 ン- i_ .蔓≡題 B.I.. LW i)i-

228-08001240 男性 4鼓 印 rng E]覚 回復 先払あり.インフルエンザA型と診断され､lJン鼓オセルタミビル服用. 2008′4/1以降

Jt*市動 同社 服用2日目.朝､休温38.5℃から体温36.3℃に.服用3B目.朝､本剤服用30分後､r物が2つに見える｣､｢キヤーキヤ-大きな声をあげて走り回る｣といった幻覚､異常行動が発現.体温36.7○C. 新規報告

23a-08002520 男性 4歳 38rng 生材シフロへブタジン 異常市恥 回牡 前シーズンにリン酸オセルタミビル服用し､副作用なし.インフルエンザ予防 2008/4′1以降
フマル酸ケトテフエン 色復 接種2回接種していた○ 新規報告

イブプE]フエン 尭熟し､休日急患センター受診したところ､インフルエンザA型と診断され､リン酸オセルタミビル服用開始.服用3日目､朝夕本刑服用｡就gEl時間半後に目覚めて､ギヤアギヤア､｢イヤダイヤダ｣と叫び､どうしようもない様に人を蹴る.泣き疲れて眠るといった異常行動が発現.深夜､再び急に起き上がって窓際の台に上るといった異常行動発現したため､本剤の投与中止.以後同様の行動なし○その後インフルエンザA型回復○

248-08028418 女性 4歳 102rT18 硫酸サルブタモール 異常行動 回復 インフルエンザA型発症し.インフルエンザA型と診斬.リン軒オセルタミビル､ 2008′4/1以降
カルボシステイン 収入β2刺激薬.去疲薬等投与｡ 新規報告

塩散アンプロキソール 突然走り出す､おぴえる､わめく､手を振り回す等無意味な動作､煉られない(破れない)といった異常行動発現.突然走りまわり､おびえたり､わめいたりした.手をふりまわす様な意味のない行動をくり返した○

25a-08031694 男性 4歳 36mg 塩酸アンプDキソ-ル 異常行動 回復 インフルエンザA型治療のためリン酸オセルタミビル服用○服用後凍込む.異常行動発現.午後起床し､椅子に座り､水を飲んだ'リ､父親と話した故､突然室内を走り回る.父の問いかけに我に戻る.その時点では体温38℃.その後は37oC台維持しかぜ症状残る｡ 2008′4′1以降新規報告

26a-0400B530 男性 5鼓 78∩1g 塊態プロムへキシジン 祖妄 団稚 インフルエンザA型と診断､リン酸オセルタミビル78mg/日他を処方.2回服用 員弁-21
ヒベンズ酸チペピジン 後､夜から翌明け方にかけて40℃の高熱が続く.明け方､異常な発言があ

酒石酸アリメマジン リ､興書して蒙の中を走り回り､汝妄状態に陥った.同日も本剤を服用.同日.詠妄回復.その後も2日間服用し､母親が投与中止.その後姐妄状態はおきなかった.

27B-06024964 女性 5 30mJZ ヒベンズ酸チベピジン 甜妄 回せ A型インフルエンザに対し発症の翌日よりリン酸オセルタミビル服用開始 異常-22
力ルポシステイン (38℃).服用2時間後より諭妄状態(突然起きあがる.目つきがおかしい､異

填酸シプロへブタジン 帝な発言､毛布をくわえる等)が8時間ほど続き､朝4時頃就眠.その後6時に
塩類アンプE)キソ-JL, X鑑､意識はft明で発熱(39℃台)はあつたが姐妄はその後出現せず.イン
ツロブテロール フルエンザ発症12日後インフルエンザ軽快.

28a-05025585 男性 5歳 T20rq ヒベンズ憩チベピジン 誰妄 軽快 既往歴として.高熱時奇声をあげたことあり.また.前回本剤服用時に.Jtや 異常-23
力ルポシステイン 行h発現あり.

フマル酸クレマスチン 発熱あり､インフルエンザA型と診断され､リン酸オセルタミビル服用開始.昼.本刑服用後､30分ほど混迷状態(奇声､走り回る､ないものをあると言う)となった○その2時間後､数分同様の状態となった.本剤2回目服用2時FEq後､30分ほど混迷状態となり､入院.入院時意識清明､胸腹部所見異常なし､咽頭発赤なし､髄膜刺激症状なし.本刑服用は中止○入院後はせん妄なし.

29a-06025200女性 5歳 69m& ヒベンズ取手べピジン 異常行動 回復 インフルエンザA型のため､リン酸オセルタミビル投与開始. 異常-24
力ルポシステイン 朝は喝吐してしまったため､その日の夜に服用○服用1時間後くらいから異常
フマル酸クレマスチン 行動(わけのわからない行動が続き､一晩中眠れなかった.うつろうつろして

リン酸オセルタミビル



異常な行動が記録されている事例の概要 (年齢順)
(販売開始 (平成 13年 12月 )か 2 1

d:―垣酸メチルエフェドリン
塩酸アンプロキソール

インフルエンザに対して、リン酸オセルタミビル内
就寝。本剤服用から5時間後、急に起き上がり、嘔吐し、トイレヘ駆け込んだ。
その後、便座や自分の太ももを必要以上にさすつていた。心配になつた両親
が救急車を呼び、搬送。その後、就寝。熱も下がり、退院。

セトアミノフェン

へ型インフルエンザ治療のためリン酸オセルタミビル処方。同日夜、異常行D
(急にかけだし意識消失して眼が上転し転倒)。翌日、トイレに行こうとして眼
がうつろになつてたおれた。

、就寝。夕方、本剤2回目服用。布団から急に立ち上がリカニのように歩き
カーテンを開けて外を見、痙攣し倒れた。
与開始2日日、一時入院。入院中も本剤継続。
与開始3日日、4日日、「死にたい」との発現あり。
与開始5日日、本剤服用中止。

つかる。表情がおかしい)が発現。

2日 目に、異常行動〈

ベンズ酸チペビジン

テルプタリン
,7i1>
>Jtr+'J-,v

塩酸シプロヘプタジン

ンフルエンザA型の診断にて、リン酸オセルタミビル服用。
i用2日日早朝、入眠していたが急に起き上がり、走り回る。友達の名前を
呼ぶ。母の背中に虫が見えると言い始めた。母の背中によじのぼったり、友
人の声が聞こえると言つた。母に抱かれてガクガク硬直発作 (?)を繰り返す。
母は認識可能。救急車で病院を受診。受診時、異常行動消失、意識清明。

インフルエンザA型にてリン酸オセルタミビル処方。夕食後、本剤服用。―度
眠つた後、目を覚まし、何かにおびえるように「いやだいやだ」と叫び、洗面台
こよじ登ろうとする、蛇口をじつと見つめ指で押さえる。こうした行動を繰り返
ヒ。異常行動発現。服用から2日日、朝、起床時もやや興奮した様子。

ベンズ酸チペビジン

ルボシステイン
酸アンプロキソール

開始。服用約1時間後、視線が合わず、1分間程ではあるが、ぐるぐると同
"所をまわる様に走る動作をした。熱せんもう発現。夜間、二出血も出現。服
日日、熱せんもう回復。解熱後の同事象の再現性はなし。けいれん歴な
服用6日日、本剤服用終了。

ンフルエンザ治療にリン酸オセルタミビル服用開始。母親から医師への運
|では、服用した夜、就寝中に尋れた。患者は薬を飲むのが嫌いで、以前に
夜中に尋れたことがあつた。本剤投与中止し興奮軽快。

リン酸オセルタミビル

異 常 な行動が 記 録されている事例 の概 要 (年齢順 )
開始 (平 成 13年 12月)か ら平成 21年 3月 3 1日まで)

臣 盟 二 " .=.tJ::.;二二 二 ご] 1■ I,i-1---i-.--..- ,:-;:..,,51-町～∴.ホ★●ご 払雫
30a-06025337女性 5歳 42rTtS dト塩魚メチルエフェドリン 異常行動 固牡復 インフルエンザに対して､リン酸オセルタミビル内版.本刑姐用2時湖半乱 異常-25塩酸アンプE)キソ-ル 痘筆 回 就額.本剤服用から5時間後､急に起き上がり､嶋吐し､トイレへ駆け込んだ.

メキタジン その後､便座や自分の太ももを必要以上にさすっていた.心配になった両親が救急車を呼び､搬送.その後､就寝｡熟も下がり.退院.

318-0700012B女性 5歳 33TTlg 埴軸シフE)へブタジン 異常行動 国檀檀 A型インフルエンザ治攻のためリン酸オセルタミビル処方｡同日夜､異常行Ib異常-26ヒベンズ取手べピジン 富強変容 国 (急にかけだし意維消失して眼が上転し転倒).翌日､トイレに行こうとして眼
アセトアミノフェン 状態 がうつろになってたおれた.

32B-07003175 男性 5歳 127.8rng アセトアミノフェン 異常行動 回檀也tl インフルエンザA型の珍軒にてリン毒虫オセルタミビル処方〇本剤1E]目服用 異常-27

アセトアミノフェン 異食行動果*f}tZI回回 後､就寝｡夕方.本刑2回目服用.布団から急に立ち上がりカニのように歩き回る.カーテンを開けて外を見､疫輩し倒れた.投与開始2日目､一時入院｡入院中も本剤継続.投与開始3日目､4日目､｢死にたいJとの発現あり.投与開始5日目､本剤服用中止.

33B-07013260 女性 5鼓 132mB ヒベンズ酸チベピジン 異常行動 回tt リン酸オセルタミピル催用開始○戚用2日目に､異常行動(走りまわって壁に 異常-28

力ルポシステイントラネキサム杜アセトアミ/フエン ぶつかる○表情がおかしい)が発現.

348-07022413 女性 5茸 120mg ヒベンズ鼓チペピジン 僅筆 回硬捜･明a枚 インフルエンザA型の診断にて､IJン酸オセルタミビル服用｡ 異常-29

硫磯テル79リン 幻X 回 収用2日目早朝､入眠していたが急に起き上がり､走り回る.友達の名前を
カルボシステイン 異常行 動 不 呼ぶ.母の背中に虫が見えると言い始めた.母の背中によじのぽったり､友
塩酸アンプロキソール 幻猛 A 人の声が聞こえると言った.母に抱かれてガクガク硬直発作(?)を繰り返す.

塩酸シプロヘプタジンツロブテロール 汝妄 画 母は認誠可能○救急車で病院を受診○受診時､異常行動消失.意弛清明.

35a-07025220 男性 5歳 36rTIG ヒベンズ酸チべピジン 異常行動 回也 インフルエンザA型にTfJン酸オセルタミビル処方.夕食後､本刑服用.一度 具常-3O
塩憩シプロへブタジン 眠った後､日を覚まし.何かにおぴえるように｢いやだいやだJと叫び､洗面台

アセトアミノフェン によじ登ろうとする､蛇口をじっと見つめ指で押さえる,こうした行動を繰り返し行った.異常行動発現｡服用から2E3目､朝､起床時もやや興奮した様子.果無行動 固乱

36a-07025660 女性 5歳 92TTlg ヒベンズ酸チペピジン 熱性狩妄 同a インフルエンザ検査でA型滞性.リン酸オセルタミビル処方.午故よtJ本刑服 異常-3ー
力ルポシステイン 用開始｡服用約1時間後､視線が合わず､1分間程ではあるが､ぐるぐると同
塩酸アンプロキソール じ所をまわる様に走る動作をした.熱せんもう発現.夜臥A出血も出現.脂
トラネキサム酸 用2日El､熱せんもう回復○解熱後の同事象の再現性はなし.けいれん歴なし.服用6日目､本剤服用終了.

リン酸オセルタミビル



異常な行動が記録されている事例の概要
(

(年齢順)
2 1

ルボシステイン

ン、アスベリン、ベリアクチン、ムコダイン、エンテロノンー

刻、発熱(390℃)のため来院、脱水症状あり。
症時所見で発熱(383℃ )、意識障害あり。

、幻覚、興奮状態発現(異常な発言あり、暴れ出す)。
にて来院、すぐにおとなしくなり、けいれんも発現なし。神経学的異常

、幻覚、興奮状態発現なしのまま本剤投与終了。

ベンズ酸チペビジン

ヒフカベンビボキシル
アミノフェン

リン酸オセル タミビル 並びにヒベンズ酸 チベ ビジン、堀 酸 シ

ン及びカルボシステインを服用数時間後、意味不明な言葉を話して部
から走って出てくる。異常行動としてはいかいも見られた。次の日に再度リ

ル並びにヒベンズ酸チペビジン、塩酸シプロヘプタジン及び
ポシステインを服用するも、直後に嘔吐する。リン酸オセルタミビルの服
中止し、6日後に幻覚症状やはいかいから回復する。

約2ヶ月後、発熱を認め、B型インフルエンザの疑いがあることから、リン
セルタミビルと抗生物質の服用を開始。39℃代の発熱が見られたことか
、アセトアミノフェン坐剤を投与。リン酸オセルタミビルの投与開始日の夜に
動(突然起きて異常な発言をし、母親の足跡の間に自分の指を入れ

こり、制止がきかない程暴れる)が発現し、翌日の朝にかけて異常行動(
突然起きて異常な発言)が見られた。その後、異常行動は見られず、回復

ンフルエンサで発熙 (39.5℃)が見られ、リン酸オセルタミビルの服用を
,た。初回服用開始後、せん妄及び異常行動が発現し、回復した。服用
ら2日目及び3日目もリン酸オセル矢 ビル服用後にせん妄及び異常

行動(落ち着きなく動き回る等)が発現し、回復した。

ラネキサム酸
ベンズ酸チベビジン

>)a+v-tv

高熱、倦怠感、関節痛等あり、インフルエンザ陰性だが、リン酸オセルタミビ
ル等を処方。本剤内服3～4時間後、意識障害(独り言)発現。夕方、再び独り
言を発し、―人で屋外へ出ようとした。
その後も意識障害は継続。翌朝、意識レベルは回復。熱も368℃まで解熱し
た。3日後、後遺症はなく軽快、退院。

アセトアミノフェン
インフルエンザのためリン酸オセルタミビルを投与開始。
走り出し、ドアに激突、顔面打撲(左顔)。異常行動発現。

鎮咳配合剤(1)
酒石酸アリメマジン
アセトアミノフェン

り転落。「助けて」という声に家族が見つける。外傷は特になし。その後、意
明。服用6日日、服用継続するも異常はみられず、朝、本剤服用後投与

リン酸オセルタミビル

異 常 な行 動が記 録 され て い る事例 の概 要 (年齢 順 )

開始 (平成 13年 12月)か ら平 成 2 1年 3月 3 1日ま で )

溺 一. 賢 二 芋亭 ≡ 査 表 悪 藍 惑 .転 ､. A iZI■i■■■i一■一一一一■■一

38a-05021887 男性 6鼓 60mg セフテラムビポキシル 激越 回復 小児科受診時､トミロン､アスベリン､ベリアクチン､ムコダイン､エンテE)/ン-R処方. 臭♯-33ヒベンズ散チペピジン E]7E
塩敢シプロへブタジン 夕刻..発熱(39.0○C)のため来院､脱水症状あり.
力ルポシステイン 発症時所見で発熱(38.3℃)､意弘叶亨あり.

耐性乳酸菌製剤 本刑服用後.幻覚､興奮状態発現(異常な発言あり､暴れ出す).救急車にて来院､すぐにおとなしくなり.けいれんも発現なし.神経学的異常なし.その後､幻覚､興書状態発現なしのま‡本刑投与終了O

39a-05023789 女性 6鼓 33rT18ヒベンズ酸チベピジン 異常行動 回復 高熱のためリン酸オセルタミビル並びにヒベンズ酸チペピジン､塩酸シフロへ 異常-34
塩魚シプロへブタジン 幻覚 回復 ブタジン及び力ルポシステインを服用敢時rLq後､意味不明な言葉を話して部
力ルポシステイン 長から走って出てくる｡異常行動としてはいかいも見られた.次の日に再度リ
壇鼓セフカベンビポキシル ン験オセルタミピル並びにヒベンズ葡チベピジン､塩故シプロへブタジン及び

アセトアミノフェン 力ルポシステインを服用するも,直後に鴫吐する.リン酸オセルタミビルの服用を中止し.6E3後に幻覚症状やはいかいから回tLする.

408-(描000186 男性 6最 不明 アセトアミノフェン 異常行Lb回 インフルエンザA型発症､本湘5日仰内服する.内皮中､幻聴が続いている.その約2ケ月後､発熱を盗め.B型インフルエンザの疑いがあることから､リン斡オセルタミビルと抗生物質の服用を開始.39℃代の発熱が見られたことから､アセトアミノフェン坐剤を投与.リン敢オセルタミビルの投与開始日の夜に農耕行恥(突然起きて異常な発言をし､母親の足跡の間に自分の指を入れたリ､制止がきかない程暴れる)が発現し､翌日の朝にかけて異常行動(入眼中突然起きて異常な発言)が見られた.その後､異常行動は見られず､回復した. 異常-35

418-06006859 女性 6歳 35m& 壌酸シプロへブタジン せん妄 回復 A型インフルエンザで発熱(39.5℃)が見られ､リン酸オセルタミビルの服用を 異常-36
ヒベンズ態チべピジン 異常行動 回牧 桝始した.初回服用開始後､せん妄及び異常行動が発現し､回復した.服用
力ルポシステイン 帥始から2日巨及び3日日もリン較オセルタミビル服用後にせん妄及び異常
ツロブテロール 行動(落ち着きなく動き回る等)が発現し､回復した.

428-06025518女性 6歳 45rng セフジトレンビポキシル 意碓変容 回tl 高熱.倦怠感.関節痛等あり､インフルエンザ陰性だが､リン酸オセルタミビ 黒井-37
耐性乳や歯型利く3) 状態 ル等を処方.本刑内服3-4時間後､意誰障専(独り言)発現○夕方､再び独り
トラネキサム酸 言を尭し､一人で屋外へ出ようとした.
ヒベンズ酸チベピジン その後も意誰障害は推続○翌朝､意誠レベルは回復.熱も36.8℃まで解熟し

塩幹アンプロキソールアセトアミノフェン た.3日後､後遺症はなく軽快､退院○

43a-07000279 男性 6歳 405mg セフジニル 異常行動 回せ A型インフルエンザのためリン態オセルタミビルを投与開始.投与捷突然起 興千一38
アセトアミノフェン き､走り出し､ドアに激突､頬面打撲(左撮).異常行動発現.

44B-07012137 男性 6鼓 40mg 臭化水素酸デキストロメトルファン 異常行恥 回復 B型インフルエンザに対して.リン酸オセルタミビル処方.服用2日日､昼.2時 異常-39
鎮咳配合剤(1) より転落○｢助けて｣という声に家族が見つける.外傷は特になし｡その後､憲
酒石酸アリメマジン Et清明○服用6日日､服用継続するも異常はみられす､朝､本刑服用後投与

lJン散オセルタミビル



異常な行動が記録されている事例の概要 (年齢順)
1

B型インフルエンザに対して、リン酸オセルタミビル服用開始。1回目服用後し
ばらくしてから大声を出し玄関に向かって走つていつたところ母親に制止され

A型インフルエンザ治療のため、リン酸セルタミビル処万。体温は390℃。
夕方、服用1時間後に就寝。体温は38℃。服用4時間後、就寝中、突然大声
を出し、足をパタパタと動かし、暴れた。母親が、体をさすりながら声をかける
と5分後におさまる。しかし、本人は目をさまさず、そのまま睡眠に入つた。
服用2日日、日覚めは正常であったが、昨夜の事は全く記憶にない。本剤服
用4時間30分後、昨夜のように大声をだし、手足を急に動かし、黒れる。声を
かけてなだめると昼寝に入る。夕方、本剤服用。その夜は副作用はなかっ

インフルエンサに対して、リン酸オセルタミピル処万。帰署しすぐ版用。月L用
後まもなく、うわごとを言う、走り回るといつた異常行動が発現。その後、本剤

発熱(38℃)。インフルエンサA型の診断がつき、リン酸オセルタミヒル処万(
本剤服用1時間後、突然、服用した薬剤や飲み物等を全て嘔吐。この間も、
ずつと傾眠しているようで、妄想のような意味不明の言動あり。嘔吐直後、痙
摯あり。
2回目服用3時間後、それまで寝ていたのに突然飛び起き、飛び込むように階
段の方へかけていった。家人が追いかけて止めた。その時の状況は本人は
覚えていなかった。服用3日日、普通の状態になつた。

ヒベンズ酸チペビジン

フマル酸クレマスチン
塩酸ツロプテロール
塩酸アンプロキソール

インフルエンザA型の診断に対して、リン酸オセルタミビル処方。服用2日日、
夜、397℃の高熱があり、突然起き上がり、家の中を走り回つた。訳のわから
ないことを話し、5～10分間続いた。異常行動発現。その後症状回復。服用3
日日、昼、受診。体温367°C。反応は普通で異常なし。投与中止。

インフルエンザ治療のため、リニ

同日、玄関まで突然走つていつた。異常行動が発現。

ヒベンズ酸チペビジン

カルボシステイン
ラクトミン

ルタミビル服用開始。
本剤服用3時間後、異常行動発現。眠りから急にムサッと起きて部屋をグル
グルまわる。2階から1階に降りて、外に出ようとして母が制止し、意識清明と
なる。その後、回復。

リン酸オセルタミビル

行 動が 記 録 されてい る事伊Jの 概 要 (牛 齢 順 )
蘭 始 (平 成 13年12月) か ら平成 2 1年 3 月 3 1 日 ま で)

45a-07013250男性 6歳 不明 異常行動 回復 B型インフルエンザに対して､リン酸オセルタミビル服用開始.1回目服用後しばらくしてから大声を出し玄関に向かって走っていったところ母親に制止された. 異常-JO

46Eト07013332女性 8歳 90m& 異常行動異常行Jb巨】gE瓦牡 A型インフルエンザ治療のため､リン酸セルタミビル処方｡体温は39.0℃.夕方､服用1時間後に就凍O体温は38℃.服用4時間後､就喪中､突然大声を出し､足を′くタ′くタと動かし､暴れた.母親が､体をさすりながら声をかけると5分後におさまる.しかし､本人は目をさまさす､そのまま睡眠に入った○服用2日目､目覚めは正常であったが､昨夜の亨は全く記憶にない.本剤服用4時間30分後､昨夜のように大声をだし､手足を息に動かし､暴れる｡声をかけてなだめると昼額に入る.夕方､本剤服用,その夜は副作用はなかった. 異#-41

47a-070ー3397 男性 6歳 75rTV 詠妄異常行動 回せ回 インフルエンザに対して､IJン酸オセルタミビル処方.停宅~しすぐ屈用.服用後まもなく､うわごとを言う､走り回るといった異常行動が発現.その後､本剤中止.異常行動は回硬. 異常-42

488-07013398 男性 6革 不明 異常行動 ti]埋 発熱(38OC).インフルエンザA型の診軒がつき､リン酸オセルタミビル処方(.本剤服用1時間後､突然､服用した薬剤や飲み物等を全て喝吐.この間も.ずつと傾眠しているようで､妄想のような意味不明の言動あり.唯吐直後､癌輩あり02回目服用3時間後､それまで寝ていたのに突然飛び起き､飛び込むように階段の方へかけていった.家人が追いかけて止めた.その時の堵況は本人は覚えていなかった○服用3日目､普通の状態になった. 異常-43

49a-07026153 男性 6歳 79.8m息ヒベンズ酸チベピジン 異常行動 回復 インフルエンザA型の診断に対して.リン酸オセルタミビル処方○服用2日目､ 異常-44
フマル酸クレマスチン 夜､39.7℃の高熱があり.突然起き上がり､崇の中を走り回ったo訳のわから
塩酸ツロブテロ-ル ないことを話し､5-10分間続いた｡異常行動発現.その後症状回復.服用3
塩酸アンプロキソール 日日､昼､受診.体温36.7℃○反応は普通で異常なし.投与中止.

50日-07022876 不明 6読 98mg 異常行動 不明 インフルエンザ治療のため､リン故オセルタミピル服用開始○同日､玄関まで突然走っていった.異常行動が発現. 具♯以外-8g2008/4/1以降追加朝告

51B-08026307 男性 6歳 48rTTB ヒベンズ酸チペピジン 異常行動 回復 前日より尭臥 頭痛､屯気あり.インフルエンザA型構性の1=め.リン酸オセ 2008ノ4/■1以降
力ルポシステイン ルタミビル服用開始. 新規報告

リン酸オセルタミビル



異常な行
(販売

されている事例の概要 (年齢順)
3年 1

カムカ発現。初診後一日中ムカムカしていると訴えあり。
日日、興奮、幻視発現。虹が見えるという幻視。
日日、異常な行動発現。うなされ、恐い夢をみた。走り回つたりした。よ

本剤服用中止から1日日、解熱。元気さ戻る。

約3時間半後、異常行動発現。急に家の中を走りまわつたり、着ている
脱ぎだした。発熱あり。本剤1回服用まで確認している。その後の服用状
(中止したか否かを含めて)は不明。

夕投与1時間後にドア
ナる異常行動、幻覚発生。救急車搬送入院。翌日回復。

頭痛、咳、鼻FI状があり、インフルエンザ陰性であつたが、本剤処万。
3回服用後、就寝中に突然起き上がり、せん妄、見当識障害発現(異常な発
言をしつつ徘徊、急に実つたり、物を数える)。
その後入院し、輸液経過観察。せん妄以外は意識清明で発熱、感口症状は
呈していた。
翌日、就寝中に見当識障害(意味不明なことを言い笑う)を起こすが、その後

翌朝、姉に処方されていた本剤を服用〈発熱継続)。
夕刻、再度服用その後、異常行動発現奇声を発し怖い目をして呼び出し、勢

ンフルエンザの診断を受けてリン酸オセルタミビルを服用。約6時間後に急
びつくりして怖がる様子で叫びだして外に走り出そうとしたり、台所に隠れよ
する異常行動が発現し、緊急外来にて経過観察。その後、異常行動は回

レに起きた時に異常行動(トイレに起き部屋で排尿、階段を昇つたり降りた
、突然笑つたり)発現し、約1時間続いた。その後本剤2回目服用するが異
,は認められていない。翌朝解熱し本剤服用中止。いつもよリポーつと
ばかりいるため、夕方経過観察のため入院。点滴後元気が出てきてイ
ルエンザ軽快、異常行動軽快。翌日、全身状態良好にて退院。

リン酸オセルタミビル

異 常 な行 動 が記 録 され て い る事 例 の概 要 (牛齢 順 )

開始 (平成 13年 12月 )か ら平 成 2 1年 3月 3 1日ま で)

≡:二墓 ヨ 三.王≡巴 ≡=三 ･ 慧撃琵 3 iiiiiiEFiia '-叫∫ 猫 也■■■ー-I

528-08828327 男性 8歳 88rn£ 異常行助 回復 頭痛,気分不良で当院受診.インフルエンザと診断.リン旺オセルタミビル針9回服用.ムカム力発現.初診後一日中ムカム力していると訴えあり.服用3日日､興奮､幻視発現｡虹が見えるという幻視.放用4Ej目､異常な行動発現.うなされ､恐い夢をみた.走L)回ったりした.よくしゃべる.服用5日El.受診.夜の屈用中止.本刑服用中止から1日目､解熱.元気さ戻る. 2008/4/1以降新規報告

5'3a-08031693 女性 8歳 投与量 アセトアミノフェン 異常行kb不明 インフルエンザ治療のためリン酸オセルタミビル服用.. 2008′4ノー以降

不明 麻乗法 服用約3時間半後､異常行恥発現.急に崇の中を走りまわったリ､着ている物を脱ぎだした.発熱あり.本剤1回服用まで確認しているoその後の服用状況(中止したか否かを含めて)は不明. 新規稚告

54a-05020834 女性 7歳 不明(4r'1g′kd日) 幻先異常行動 回故国gE リン髭オセルタミビル4mg′kdB払方.夕投与1時間後にドアノブを強く回し続ける異常行動.幻覚発生.救急車搬送入院.翌日回復. 異常-Jt5

55a-0502_3592 男性 7歳 lOO√¶丘 アセトアミノフェン Za妄失見当地 回8E 頭痛､咳.鼻症状があり.インフルエンザ陰性であったが､本軒処方.3回服用後､就寝中に突然起き上がり､せん妄､見当識障害発現(異常な発言をしつつ排梱､急に実ったリ､物を数える).その後入院し､輸液経過観察.せん妄以外は意汁清明で発熱.感T症状は呈していた.翌日.就寝中に見当証障害(意味不明なことを言い笑う)を起こすが､その後せん妄.見当捜坪書国任 異常｣6

56B-05023597 男性 7歳 60rng 異常行動 回復 咳敬.咽頭痛､眼病､未熟(38.6℃)出現し.その捷拝温48℃となり.異常な兼吉をする.頭痛.旗病も出現.翌朝､姉に処方されていた本刑を服用(発熱継続).夕刻､再度服用その後､異常行h発現奇声を果し怖い目をして呼び出し.輿.. lJ ●---I. ■■ 異常-47

57a-05023978 男性 7鼓 60∩1g 蘇黄藩 異常行動 回牧 インフルエンザの診断を受けで)ン散オセルタミビルを服用｡約6時冊後に急にびっくりして怖がる様子で叫びだして外に走り出そうとしたり､台所に隠れようとする異常行動が発現し､無急外来にて経過観察.その後､異常行動は回鶴. 異常-48

リン酸オセルタミビル



異常な行動が記録されている事例の概要 (年齢順)
(販売開始 (平成 13年 12月 )か ら平成21年 3 3 1

インフルエンザ治療のためリン酸オセメレタミビル服用開始(40℃)。併用栗と
本剤初回服用1時間後異常行動発現(急に立ち上がリケタケタ実う、トイレに
こもり大きな音をたてる)後、一旦入眠。異常行動発現1時間後、話しかけに
無反応、日線があわない等あり。夜中受診し入院となる(394℃)。入院時意
明、異常言動なし。入院翌日以降異常言動なし。脳波、左後頭部に徐
MRI左碩1頭葉に高信号。入院5日後異常言動軽快退院。

2年前にも本剤版用しているが、問題なし。
インフルエンザA型と診断され、リン酸オセルタミビル処方。本剤服用2時間
半後、異常行動(突然立ち上がり、22階から1階に走つて降りてきて部屋の中
を走り回つたなど)発現。
入院後、水分補給の目的で点滴実施、ザナミビル水和物を処方したところ、
解熱。
翌日、回復退院。

ベンズ酸チペビジン
シプロヘプタジン
アンプロキソール
セトアミノフェン

ンフルエンサA型の診断にて、リン酸ォセルタミビル処万。同【
、4時間後、ベッド上で暴れ、奇声をあげる。母が抑制し、10分

。同日夕方、再診し、診察上言動やや不安定だが指示には従う。名
、年齢は答えられるが、「どこにきているか」の問いかけには「わからない」
答えるといつた軽度の失見当識を認めた。神経学的異常所見を認めず
hgeJ stns(―))。同日夜間、最高40℃まで発熱するもせん妄、異常行動

、体温37℃台まで解熱。易疲労訴えあるが、その他、異常は認めなかっ

2℃の発熱。
日、リン酸オセルタミビル処方。同日夜、本剤服用。翌深夜(服用6時間
)、起きだし、2階の階段を下りようとし、その際母親を側Lね飛ばし、母親が
段から落ち、骨折。異常行動発現。その後、父親に抱きつき、眠つた。
用開始3日日、熱も下がり、普通に戻つた。異常行動回復。

夕方、リン酸オセルタミビル服用。服用後、口E吐発現。
深夜、本剤服用。服用後、ばたばた畢れだし、大きな声を上げながら部屋か
ら飛び出す行動といつた異常行動発現。
与開始2日日、朝、服用後、頭痛、異常行動あり。

カルボシステイン
ムヘキシン

ンフルエンザA型の診断にて、リン酸オセルタミビル処方。月風用30分後、興
、大声を出す。夜、本剤2回目服用30分後、興奮、大声を出す。日つきが
、動き回る。2階の部屋で階段へ突つ走るのを家族が抱きとめて制

ルボシステイン
ベンズ酸チペビジン

ンフルエンザA型 の診断にて、リン酸オセルタミビル処方。月長用4日 日、昼、
に飛び出しそうになつた。興奮状態でパタバタとした。事象発現から2時間
、2、3分間の意識消失発作。夜、2、3分間の意識消失発作。頭痛がして
一つとした。頭痛は続いた。興奮して眠れない状態になった。

リン酸オセルタミビル

異 常 な 行 動 が 記 録 され て い る事例の概要 (牛齢 順 )
売 開 始 (平 成 13年 12月)か ら平 成 2 1年 3月 31日まで)

59a-05025722 男性 一歳 160_2JTtE セフジ二ル塩酸シプE)へブタジン解熱剤(不明) 異常行動 軽快 インフルエンザ治蝶のためリン酸オセルタミビル服用開始(40℃)｡併用薬と本剤初回服用1時間後異常行動発現(息に立ち上がりケタケタ笑う､トイレにこもり大きな音をたてる)後､-旦入眠.異常行b発現1時間後､話しかけに無反応､目線があわない等あり｡夜中受診し入院となる(39.4℃).入院時憲蓮清明､異常言動なしO入院翌日以降異常言動なし.応i痕､左後頭部に徐脈.MRl左側頭葉に高信号○入院5日後果常吉地軽快退院○ 異常-50

60a-06025421男性 7 51rTtt アセトアミノフェン 異常行動 回す 2年前にも本刑RE用しているが､問題なし.インフルエンザA型と診断され､リン酸オセルタミビル処方.本刑服用2時rLq半後､異常行動(突然立ち上がり､22階から1烏に走って砕りてきて部屋の中を走り回つたなど)発現｡入院後.水分補給の目的で点滴実施､ザナミビル水和物を処方したところ､解熱.翌日.回仕退院○ 異常-5ー

6ーa-C7002051男性 7 120rTIE クエン鼓モサブリドt=ベンズ酸チベピジン塩斡シプロへブタジン塩敢アンプE)キソールアセトアミノフェン 異常行動 怒快 インフルエンザA型の診断にて､リン酸オセルタミビル処方○同日昼節.服用し.4時間後､ベッド上で暴れ､奇声をあげる○母が抑制し､10分程度で曇れなくなった○同日夕方､再診し､診察上言動やや不安定だが指示には従ラ.名前､年齢は答えられるが､｢どこにきているか｣の問いかけには｢わからない｣と答えるといった軽度の失見当識を認めた.神経学的異常所見を認めず(neningealsigns(-))○同日夜間､最高40℃まで発熱するもせん妄.異常行動琵めす.入畦した.-翌朝､体温37○C台まで解熱○易疲労訴えあるが､その他､異常は認めなかったとのこと○ 異常-52

62B-07002056男性 7鼓 75rTTg 異常行暮b画 38.2℃の発熱.翌日､リン酸オセルタミビル処方.同日夜,本剤服用○翌深夜(服用6時間後).起きだし､2階の階段を下りようとし,その際母親を跳ね飛ばし､母親が階段から落ち､骨折.異常行動発現.その後､父親に抱きつき､眠った.服用開始3日日､熟も下がり.普通l=戻った.異常行動回復. 異禽-53

63B一一や7002858男性 7鼓 120mg 異常行動 軽快 夕方､リン酸オセルタミビル服用○服用後.PA吐発現｡深夜､本剤服用｡服用後､ぱたぱた暴れだし､大きな声を上げながら部屋から飛び出す行動といった異常行動発現.投与開始2日目､朝､服用後､頭痛､異常行動あり. 異常-54

リン酸オセルタミビル



異常な行動が記録されている事例の概要
(販売

(年齢順)
2 1

インフルエンザに対して、リン酸オセルタミビル服用開始。本剤服用数時間轡
にベランダの方へ歩き出し、親が、取り押さえ大事に至らず。左右もわからな
い状況で、訳のわからないことも言つていたとのこと。

リク酸ナトリウム
ルボシステイン
ベンズ酸チペピジン

′
ンフリレエンサに対して、リン酸オセルタミヒルllL用開始。1■用2日 日、

、ムクッと起きて2階に駆け上がった。姉につれられて泣きながら下り
て、すぐに寝た。本剤中止。

ベンズ酸チペピジン
i酸アンプロキソール

インフルエンサA型の診断にてリン酸オセルタミビル処万。本剤月1用4時間

後、体温は376℃ 、いつもより落ち着きがない感じであつた。服用2日日、朝、

本剤服用2時間後、布団でテレビを見ていて、すごいスピードで突然1階と2階

を何度も昇り降りし、理解できない独り言を喋つていた。つしヽこは、外へ飛び
出そうとして、家人が取り押さえ、事なきを得た。この時の記憶は残つていな
い。
事象発現4時間後、症状回復。

ンフルエンザB型 に対して、リン酸オセルタミビル服用開始。1

間後、意識がおかしくなリベランダヘでていこうとした。
鍵がかかつていて本人フラフラしてあけれなかつた。同日症状回復。

リン醸オセルタミビル版用開始。版用2日日、不国で寝ていたが、思に腱
がリベランダに置いてあつたテープルの上に乗つてヘラヘラ笑つていた。

フマル酸ケトチフエン

トラニラスト
プロピオン酸フルチカゾン

ンフルエンザA型 と診断。リン酸オセルタミビル月風用開始。服用
(幻聴)、幻党、せん妄発現。「こわい」「学校へ行く」等、不可解な発言

と、突然立ち上がり、外へ出て行こうとする行動あり。本剤中止。
夜、受診時、特に問題をみとめず、解熱剤屯用の処方を受け帰宅。服用2日
日、再診。夜間も高熱持続し、少しおかしな発言はあつたというが、来院時は
1失していた。一方、鼻汁、喘鳴をみとめ、ツロプテロール、マレイン酸クロル
ェニラミン、チペビジンヒベンズ酸塩を処方。以降受診なし。

卵白アトピーが強いため、インフルエンザの予防接種は不可能。リン
ルタミビル処方され、朝、夕に服用。深夜、起き出しトイレに行くのかと
親は思ったが、玄関に向かつていき、その後ベランダに向かつて走り出し、
うとした。母親が捕まえたが、放してくれと叫び、蹴るなど曇れた。母
いている姿をみて我に返つたように「どうしたの?」と言つたとのこと。
がそのとき抱きじめていた感覚では熱はなかつた様子。翌日、本剤は服
ず。

リン酸オセルタミビル

異常な行動が記録されている事例の概要 (年齢順)
開始 (辛成13年 1.2月)から平成21年3月31日まで)

JL JZ■■ ∫-■- ､.一一■t■一一t■■■■■■叫 ■■■■■■■■∩■一■■J■■■p-'A ttiー1■-■■一一だ!: ･'漕 剛 r_ 岳 _壷重義衰iiiWjiig -;-LJナ一一■1.1甲と 壁

66a-07013248女性 7歳 不明 異常行h 回捷 インフルエンザに対して､リン酸オセルタミビル服用開始.本刑服用数時間魂にベランダの方へ歩き出し､親が､取り押さえ大事に至らず.左右もわからない状況で､訳のわからないことも言っていたとのこと. 異常-57

67B一々7013301男性 7歳 BCrrtg フマル敢ケトチフエン 異常行動 回旋 A型インフルエンザに対して､リン酸オセルタミビル服用開始｡服用2日目､陸長井-5B
テオフィリン 眼中.ムクツと起きて2階に!掛ナ上がった○姉につれられて泣きながら下りてき

クロモグリク酸ナトリウム力ルポシステインヒベンズ散チペピジントラネキサム酸塩魚シブE3へブタジンツロブテE3-ル て､すぐに寝た〇本剤中止.

68a-07073303女性 7 81rn& ヒベンズ酸チペピジン 異常行動 回埋 インフルエンザA型の診断にてリン酸オセルタミビル処方〇本斉朋艮用4時間 異常-59
塩酸アンプロキソール 後､体温は37.6℃､いつもより落ち着きがない感じであった○服用2日目､朝､

塩故ツロブテロ-ル 本剤服用2時間後､布団でテレビを見ていて､すごいスピードで突然1階と2階を何度も昇り降りし､理解できない独り言を喋っていた○ついには､外へ飛び出そうとして､家人が取り押さえ.雷なきを得た○この時の記憶は残っていない○事象発現4時間後､症状回牡.

69a-07013309女性 7歳 80rng アセトアミノフェン 異常行動 回復 インフルエンザB型に対して.l)ン酸オセルタミビル服用開始01匝帽偲用1時間後､意識がおかしくなりベランダ-でていこうとした｡鍵がかかっていて本人フラフラしてあけれなかった.同日症状回社○ 異常-60

70B-07013377 女性 7鼓 不明 異常行動 回復 リン酸オセルタミビル服用開始.服用2日目､布団で寝ていたが.息に赴き上がりベランダに置いてあったテーブルの上に乗ってヘラヘラ笑っていた. Jt井ペl

71a-07013384 男性 7歳 40rTlg フマル酸ケトチフエン 幻聴 回牡 インフルエンザA型と診断.リン酸オセルタミビル服用開始○服用1時Fy)銀､精 異常一石2
トラニラスト 幻覚 回社 神症候(幻聴)､幻覚､せん妄発現○｢こわい｣｢学校へ行く｣等､不可解な発言

プロピオン酸フルチ力ゾン 韓妄 回復 と､突然立ち上がL)､外-出て行こうとする行動あり.本刑中止.夜､受診時､特に問題をみとめず､解熱剤屯用の処方を受け帰宅.服用2日目､再診｡夜間も高熱持続し､少しおかしな発言はあったというが､来院時は消失していた〇一万､鼻汁､嘱叫をみとめ､ツE3プチE)-ル､マレイン酸クロルフェニラミン､チベピジンヒベンズ酸塩を処方.以降受診なし.

728-070187ー5 男性 7歳 120rnA アセトアミノフェン 異常行h回復 38.3°Cの乗取あり.インフJL'エンザA型と診断,以前.熱性癌撃を起こしたことがある.卵白アトピーが強いため､インフルエンザの予防接種は不可能.リン敢オセルタミビル処方され､朝､夕に服用.深夜､起き出しトイレに行くのかと母親は思つたが､玄関に向かっていき､その後ベランダに向かって走り出し､外に出ようとした.母親が捕まえたが､放してくれと叫び､蹴るなど暴れた.母親が泣いている姿をみて我に返ったように｢どうしたの?｣と言ったとのこと.母枚がそのとき抱きしめていた感光では熟はなかった様子.翌日､本剤は服用せず. 異常-83

リン酸オセルタミビル 10



異常な行動が記録されている事例の概要 (年齢順)
1 から平 21年 3

こて、リン酸オセルタミビル処方。服用2日日、

中、突然立ち上がり、部屋内を夢遊病のように歩き回つた。

マレイン酸クロルフエニラミン

リン霞オセルタミビルllL用後副糧。体温393℃。版用約1時間後、起きてトイl

に行つた。母親に恐い夢をみたと言つていた。トイレから帰つて又、寝たがす

ぐに起き上がり、玄関を開けて外に出ようとした。あわてて母親が止めて又寝
かせた。服用は1回のみであつた。

ピリン系感冒剤(3)
ルボシステイン

インフルエンザAttB型 混合型治療のため、
時、岩が落ちてくる、と言つて覚醒する。夜、奇声をあげて走りまわる。服用2
日日、朝、解熱。正常に戻る。奇声をあげて走りまわる、幻覚回復。

酸シプロヘプタジン

アセトアミノフェン

ンフルエンザAに対して、リン酸オセルタミビル、アセトアミノフェンを服用。
1妄発現。「わけのわからないこと」を言い、さらに数時間後「暴れたい」など
走ったため1回だけの服用で全ての服菓を中止。
中止2日後、同症状は3日間毎夜出現(昼間は異常なし)。
中止4日後、横になると何回も起き上がり、「我慢できない。尋れたい」と
部屋の中を小走りにかけ回つた。「頭の中にダンベルが出てくる」とも

いヽ、開眼していたが、日の前の母親ではなく違うところを見ていた。
中止5日後、本人は「なぜかわからないが暴れたくなつた」とのこと。

ベンズ酸チペビジン

カルボシステイン
ンフルエンザA型治療の為、リン酸オセルタミビル服用開始。
1用2日日、深夜、異常行動発現。母親が横に寝ていたにもかかわらず、急
上がり「お母さん」とさけんで走り出し、壁にぶつかつて顔面を殴打し
しばらく泣いていたが、抱つこしてそのまま入眠。39.3℃の発熱あり。
どうしてお母さんはそんなに大きいんだ」と怒りだした。母親が身

を丸くして(1 さヽくして)いたが、怒つたり泣いたり、立ち上がったりを15分くらい
け`て入眠。376℃

その後異常行動回復。インフルエンザの転帰は軽快・回復。

新規報告

リン酸オセルタミビル

異 常 な行 動 が 記 録 され て い る事例 の概 要 (年齢順 )
開始 (平成 13年 12月)か ら平 成 2 1年 3月 3 1日まで)

73a-070230○1女性 7 84ー叩 アセトアミノフェン 夢遊症 回攻 インフルエンザA型の診断にて､リン酸オセルタミビル処方.服用2日目､牧､凍臥中､突然立ち上がり､部屋内を夢遊病のように歩き回った○ 異常-64

74B-07023857男性 7歳 48m与 アセトアミノフェン 異常行動 回位 リン酸オセJL'タミビル服用後就珠.体温39.3℃｡服用約1時間後､起きてトイレ異常-L65 2008/4ノー以降
力ルポシステイン こ行った.母親に恐い事をみたと言っていた.トイレから柵つて又､珠たがす 追加酔告

dl-マレイン酸クロルフェニラミン ぐに起き上がり､玄関を開けて外に出ようとした.あわてて母親が止めて又凍かせた○服用は1回のみであった.

758-07026ー55 男性 7& 42rnー 拭噴配合剤(1) 異常行動回tl インフルエンザA型B型混合型治療のため､リン酸オセルタミビル処方.昼寝 異常-67
非ピリン系患官制(3) 時､岩が落ちてくる､と言って覚醒する.夜､奇声をあげて走りまわる.服用2

カルボシステインメトクロプラミド 日日､朝､解熱○正常に戻る.奇声をあげて走りまわる､幻覚回復.

76B-07028194 男性 7歳 60rnB ヒベンズ酸チべピジン 詠妄 回 インフルエンザAに対して､リン酸オセルタミビル､アセトアミノフェンを服用, 異常-68
塩酸シプロヘプタジン 汝妄発現○｢わけのわからないこと｣を言い､さらに数時間後r暴れたい｣など
力ルポシステイン と口走ったため1回だけの服用で全ての服薬を中止.

アセトアミノフェン 服弟中止2日後､同症状は3日間毎夜出現(昼間は異常なし).収集中止4日後､横になると何回も起き上がり､r我慢できない.暴れたい｣と口走り､部屋の中を小走りにかけ回った.r頭の中にダンベルが出てくる｣ともいい､開眼していたが.目の前の母親ではなく違うところを見ていた.服薬中止5日後､本人は｢なぜかわからないが暴れたくなった｣とのこと.

77B-08000402 男性 7#l 99rTl書 ヒベンズ藍チペピジン 異常行動 回せ インフルエンザA型治療の為､lJン酸オセルタミビル服用開始｡ 2008′4′1以降

リン酸オセルタミピル ll



異常な行動が記録されている事例の概要 (年齢順)

約9時間後、異常行動、幻覚発現。突然起きだし人を追い払うような動作とと
もに家中を逃げ回つた。階段の昇り降りを数回線り返し、母親が制上しても恐
い恐いと叫んでいた。しばらく母が介抱したら、大人しくなつて寝た。患者の記

服用2日日、本剤投与。約6時間後、異常行動、幻覚発現。
「虫がいて怖い」と祖母に伝え泣いていた。家中を落ち着きなく歩き回つてい

た。祖母に介抱されておとなしくなつた。患者のta憶あり。
その後他院に紹介され、1日症の疑いもあるとのことで日1作用以外に入院も勧
められたが、本人、息者家族の希望で入院は避け、自宅療養。本剤服用は
以降中止。
本剤服用中止から3日目に来院し、インフルエンザ、異常行動、幻覚とも回復

リン酸オセルタミビル服用歴あり。異常なかつたため本剤処方。
に本剤1回服用し、ねていたが急におきあがり机のまわりをぐるぐるまわ
る、コップわたすと水に手を入れる、ふとんの一点をみつめている等の行動

ンフルエンザA型に対しリン酸オセルタミビル服用。
国服用後、異常行動発現。わけもなく物を探しまわる、トイレに行つて水の

す、便器に手を入れ何かとろうとする。(ただ、以前から発熱したりすると
ヒリフトンの上のみで何かをさがそうとするような行動があつた。ただ
はこれまでと違う印象を強く受けた。

こ起き上がるなどが2～3回続いた。その他うわ言、手の振るえなど。
開始から4日目、昼、熱はさがつたが、勝手に部屋から出て別の部屋に
つヽた。トイレではないといい、隠れただけだとかなんか変なことを言つてい

ルエンザA型治療のため、リン酸オセルタミビル服用。
患児が入眠したことを母が確認した。約30分後に屋外に立つているところを
発見された。うつろな日でポーとしていた。尿失禁をしており、風呂場へ行つ
たところ「靴下のほつれが恐い、洗濯籠が恐い」と泣いた。シヤワー浴後に就
寝。

シル酸スルタミシリン
発熱により他院受診。セフボドキシムプロキセチルが処方。2日後、リユ

ル他を夕方より服用開始。服用開始2日後、気分高場症状発現。
母親によるとほろ酔い状態であるとのこと。服用開始4日 日の朝で服用中
、その後次第に気分高揚状態が軽快。服用後7日後に回復。

リン酸オセルタミビル

異常な行動が記録されている事例の概要 (牛齢順)
開始 (辛成13年12月)から平 21年3月31日まで)
～ i- ---{二一J-'一.-.'~=,:-i-～-T.:-:てこてこ.丁芯 ∴1 ill. † .=て -p■■■■■■■■- 田■■■

巨や｣.7 ~JrZZ1-定一_二 二 ii建 二二 二二 ∃

786-OBD24158男性 7最 45m& 異常行Eb回国唖 インフルエンザ治兼のためリン酸オセルタミビル服用帥始.約9時間後.異常行凱 幻覚発現.突然起きだし人を追い払うような動作とともに家中を逃げ回った.階段の昇り降りを.数回繰り返し､母親が制止しても恐い恐いと叫んでいた.しばらく母が介抱したら､大人しくなって寝た.患者の紀憶なし.服用2日目､本剤投与.約6時間後.異常行動､幻覚発現.｢虫がいて怖い｣と祖母に伝え泣いていた,家中を落ち着きなく歩き回っていた.祖母に介抱されておとなしくなった,患者の記憶あり○その後他院に紹介され.脳症の疑いもあるとのことで副作用以外に入院も勧められたが､本人､患者家族の希望で入院は避け.自宅療養.本剤服用は以降中止0本剤服用中止から3日Elに来院し､インフルエンザ､異常行動.幻覚とも回任していたことを確認. 2008′4′1以降新規報告

8Dら-0別】27730 男性 7丘 投与I不明 異常行動 回gL インフルエンザA型に対しリン酸オセルタミビル服用.2回服用後､異常行動発現.わけもなく物を探しまわる､トイレに行って水のみ流す.便器に手を入れ何かとろうとする.(ただ'､以前から発熟したL)するとうなされたリフトンの上のみで何かをさがそうとするような行動があった.ただ今回はこれまでと違う印象を強く受けた. 2008′4/1以降圭庁規報告

818-08028876男性 7ja 投与量不明 異常行動 不明 インフルエンザに札患.夜.リン酸オセルタミビル版用粥始.異常行動発現.夜中に起き上がるなどが2-3回続いた○その他うわ言､手の振るえなど.服用開始から4日目､昼､熟はさがつたが､勝手に部屋から出て別の部長にいった.トイレではないといい､隠れただけだとかなんか変なことを言っている. 2008′4′1以降新規報告

82良-87025434 男性 Ba 54rTlg アセトアミノフ=ン 異常行動 回位 インフルエンザA型治療のため､リン酸オセルタミビル服用C患児が入眠したことを母が確認した.約30分後に屋外に立っているところを発見された.うつろな目でボ-としていた.尿失禁をしており､風呂場へ行ったところ｢靴下のほつれが恐い､洗濯籠が恐いJと泣いた｡シャワー浴後.=就味.約2博聞挽.異常行動回復. 異常-66 2008/4′ー以降 .追加報告

83B-02014446 女性 a鼓 36rng セフポドキシムプロキセチル 高練状態 回復 発熱により他院受診.セフポドキシムプロキセチルが処方.2日後､リン故オ 異常-89
トシル酸スルタミシリン セルタミビル他を夕方より服用開始○服用開始2日後､気分高揚症状発現.
ヒベンズ丑チベピジン 母親によるとほろ酔い状態であるとのこと.服用開始4日目の朝で服用中

リン酸オセルタミビル 12
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異常な行動が記録されている事例の概要
(販売趾  (平成 13年 12月 )か ら平

(年齢順)
21年 3

与。投与後2時間後に意味不明な発言、意識障害、行動異常が発現。
医を受診したが神経学的異常なく無処置で帰宅。その後再度服用すると、
後より急に起きあがり、歩き回り、幻覚も合併。救急外来を受診。異常運
入院。輸液治療により7時間後に回復。

マレイン酸クロルフェニラミン

の3時間後、党醒直後から幻覚などの異常行動出現。当日中に再度受診し、
生食点滴にて症状回復。

トアミノフェン

インフルエンサと判断される。不測破与俊、恨眠し.

突然起き上がり、玄関から飛び出していこうとした。
次第に記憶回復。状態が過落ち着いたところで受診。頻脈、

多呼吸、チアノーゼ等なく経過観察。翌日解熱し、その後も精神症状なし。

ベンズ酸チペビジン
ソリタT-1(点滴)

〈ブドウ糖加)(点滴)

刊、アス ペリン、ムコダイン処 万 。

、異常行動(人形に話かける、部屋を歩き回る、意味なく実
出ヽす、九九を唱えるなど)発現。
救急車にて来院し入院となる。
入院時、意識ほぼ清明。
翌日、解熱する。
本剤投与し続けるも異常行動発現なし。処方全て服用する。

ヒベンズ酸 チベビジン

セトアミノフェン

発熱、咳嗽にて本剤処方。
本剤、解熱剤服用後、異常行動発現(奇声をあげる、意味不明な事を言う、
数が数えられない、自分の年齢がわからない)し、入院となる。
入院時、点滴のみで観察。異常言動なし。
翌日、自分で点滴抜去、病棟内を一人でうろつく。
異常所見あり、MR:異常所見なし。

ヒめ、確定診断後本剤処方。体温396℃ 、2

目服用後、就寝するが、激越発現(急に大声でわめきながらおきる)。その
後翌日正午まで、異常行動(異常な発言とともにべ'卜や机、椅子の上に乗り
ンピョン跳び上がる。家中を歩き回る。)継続する。
するが、覚えていなく、ボーつとしている。本剤の服用中止する。その後
日間は16～ 18時間の睡眠をする

塩酸プロムヘキシン
塩酸シプロヘプタジン

ペリアクチン、本剤を処方。          `
本剤服用後、精神神経症状(二段ペットの上段で手を広げて立ち上がる、
卜から降りてベランダヘ走つて行き手すりにつかまつて飛ぶ動作等)、尿
禁発現。
日、投与中止し、精神神経症状、尿失禁回復

動(にたにた笑う、両手で何かを掴もうとする)発現。救急車にて
夜間異常言動あり(ベッド相を乗り越えようとする、意味不明な言葉を

リン酸オセルタミビル

異常な行動が記録されている事例の概要 (年齢順)
開始 (平成13年 12月)から平成21年3月31日まで)

'&~ -JB ≡ 龍 琵 扇 醇 領 海 it-ie5 r一一-3=1- i松 草蝶 Il

848-05000677男性 8鼓 84nv 悪漆変容状怒異常行動 回 前日実の発熱のため受診し,インフルエンザAと診薪されリン鼓オセルタミビルを投与.投与後2時間後に意味不明な発音.意iB障害､行動異*が発現.近医を受診したが神経学的異常なく無処鷹で帰宅｡その後再度服用すると､その後より急に起きあがり､歩き回り､幻賞も合併｡救急外来を受診.異常運動を認め入院.輸液治療により7時間後に回復. 異常-70

85a-05001224 男性 8銀 日0m丘 d-マレイン酸クE)ルフエニラミン 幻賞 国旗 インフルエンザA治療のためリン鼓オセルタミビル投与.本刑服用攻入唯しそ 具十一71

バモ故ヒドロキシジン 落ち書きのなさlL一一一二一も回復回復 の3時間後､覚醒直後から幻覚などの異常行h出現.当日中に再度受診し､生食点滴にて症状回復.

86a-05018854 男性 8鼓 112mB 臭化水兼酸デキストロメトルファン 異常行tb回gL 発払有り受診し.A型インフルエンザと判ホされる.本月投与故､便毛しその1時間 異常-72
力ルポシステイン (精神症 半枚A*行h先攻.突然起き上がり.玄関から飛び出していこうとした.1時W頓で

アセトアミノフェン 淡く異常行動)) 異常行動抑制され.次第に把憶固廿.状態が過落ち書いたところで受診.頬脈､多呼吸.チアノーゼ等なく経過統幕.翌日解放し.その後も杵神症状なし.

878-05021659 男性 8 102m& 力ルポシステイン 異常行動 回復 謙班珍軒にて､本刑､アズベIJン､ムコダイン処方. 異常-73
ヒベンズ酸チペピジン 本刑投与5時間後､異常行動(人形に話かける､部長を歩き回る､意味なく芙
ソリタT-1(点滴) い出す､九九を唱えるなど)発現.

酢酸地持液(ブドウ糖加)(点滴) 救急車にて来院し入院となる.入院時､意紘ほぼ清明.翌日､解熱する.本剤投与し続けるも異常行動発現なし.処方全て服用する.

888-05022380 男性 8歳 60m‡● ヒベンズ敢チベピジン 異常行動 P_l快 発熱､咳敬にて本剤処方, 兵書-74
塩載7ンプロキソール 本剤､解熱剤服用後､異常行動発現(奇声をあげる､意味不明な事を言う､
塩態シプロへブタジン 私が数えられない､自分の年齢がわからない)し､入院となる.

アセトアミノフェン 入院時.点滴のみで観察.異常言恥なし.翌EL自分で点滴抜去､病棟内を-人でうろつく.脳波異常所見あり.MRJ異常所見なし.38枚.長井言動軽快退院

89B-05022780男性 8 46.5r叩 トラニキサム故 晃9t行動 回せ SI排炎の既往歴あL).発熱のため､確定診断後本刑処方○体温39.6℃､2 興祥一75

メキタジン 灘建 回目服用後､就寝するが､激越発現(急に大声でわめきながらおきる)｡その後翌日正午まで､異常行動(異常な発言とともにべ.jlトや机､椅子の上に乗りピョンピョン跳び上がる.家中を歩き回る,)推横する.道民するが､覚えていなく､ボ-つとしている.本刑の服用中止する.その後2日間は16-18時間の睡眠をする

908-05023443男性 8鼓 93m( ヒベンズ散チベピジン 異常行動回復発熱(39.5℃)､インフルエンザA型､攻.鼻症状にてアズぺリン､ピソルボン. 異常-76
塩酸ブロムヘキシン ベリアクチン､本刑を処方.

塩酸シプE)へブタジン 本剤服用後.精神神経症状(二段ベットの上段で手を広げて立ち上がる､ベットから降りてベランダへ走って行き手すりにつかまって飛ぶ動作等)､尿失禁発現.翌日.投与中止し､精神神経症状､尿失#回復

リン酸オセルタミピル
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異常な行動が記録されている事例の概要 (年齢順)

システイン 開始。投与開始日の夜に40℃の発熱とともに奇声をあげて起き上がり、室内
を歩き回る中枢神経症状が発現した。この後リン酸オセルタミビルの服用を
中止した。投与開始から2日目の昼も同様の症状がみられた(体温37.5℃前
後)。投与開始から3日目は中枢神経症状がみられていない(体温395℃)。
その後、投与開始から5日目に中枢神経症状が回復した。

ヒベンズ酸チペビジン

フマル酸クレマステン
アセトアミノフェン

フルエンサB型 治療のため、リン酸オセルタミビル服用開始。版用|

異常行動発現。急に起き上がり「トイレ、トイレ」とさけび部屋を走リ

さえる。5～6分続く。翌朝、服用後、寝たままわけのわからないことを言
、様子を聞くと「さわるな」と言つてあばれる。5～6分続く。

ルエンザA治療のため、リン酸オセルタミビル処方。本剤服用5～

、部屋を意味も無くうろうろする。急に水遊びをしだす。その後、布団が
重いと言い出し、突然2階に駆け上がり、父親の枕を取り上げた。その後、1
こ駆け下り、父親が取り押さえた。熱は38.5度。3回目から服用せず。解熱
剤の併用もなし。夜間のエピソードの記憶はなかった。

ンスアイン

ンプロキソール
ンフルエンサ A型 治原 のため、リン酸オセルタミビル 段 与 開 始 。

1用開始2日日、酸素マスクをはずして、点滴のラインとカチヤカチャぶつけて
いた。声を掛けると我に返つた。ベッドの上に立ち上がった。声をかけても反
手をベッドにぶつける。
から6日日、異常行動回復。

リン酸ジメモルフアン
塩酸シプロヘプタジン

インフルエンサA型の診断にてリン餃オセルタミビル処万。1回日版用1時間

後、突然2階に走っていき、部屋をウロウロする。翌朝までずつとウトウトして

たヽ。夜、2回目服用。夜間、大を呼ぶ動作、物を食べる動作、家の中を徘
徊、手を何回も洗う、尿失禁等がみられた。
翌朝、40℃の発熱。朝からボーッとしており、呼びかけへの反応も乏しい状態
が続くため、受診。精査加療目的に入院。脳波上、全般性の徐波を認め、
見なし。髄液所見なし。脳症の可能性を考え、メチルプレドニゾロン投

ヒベンズ酸チペビジン
―塩酸メチルエフエドリン

後、異常行動が発現(ベッドからとびおりる。廊下を走りまわる。大声でわら
う。意味不明の事を言う)。体温は402℃。服用2日日、本剤服用。体温は
74℃。異常行動回復。

日、内服後、2階の部屋より階段へ飛び出す異常行動が発現。特別な
なし。本剤中止。服用開始から5日日、熱が372℃。その後、異常行動

間、40℃の発熟があり、A型インフルエンザと診断され、リン酸オセルタミビ
処方。1回服用後、嘔吐。服用2日日、2回服用後5～10分の間、騒ぐ。その
、ベランダヘ出て行つた(マンションの10数階)。母親が部屋に連れ戻した
、続いてトイレヘ駆け込み、大声を上げる。本人は一連の記憶なし。その
、寝かしつけ、異常行動は回復。

リン酸オセルタミビル

異常な行動が記録されている事例の概要
開始 (辛成13年 12月)から平成21毎3月3l日まで)

fl舶 .-:′ 子TFT-.;I.:I/∴ 二品 葦 竿苧諾 Lr:~鮎 'd'L'V P -~岳表題 i岩芸呂品 T--写≡さて-.I-r-

92a-05026722女性 8鼓 54rnB ヒベンズ酸チベピジン 精神症状 回11 A型インフルエンザで発熱(39.8℃)が見られ_リン鼓オセルタミビルの服用を 異常-78
加レポシステイン 開始.投与開始日の夜に40℃の発熱とともに奇声をあげて起き上がり.室内

アセトアミノフェン を歩き回る中拒神経症状が発現した.この後リン酸オセルタミビルの服用を中止した○投与開始から2日目の昼も同様の症状がみられた(体温37.5℃前後).投与開始から3日目は中相神経症状がみられていない(体温39.5℃).その後､投与開始から5日日に中枢神経症状が回復した.

93a-勺7000886 女性 8歳 120n1g ヒベンズ敢チペピジン 異常行動 回牡 インフルエンザB型治REのため､リン敢オセルタミビル服用開始.服用2時仰 異常-79
フマル酸クレマスチン 牧.異常行動発現.急に起き上がりrトイレ.トイレ｣とさけぴ部屋を走り回るた

アセトアミノフェン めおさえる.5.-6分続く.翌朝.服用後､寝たままわけのわからないことを言うので､様子を聞くと｢さわるな｣と言ってあばれる.5-6分続く.その後も服用は横けたが異常行動の発現なし.

94B-07000288 男性 8歳 42rT1g クラリスロマイシン 異常行動 向牡 インフルエンザA治療のため､リン酸オセルタミビル処方.本剤服用5-6時Fn牧､部屋を意味も無くうろうろする.急に水遊びをしだ'す.その後.布団が重いと言い出し､突然2階に駆け上がり.父親の枕を取り上げた.その後､1階に畢け下り､父親が取り押さえた｡熟は38.5度｡3回目から服用せず.解熱剤の併用もなし.夜間のエピソードの記憶はなかった. 異常-8.0

95B-0700ー354女性 8歳 60mg 加レポシステイン 異常行軸 回復 インフルエンザA型治積のため､リン酸オセルタミビル投与開始. 果*-81

塩勧アンプE)キソール 服用開始2日目､酸素マスクをはずして､点滴のラインと力チャ力チャぶつけていた○声を掛けると我に返った.ベッドの上に立ち上がった○声をかけても反応無し.手をベッドにぶつける.服用開始から6日目.異常行h回復.

98B-07003582女性 8歳 80mg 力ルポシステイン 異常行Lb回せ インフルエンザA型の診断にてリン酸オセルタミビル処方.1回日服用1時間 異常-82
リン酸ジメモルファン 後.突然2階に走っていき.部屋をウ口ウ口する.翌朝までずつとウトウトして

塩酸シプロヘプタジン いたo夜､2回目服用○夜間､犬を呼ぶh作､物を食べるtb作､寮の中を排掴､手を何回も洗う.尿失楽等がみられた.翌朝､40℃の発熱.朝からボーッとしており.呼びかけへの反応も乏しい状態が続くため､受診｡精査加療目的に入院.脳波上.全般性の徐波を認め､NIRf所見なし.髄液所見なし.脳症の可能性を考え､メチルプレドニゾロン投与を施行.翌日.意乱 †明となL)経過良好.

97B-07013003 男性 8鼓 150mg シメトリド.頼水カフェイン 異常行動 回 A型インフルエンザ治療のため､リン酸オセルタミピル処方.夕方､本刑収用 異常-83
ヒベンズ酸チペピジン 後､異常行動が発現(ベッドからとびおりる｡府下を走りまわる.大声でわら

dト 塩酸メチルエフェドリン ラ.意味不明の事を言う).体温は40.2℃.服用2日目､本刑服用.体温は37.4○C.異常行動回復.

988-07013.253 男性 8鼓 84TnG アセトアミノフェン 異常行動 回任 A型インフルエンザの診軒にて､リン酸オセルタミビル服用開始Q服用B舶紬ヽら3Ej目.内服後､2階の部屋より階段へ飛び出す異常行動が発現.特別な処鷹はなし｡本剤中止.服用開始から5Ej目､熟が37.2○C○その後､異常行動は回tL. 異常-84

リン酸オセルタミビル 14



異常な行動が記録されている事例の概要 (年齢順)
(販売臣盤ゴ平成 13年 12月 )か ら平成21年 3 3 1

リン酸オセルタミビル服用開始
が、その後、意識混濁は回復。

る。異常言動発現。家族が止め大事には至らなかつた。服用3日日、異常言
動回復。発熱もなくなつたため、本剤中止。

アセトアミノフェン
酒石酸アリメマジン
ヒベンズ酸チペビジン
塩酸アンプロキソール

朝より380℃の発熱あり、横歪にてインフルエンザA型と判定し、リン重オセル
タミビル等処方。服用2日日、昼、寝ていた子供が急に大声を出して親に命令
口調でしゃベリだし、走り出して曇れた。5分後位でおさまり本人はまた寝てい

た。事象発現から30分後に異常行動は回復。その後、そのことについて本人
に聞くもまつたく覚えていない。約2週間後、昼、発熱。夜中には395℃まで上

昇。突然わけのわからない事を大声で叫び、走り出し、兄に襲いかかつた。ま
た何かが見えると幻党症状を訴える。身体を震わせて混乱した様子だつた。
翌日、受診し、インフルエンザB型と判定。前回と同じ薬を母親が希望。本剤
服用いかんにかかわらず、同様の症状出現。

スロマイシン

システイン

ンフルエンザB型治療のため、リン酸オセルタミビル月風用開始。服用3日目、
:、384℃の発熱があり、入眠。服用4時間後、深夜、ぶつぶつとつぶやきな
ら歩き回つていた。引き戸のロックを外してベランダを出ようとしていたの
、母が声をかけると止まつた。次第に落ち着いて2時間後には入眠。
回復。服用4日日、朝、起床時は異常なし。

ンズ酸チペビジン
―マレイン酸クロルフエニラミン

t、39℃の発熙、鼻汁、レ等の圧状にて釆院し、インフルエンサキットにて
インフルエンザと診断。リン酸オセルタミビル処方。夕方、1回目服用。そ
後寝ていた。服用5時間後、睡眠中に突然起き上がり、部屋のドアを開け
「パパおかえり」と言つた。服用8時間後、ふとんから起き上がり、ニヤニヤして
たヽため、母親が「大文夫?」と声をかけたら「うんJと言つた。翌朝、いつも通
で、体温371℃。特に変化なし。

ベンズ酸チペビジン
ボシステイン
ル酸ケトチフェン
プテロール

ンフルエンザ罹患児と接触あり。その後

分からないことを言つていた。リン酸オセルタミビル等処方。
り起きたりといつた異常言動あり。同日晩、リン酸オセルタミビル服用。
後、走り出す、逃げるなどの異常行動発現。親が押さえてとめられ

ボシステイン
姉がインフルエンザA型加療中のところ、起床時376
迅速検査で陰性だったが、臨床所見よリインフルエ:
ル処方。終日発熱は37℃台で、本剤服用させなかつたとのこと。併用薬
用。翌日、起床時、40℃にて本剤服用。その後入眠し、1時間後、「姉が
て寝られない」と泣きながら自室より出てくる(姉は登校後)。家人が落ちれて投られない」と江きなから日至より出てく0(肺 ほ重校彼,。ぶ`
くよう諭し、すぐ落ち着く。電話連絡あり、本剤の服用中止を指示。

リン酸オセルタミビル

異 常 な行 動が記錬 されてい る事 例 の 概 要 (年齢順)
開始 (平成 13年 1 2月 ) か ら平 成 21年3月31日まで)

108J7-07013304男性 B歳 100rTlg & レベルの低下 国故 リン酸オセルタミビル服用開始廿同日､昔話混瀬が発現.自宅のgIIこ出るが､その後､意誰混濁は回社○ 異常-86

101B-070133ー0 女性 8歳 45rTlg 異常行動 回復 リン故オセルタミピル1回巨服用約2時間捜.理由も無く外に飛び出そうとする.異常言動発現,家族が止め大書には至らなかった.服用3日目､異常言動回復.発熱もなくなったため.本剤中止. 長井-87

102B-07013385 女性 8歳 99mJi アセトアミノフェン 異常行動 同姓 朝より38.0℃の発熱あり､検査にてインフルエンザA型と判定し､リン塵オセル 異常-88
酒石酸アリメマジン タミビル等処方｡服用2日目､昼､凍ていた子供が急に大声を出して親に命令
ヒベンズ酸チペピジン 口調でしゃべりだし､走り出して暮れた｡5分後位でおさまり本人はまた寝てい

塩酸アンプロキソ-ル た.事象発現から30分後に異常行動は回復.その後､そのことについて本人に聞くもまったく覚えていない.約2週間後､昼､発熱.夜中には39.5℃まで上罪.突然わけのわからない手を大声で叫び､走り出し､兄に襲いかかった.また何かが見えると幻覚症状を訴える.身体を震わせて混乱した様子だった,翌日､受診し.インフルエンザB型と判定○前回と同じ薬を母親が希望.本剤服用いかんにかかわらず､同様の症状出現.

103a-07013408男性 8蓑 90TTq; クラリス口マイシン 異常行動 回捷 インフルエンザB型治療のため.リン酸オセルタミビル服用開始.服用3日白､異常-89
メキタジン 夜､38,4℃の発熱があり､入眠.服用4時間後､深夜､ぶつぶつとつぶやきな

加レポシステイン がら歩き回っていた.引き戸のロックを外してベランダを出ようとしていたので､母が声をかけると止まった.次第に落ち着いて2時間後には入眠○異食行動回復.服用4日目､朝､起珠時は異常なし｡

104B-07020496 女性 8歳 90rTlg 力ルポシステイン 異常行動 回 午後､39dcの発熱､鼻汁､咳等の症状にて来院し､インフルエンザキットにて 異常-90
ヒベンズ酸チペピジン A聖インフルエンザと診断○リン酸オセルタミビル処方.夕方､1回日服用.千

d-マレイン酸クロルフェニラミン の後寝ていた.服用5時間後､睡眠中に突然起き上がり､部屋のドアを開け｢Jくバおかえり｣と言った.服用8時間後､ふとんから起き上がり､ニヤニヤしていたため､母親が｢大丈夫?｣と声をかけたら｢うん｣と言った○翌朝､いつも通りで.休温37.1℃.特に変化なし.

105a-07020966 女性 8歳 38rrtg クラリスロマイシン 異常行Lb回杜 インフルエンザ羅患児と接触あり｡その後発熟し来院.束暁時､境がみられ.異常-9ー 2808/4′l以降
耐性乳韓首里割く3) 訳の分からないことを言っていた.リン酸オセルタミビル等処方. 追加報告
ヒベンズ輸チベピジン 珠たり起きたりといった異常言動あり.同日晩､リン酸オセルタミビル服用.
力ルポシステイン 服用4時間後､走り出す､逃げるなどの異常行動発現.親が押さえてとめられ

フマル酸ケトテフエンツロブテロール た.

108a-07021970 女性 8歳 52_5rng 塩化リゾチーム 異常行政 回at 姉がインフルエンザA型加療中のところ､起床時37.6℃発熱ありとのことで. 異常一g2
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異常な行動が記録されている事例の概要
(販売開始 (平成 1

(年齢順)
1年 3 3 1

インフルエンサA型と半り足され、リン餓オセルタミビル処万。帰モ後不剤服用

し、2階にて就寝(昼寝)をしていたが、母親が気がついたときには1階をうろう

ていたく急に2階から1階に降りた)。母親がどうしてうろうろしているのか子
に返つたようで、1階に降りた記憶が無いとの事。この時点で

本剤服用中止せず。寝ているときも寝言が多く天丼に向かい両手を盛んに

すといつた異常行動発現。
日、就寝中寝言や、手を払いのける行動あり。再診時は異常な様子

日日、異常行動回復。

ルエンザA型と診断され、リン酸オセル
深夜、突然起き上がり、意味不明の言動あり。枕に頭をぶつけたりしていた。

更に夜中に起き上がり、1人でどこかに行こうとしていた。母が気がつき布団
こ入れたらすぐに眠つた。
1日日、本剤服用したが異常行動は見られず、回復と判断。

熱下がらないため、翌日再来院。検査結果、インフルエンザ陽性。インフルエ

ンザA型治療のためリン酸オセルタミビル服用開始。
翌日、異常行動発現。昼に本剤を服用後に寝ていた患者力ぐふらふらと立ち上
がり部屋の外に出たところを患者の弟が発見。母親に連絡しペッドに連れ戻
す。寝かした後は特別なことはない。特に叫んだりといつた行動は伴わなかつ

た。
本剤服用終了から2日日、来院時に以上の報告があつた。

日日、昼、異常行動発現。昼頃より室内をうろうろし始め、「人がいるJ
「ぞうきんでふいてふいて」などの異常言動、幻党があり、体温計でふとんを
たたいたり、電気コードをぐるぐると手にまきつけたりした。
夜半には異常行動の転帰回復。

間後、異常行動発現。昼寝をしていて突然目をさまし少し笑つて
「今日は何日だつけ?」と言ってとなりにいた弟をみて、恐がつて骨力tあると泣
く。その後かけ出してリビングルームに行き、幼稚園がどうのこうのと意味不
明のことを言い、日つきがおかしかつた(三白眼様)。その後物をつかむよう
な動作を反復し、何をしているのかと聞くと、本人は骨を拾っていると言つて
「何でそんなこと聞くの?」と泣いた。その後泣き上んでソファーに坐りいつも
と変わらない様子になった。この間2～3分の経過とのこと。

ンフルエンザA型 と診断され、昼、リン酸オセル

服用1時間後、異常行動発現。熱が39℃の状態で、怖いとうわごとを言い、急

服用2日日、朝方4時に突然におきだし階段を降りようとし、抑えて落ち着い
た。大声で実つたり、興奮状態になつた。
朝、本剤服用。その後、異常行動はおこらなかつた。

リン酸オセルタミビル

異常な行動が記録されている事例の概要 (年齢順)
開始 (辛成13年 12月)から平成21年3月31日まで)

･二≡ぢ言 ~､.TJ顎.放言芋' n-二.

107B-07023327女性 8泣 78mg アセトアミノフェン 異常行動 国荘 インフルエンザA型と判定され.リン酸オセルタミピJL,処方o帰宅後本刑服用し､2階にて就嫌(昼gE)をしていたが､母親が気がついたときには1階をうろうろしていた(急に2階から1階に降りた).母親がどうしてうろうろしているのか子供に尋ねると我に返ったようで､1階に降りた記憶が無いとの暮.この時点では本剤服用中止せず.煉ているときも寝言が多く天井に向かい両手を盛んに働かすといった異常行動発現.収用2日目､就寝中痩言や､手を払いのける行動あり.再診時は異常な様子は見られなかった.服用JI日日.異常行動回復O 異常-114 2008/4′1以降追加報告

to白a-88004441 男性 8鼓 BOrTlg 異常行h ti]捷 インフルエンザA型と診断され､リン幹オセルタミピル服用終始.深夜､突然起き上がり､意味不明の言hあり.枕に頭をぶつけたりしていた.更に夜中に起き上がり､1人でどこかに行こうとしていた○母が気がつき布団の中に入れたらすぐに眠った○服用2日目､本刑服用したが異常行動は見られず､回復と判断. 2008′4/1以降新規報告

logB.08024887 女性 B最 90mg 異常行動 回復 高熱 こより来院.境重の錯異はインフルエンザ陰性.抗生剤を処方するも高熱下がらないため､翌日再来院.検査鯖果､インフルエンザ陽性.インフルエンザA型治療のためリン散オセルタミビル服用帥始.翌日､異常行動発現○昼に本剤を服用後に寝ていた患者がふらふらと立ち上がり部屋の外に出たところを患者の弟が発見.母親に連絡しベッドに連れ戻す.gEかした後は特別なことはない.特に叫んだりといった行動は伴わなかった.本刑服用終了から2日目､来院時に以上の報告があった. 2008/4/1以降新規報告

HDB-88027726 男性 8歳 ー00mg アセトアミノフェン 異常行動同社 インフルエンザ治群のためリン敢オセルタミビル服用押始.服用2日目､昼.異常行動発現.昼頃より室内をうろうろし始め､r人がいる｣｢ぞうきんでふいてふいてJなどの異常言動.幻覚があり､体温計でふとんをたたいたり､t気コ-ドをぐるぐると手にまきつけたりしたO夜半には異常行動の転帰回復. 2008′4′ー以降新規報告

1118--08027896 女性 8講 48rng 異常行JZl回 碗lリン鼓オセルタミビル1回B且E用.混用約5時間後､異常行動発現.昼喪をしていて突然目をさまし少し笑って｢今日は何日だつけ?｣と言ってとなりにいた弟をみて､恐がつて骨があると泣く.その後かけ出してリビングル-ムに行き､幼稚園がどうのこうのと意味不明のことを言い､目つきがおかしかつた(三白眼様)○その後物をつかむような動作を反tlL､何をしているのかとWくと､本人は骨を拾っていると言って｢何でそんなことWくの?｣と泣いた.その後泣き止んでソファーに坐りいつもと変わらない様子になった.この間2-一3分の経過とのこと○ 2008/4′1以降都銀租告

リン酸オセルタミビル
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異常な行動が記録されている事例の概要
(販売開始 (平成 13年 12月 )

(年齢順)
2 1

ルフアリンカリウム
ジピリダモール
カルボシステイン
ン酸ジメモルフアン

型インフルエンザ確定診断後、リン酸オセルタミビル75mg/日

投与1回目の1時間後に意味不明の発語及び行動が観察される。有害事象
発現3時間後に回復、有害事像発現時の記憶なし。以後本剤の服用中止。

エジゾ酸クロペラスチン

微熱が持続していたため、臨床的にインフルエンザと診断、リン酸オセルタミ
ビル投与開始。本剤投与2日後返答しない、活動性低下の変化を認め、本剤
投与中止。中止後、翌日、翌々日と突然意味不明の発言や行動が見られ
る。その後、徐々に活気改善し異常行動認められず。

システイン

ンフルエンザ治療のため、投与量不明のリン酸オセルタミビル

。2回目投与の2時間後、異常な発言、歩き回る状態が見られ、パニック状
る。有害事象発現3時間半後に救急受診したときには意識清明、回
、本剤投与中止。その後は有害事象発現せず。

ベンズ酸チペビジン

ンフル エンザ A診 断確 足後 リン酸オセルタミビル

夕服用後入眠、2時間後覚醒し議妄発現(部屋の中を走り回る。)(本人は党
えていない。)請妄状態持続時間30分、一旦入眠するが2時間後に再発30分
発現中は発熱なし。翌朝40℃発熱、入院し輸液により解熱。その3日

アミノフェン インフルエンサで発熙(392℃)が見られ、リン酸オセルタミヒルをお【用し

服用開始から約2時間後にせん妄 (突然起きあがる。たり出しそうな感じ

があり、押さえつける、会話不成立、手足をばたばたさせるなど)を発現し、投

A型インフルエンザで発熙(388℃)が見られ、リン餃オセルタミビルを版用し
た。服用開始から約1時間後に幻覚等〈玄関から外出するなど)が発現し、そ
後幻党の症状は回復した。投与開始から約10時間半後にリン酸オセルタミ
ビルを服用したところ、その約1時間後に幻党が発現し、幻覚は約5分程度で
消失した。

1℃)。昼前1回目
服用約4時間後に異常行動(部屋の中を急にウロウロ歩き回る)発現。その

後、安静にて就眠。同日再診し溶連菌十を確認、本剤中止、水分補給、安静
を指示。翌午前異常行動回復、インフルエンザも回復。

39℃の発熱、頭漏あり、夜、インフルエンザ陽性のため、リン酸オセルタミビ
ル処方。深夜、起き上がろうとしたり、意味不明な話をしてくるといつた入眠中
異常行動発現。本人は覚えていない。その後、本剤服用せず。救急外来
診し、入院。ザナミビル月風用し、特に問題なし。

リン酸オセルタミビル

異 常 な行 動が 記録 され て い る事 例 の 概 要 (年 齢 順 )

開始 (平成 13年 12月 ) か ら平 成 2 1年 3月 3 1Elま で )

覇 軒 -= 追' 煎 ･一一--@_;8- ･賢 慮 朝 露 頑 慧 韓 '.TG 細 萱..nr.-3 ~̀ー ~一丁ヽi.Y._

日3a-02002BJl7 男性 9歳 75rTIB アスピリン 汝妄 直す B型インフルエンザ確定診断後､リン敢オセルタミビル75mg′日を投与開始○ 異常-93
ワルファリンカリウム 投与1回目の1時間後に意味不明の発話及び行動が観察される｡有害事象

ジピリダモール力ルポシステインリン酸ジメモルファン 発現3時間後に回復､有害事象発現時の記憶なし.以後本刑の服用中止O

1148-D3005859 異性 9燕 150ITlg 塩故セフカベンビポキシル 無感情 回律 微熱が持続していたため､臨床的にインフルエンザと診断､IJン酸オセルタミ ##-94
セラべブタ-ゼ 異常石動 ビル投与開始〇本剤投与2日後返答しない､活h性低下の変化を認め､本剤

フエジゾ鞍ク口ベラステン 晋経レベルの低下 投与中止.中止後､翌日.翌々日と突然意味不明の発言や行hが見られる｡その後､徐々に活気改善し異常行動認められず.

1ー5a-05000151男性 9歳 不明 セフテラムビポキシル 幻覚 国包 8型インフルエンザ治療のため､投与I不明のリン敢オセルタミビルを投与肝 美津-95
斡政甘製剤 落ち着き 始02回日投与の2時間後､異常な発言､歩き回る状態が見られ､パニック状

力ルポシステイン のなさ 態となる｡有害事象発現3時間半後に救急受診したときには意誰清明､回復､本剤投与中止oその後は有害事象発現せず.

116a-05021185 女性 9歳 84mt 力ルポシステイン 稚妄(せ 回tL 発熱(40℃)インフルエンザA診断確定後リン酸オセルタミビル投与開始.朝 異常-96
塩酸シフE)へブタジン ん妄状 夕服用後入眠.2時間後覚醒し誼妄発現(部屋の中を走り回る｡)(本人は覚
ヒベンズ酸チペピジン 態) えていないo)油妄状態持続時間30分､-旦入眠するが2時間後に再発30分

アセトアミノフェン で回仕 8発現中は発熱なしD翌朝40℃発熱､入院し輸液により解熱○その3日竣退院.

日78-05024835 男性 9歳 50En& アセトアミノフェン 詑妄 匡lⅧ A型インフルエンザで未熟(39.2℃)が見られ.リン酸オセルタミビルを服用した○服用開始から約2時間後にせん妄(突然起きあがる.走り出しそうな感じがあり､押さえつける､会話不成立､手足をぱたぱたさせるなど)を発現し､投与中止後もせん妄が数回見られた_せん妄は事象条規から6日目にE]凍し 異常-97

118B-05024837 男性 0歳 99rTlt 幻覚 国牧 A型インフルエンザで発熱(38.8○C)が見られ.リン酸オセルタミビルを服用した.服用開始から約1時間後に幻覚等(玄帆から外出するなど)が発現し､その後幻覚の症状は回復した｡投与開始から約10時間半後にリン酸オセルタミビルを服用したところ､その約1時間後に幻覚が発現し､幻覚は約5分程度で消失した○ 異常-98

119B-05t】25584女性 9議 54rnE 異常行批 回嶺 A型インフルエンザにTtJン酸オセルタミビル服用朋始(39.1℃).昼前1回目服用約4時間後に異常行動(部屋の中を急にウ口ウ口歩き回る)発現.その後､安静にて就眠.同El再診し溶連菌+を確認､本剤中止､水分補給､安静を指示○翌午前異常行動回復､インフルエンザも回復. 異常-99

リン酸オセルタミビル



異常な行動が記録されている事例の概要
(販売開始 (平成 1

(年齢順)
21年 3 3 1

投与中止。翌々日、幻覚は軽快。

後突然覚醒し異常な発言、再び入院したが次に目を覚ましたとき「行かな
」と言つて玄関に向かつて行つた。約30分後、せん妄状態発現。深夜
救急車を要請し、救急車がコl着した頃はほぼ普通にもどっていた。
73℃。025、来院。来院時意識清明。せん妄状態軽快。

クラリスロマイシン インフルエンザB型と診断。リン酸オセルタミビル服用後、睡眠。その30分 モ
ベランダに向かつて走り出したため、トイレに隔離したところ叫び声をあげて

ルエンサA型の診断にて、リン醸オセルタミビル処万。
日日、朝、突然ワーと発声しながら部屋の中を走り回る。包Tを 持つた

男の人が追いかけてくるという幻視。意識清明で、この時の記憶あり。事象発
、家族が買い物から戻ると、庭の隅でかがんでいる。上記と同

幻視で隠れていたとのこと。1回目事象発現から6時間後、緊急入院 (本
剤服用中止)。その後、幻視、異常行動はなし。

ン酸 オセル タミビル 服 用 開始 。服 用約 3時 間 後 に、

た。家人がとめたので事なきを得た。患者に「どうしたの?Jと聞くと、「魚釣リ

日、異常行動は回復。本剤は服用4日目まで投与継続。この

ンズ酸チペビジン
:シプロヘプタジン

て起きて外へ飛び出そうとした。一旦落ち着いたが、再びパジヤマを
リビリに破るくらい暴れだしたため、病院へ搬送。その後回復。

マレイン酸クロルフエニラミン
トミン
合剤(1)

ンフルエンザA型の診断で、リン酸オセルタミビル処方。夕万、本剤2回目月1
1後、横になつてテレビを見ていたが、服用約1時間後、「怖いJと言つて部屋
を飛び出し、父親がやつと抑えることが0た 。その後も本剤服用を経続する

リン酸オセルタミビル

異常な行動が記録されている事例の概要 (牛齢順)
開始 (平成13年 12月)から平成21年3月31日まで )

･.塞 .--∴≒L:I:.-:.SJT∴ -L-;I;.-I.if∴ .∴ 二 .-盟 ｢審 二.ち冒誓 警 警 竿 竿 :7軍 箪 三二讐 ≡霞 軍≡ 軍 ヨ -内 r,

ー21a-07000097男性 9歳 75mg 力ルポシステイン 幻覚 回復 リン酸オセルタミビル服用開始.2回目服用後_深夜.幻覚が発現し､ー0-敬回､良き上がり退け回った.翌朝.投与中止.翌々日.幻覚は軽快. 異常一一01

122a.-07000198男性 9紐 60｢ng アセトアミノフェン Zt妄 軽快 38.8℃の発熱があり_牛後8時30分､リン酸オセルタミビルを内服し就gE○その後突然覚醒し異常な発言､再び入院したが次に目を覚ましたときr行かなきや｣と言って玄関に向かって行った.約30分後､せん妄状態発現.深夜o:oo､救急車を要許し.救急車が到着した頃はほぼ普通にもどっていた.37.3℃勺0:25.来院.来院時憲誰清明.せん妄状態軽快o 異常-102

123a-07000262女性 9歳 42.8rnさ クラリスロマイシン 異常行Eb国債 インフルエンザB型と診断.リン酸オセルタミビル服用後､睡眠.その30分後 異常-103
フマル酸ケトチフエン ベランダに向かって走り出したため､トイレに隔離したところ叫び声をあげて

ヒベンズ敢チベピジン いた.

1248-07012129男性 9最 150m& アセトアミノフェン 異常行動 回杜 インフルエンザA型の診軒にて､リン酸オセルタミビル処方. 異常-104
E-噴石己合剤(1) 幻視 回復 服用2日目､朝.突然ワ-と発声しながら部屋の中を走り回る.包丁を持った
非ピリン系怒号剤(4) 男の人が追いかけてくるという幻視.意鼓清明で､この時の記憶あり.事象発

メフェナム酸 現から4時間牧､家族が買い物から戻ると､庭の隅でかがんでいる.上紀と同様の幻視で隠れていたとのこと,1回日暮象発現から6時間後､緊急入院 (本刑服用中止)○その後､幻視､異常行動はなし.

1258-07013152男性 9歳 不明 異常行動 回復 リン酸オセルタミビル服用肘始.服用約3時何故に､志をM(ナ飛び出そうとした.家人がとめたので事なきを得た.患者にrどうしたの?｣と聞くと､r魚釣りに行く｣と答えた.服用牌始2日目､異常行動は回仕〇本剤は服用4日日まで投与継続｡この臥 異常行Lbはためられなかった. &#-105

126a-07013257 女性 9歳 4.2.45rnF 塩酸アンプロキソール 長瀬行Ab固捜 インフルエンザに対して､リン酸オセルタミビル服用.服用後､寝ていたが30 異常-106
力ルポシステイン 分ほどして起きて外へ飛び出そうとした.一旦落ち着いたが､再びパジャマを

アセトアミノフェンヒベンズ酸チペピジン塩酸シプE)へブタジン ビリビlJに破るくらい暴れだしたため､病院へ搬送.その後回社.

127a-07013259 女性 9免 93mg ヒベンズ酸チベピジン 激越 回す インフルエンザA型の診断で.リン酸オセルタミビル処方.夕方､本刑2回日収 異常一一07
d-マレイン酸クロルフェニラミン 用後.横になってテレビを見ていたが､服用約1時rn後､T怖い｣と言って部屋
うクトミン を飛び出し.父親がやつと抑えることができた.その後も本剤服用を継続する

リン酸オセルタミビル 18



異常な行動が記録されている事例の概要 (年齢順)
(販売開始 (平成 13年 12月 )か ら平 21年 3

ノルフロキサシン
悪、386℃の発熙。インフルエンザA型と診断され、リン餞オセルタミビル
開始。就寝1時間後、突然に暑い暑いと騒いで窓を開けて雪の降る外に
した。母親が帰るように言つても、なかなか帰つて来ず外では一つとし

いた。母親は「寒いから窓を開めるよ」と言つたら、とぼとばと帰つてきた。し

リン酸オセルタミビル処方。
夜、本剤服用し、就寝後、急に目を開いて立ち上がる。「ここにはいられな
い、外に行かなきゃ」と言つて玄関から外に出ようとしたが母親が抱きかかえ
て止め、再び寝た。事象発現1～2時間後、また起き上がり「学校に行かな
壼や」と言つて窓のカーテンを開けた。再び母親が抱きかかえ止め、そして寝
ヒ。更に1時間後、再び起き上がり「学校に行く」と言つて起き上がった。体温

翌朝、母親の判断で本剤中止。異常行動回復。

ドンペリドン

ンフルエンザA型治療のため、リン酸オセルタミビル
一人で起きだして、玄関から外に出て、1メートル以上の柵を乗り越えて外に

の後、異常行動は回復。本人は全く覚えていない。

インフルエンサA型診断、リン酸オセルタミビル処万。夕万、不剤1回日版用

数時間後、自宅庭を徘徊しているのを家族が見つける。夜間、奇声を発す

る。本剤は1回のみ服用し、その後は中止。月風用2日日、回復。前日夕方より

の行動について記憶がなかつたとのこと。

リン酸ジメモルフアン
チアミン・ニコチン酸アミド配合剤

クラリスロマイシン
ペミロラストカリウム
カルボシステイン
開始液(1)
リン酸ジメモルフアン
メトクロプラミド
アセトアミノフェン

約2時間後、日つきが変わつて、しきりに外に出ようとしたり、何か訳のわから
ないことを言つたりした。多量の発汗があつた。服用2日日、異常行動回復。
服用5日日、残りの本剤をすべて服用するも同様の症状の出現なし。

早朝、起床時、突然意味不明の事を叫び出し、階下より3Fまで走って上り、
悪夢に怯えるような状態が30分ん1時間持続。この時発汗や顔面紅潮を伴つ
ていた。この時の事を本人は記憶していない。本剤中止。
服用中止4日後、夕方から眠つていたところ、衝動的に覚醒、まとまりない言
辞あり。服用中止7日後、8日後、12日後、13日後、15日後、16日後、18日

後、27日後に同上のエピソードが短時間あり。

ルエンザA型治療のため、リン酸オセルタミビル服用開始。発熟40℃。
同日夜、就寝中急に起き上がり、部屋の中をぐるぐる回つたり、意味不明なこ
とをぶつぶつ言つたりしていた。発熱40℃。事象発現5分後、症状回復。服用
日日、朝本剤服用。発熱39℃。夕方、再度徘徊、一人言などあり。すぐに症
状回復。前日と同様であつたが、持続が短かった。その後、本剤服用するも
はおかしな行動は見られない。

ヒベンス餓チベビツン
dl―塩酸メチルエフェドリン

アセトアミノフェン

リン酸オセルタミビル

l

異常な行動が記録されている事例の概要 (年齢順)
開始 (平成 13年 12月)から平成21年3月31日まで)

悟.-.,一書凱 環 云'..碧 雲 三I.嶺 r琶 頭 室 麗 l_:i-義 塾 宴 ヨ 議 匿 j方 ヱ~ーJ=7----~ー:こ.,鞠F52. .▲一_ 一 =.t≡t-■■R■■■l好こiR■■■■■■■ 桓 毒つ .A
128B-070ー3313男性 9歳 ーSrn8 アセトアミノフェン 異常行輸 同社 倦怠怒､38.6℃の発熱.インフルエンザA型と診断され､リン酸オセルタミビル 異常-108

ノルフロキサシン 服用開始｡就寝1時間後.突然に暮い暑いと窺いで窓を開けて雪の降る外に飛び出した.母親が帰るように言つても､なかなか帰って来ず外でぽ-つとしていた○母親は｢寒いから窓を閉めるよ｣と言ったら､とぼとぼと帰ってきた.しばらくして就喪した.服用2El日.朝､前夜の記憶なL

129B-07013329 女性 9丘 gOrTl.( レバミビド 異常行動 回復 キットを実施したが陰性､箆床妙所(39℃の発熱)で.インフルエンザと判断 異常一一09

ドンペリドン し.リン酸オセルタミビル処方.葡夜､本刑服用し､就寝後､急に日を開いて立ち上がる.｢ここにはいられない､外に行かなきや｣と言って玄関から外に出ようとしたが母親が抱きかかえて止め､再び漣たq事象発現1-2時間後､また起き上がり｢学校に行かなきや｣と言って窓のカーテンを開けた.再び母親が抱きかかえ止め､そして味た○更に1時間後.再び起き上がり｢学校に行く｣と言って起き上がった.体温は38_58C.翌朝､母親の判断で本剤中止｡異常行動回復○

ー30a-070ー333○ 男性 9歳 30m■ 果常行動 回廿 インフルエンザA型治療のため､リン酸オセルタミビル投与開始.深夜､突然一人で起きだして､玄関から外に出て､1メートル以上の柵を乗り越えて外に走り出した.その後､異常行動は回復○本人は全く覚えていない○ 異常-110

131a-07013375 男性 9歳 75m& アセトアミノフェン 妃償律亨 回硬 インフルエンザA型診断､リン酸オセルタミビル処方○夕方､本刑1回目服用 異常-1一一
リン酸ジメモルファン 異常行動 回復 数時間後､自宅庭を排掴しているのを家族が見つける○夜間､奇声を発す

チアミン.ニコチン酸アミド配合剤 る｡本剤は1回のみ服用し､その後は中止.服用2日目､回復○前日夕方よりの行動について記憶がなかつたとのこと.

132I 8-07013396 女性 9丘 108rng メトクコブラミド 異常行動 回せ インフルエンザA型治療のため､リン酸オセルタミピル服用開始D一回E)服用 異常-112

クラリス口マイシン 約2時間後､目つきが変わって､しきりに外に出ようとしたり､何か訳のわから
ペミロラストカリウム ないことを言ったりした.多王の発汗があった.服用2日目､異常行動回復.

力ルポシステイン開始液(1)l)ン酸ジメモルフアンメトクロプラミドアセトアミノフェン 服用5日目､残りの本剤をすべて服用するも同様の症状の出現なし○

i 133l 8-07015225 男性 9歳 150mE 睡眠時書局 包仕 インフルエンザB型治療のたd)_リン五才七JLJタミビル服用開始.服用2El白､早朝､起床時､突然意味不明の事を叫び出し､階下より3Fまで走って上り.悪夢に怯えるような状態が30分一1時間持続.この時発汗や顔面紅潮を伴っていた.この時の事を本人は記憶していない.本剤中止.服用中止4日後､夕方から眠っていたところ､衝動的に覚醒､まとまりない言辞あり.服用中止7日後､8日後､12日後､13日後､15日後､16日後､18El後､27日後に同上のエピソードが短時間あり. 異常-113

1348-07023858女性 9歳 l38rnB ヒベンズ酸チペピジン 異常行動 回復 インフルエンザA型治療のため､リン酸オセルタミビル服用開始○発熱40℃○ 異常-115
dl-塩酸メチルエフェドリン 異常行動 回復 同日夜.就寝中急に起き上がり､部屋の中をぐるぐる回ったリ.意味不明なこ
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異常な行動が記録されている事例の概要 (年齢順)

ンフルエンサ A型 の診 断にて 、リン醸オセルタミヒル ll u用し、所 褻 。

1用3時間後、突然異様な目つきで階段を駆け上がつた。親が取り押さえて
りについた。その後 異常行動回復。デキストロメトルフアン

セトアミノフェン

ンフルエンサA型 およびB型 同時懸梁のため、リン餃オセルタミヒルllL用。

体温は380℃。他併用薬服用。
服用2日日、体温378℃。朝、本剤、他併用薬服用。夜、本剤、他併用薬服用

後、患者本人が母親の寝床の枕のところで泣きながらあやまつているのを見
て、弟が階下にいる母親に知らせに行つた。本人も―緒に階下に降りて、お
びえて母親に抱きつき、あたりを見まわしたり、「こわいよ、ごめんなさい。死
たい」と不穏であつたが、―旦横になつていた。深夜、起き上がり「トイレに

」ヽと言つたが、トイレに行かないでテレビの前に座つて「うらぎられた、
うらぎられた」とおびえて震えていた。死にたい、こわい等を言う。不穏状態を
繰り返し、1時間くらい経って寝た。この間目つきが異常で力が強い

以後本剤中止。異常行動回復。

2003/4/1
新規報告ィズス菌製剤(4)

腱アンプロキソール

服用約3時間後、父親のことを「じいじい」と言つたり、自分の名前と父親の名
前を間違えたり、「1+1■1」と答えたりした。その後部屋を出てトイレに行き、さ
かんに足をさすつていた。呼びかけに対して不正確な対応発現。
服用4時間後には異常行動回復。
2日日、リン酸オセルタミビル2回目服用。
るも神経学的異常は見られなかつた。リン酸オセルタミビル服用

中止。
本剤服用中止から2日日、インフルエンザ軽快。

-08028295 フテラムビボキシル
ボシステイン

。インフルエンザ確足診断実施し、その結果、インフ
A型。リン酸オセルタミビル、抗生物質等を処方。
本剤、抗生物質等を服用。
服用2時間後、異常行動発現。急に動きまわる。会話が合わない。数分で回
復し、普通の会話をし入眠。再び目党め同じような異常行動を3回くり返す。
服用約5時間後、電話にて母親よりうつたえがある。異常行動をくり返している
ため、入院を勧める。
服用約6時間後、他院に入院。ザナミビル水和物をすぐ吸入。夜、再びザナミ
ビル水和物吸入。
同日深夜、高熱40℃続き、ベッドの上で寝ていたが、急に起きあがり、変な手
の動きをするなど、異常行動を数回くり返すが、ベッドから下りて歩き回るよう
なことはなかつた。
本剤服用終了から2日日、解熱、異常行動なし。ザナミビル水和物、抗生物
質等は継続中。

新規報告

合剤
カルボシステイン
アセトアミノフェン

ンフリレエンサA型と診断、昼食後リン酸オセルタミビル75mg他を版用し、フ

|。3時間後、意識障害をおこし、マンシヨン6階のベランダから飛び降り、外
こより搬送。以前に発熱時に本人の無意識下に歩き回る程度のことは

リン酸オセルタミビル

異 常 な 行 動 が記 録 さ れてい る事例 の概 要 (年齢 順 )
開始 (早 成 1 3年 12月)か ら平 成 2 1年 3月 3 1日まで)

貰 曜 iz-てrヽ■一､一__I ■ヽ◆:̂ p. 志 望 宝嘉至麹 感 -i-,醍.A.二去.:;'嘉 .=:917-lt:恕 _ー~■酔 ,欝 ..莞 掛 遍 琴弼

1358-07026154 男性 9歳 57rng ヒベンズ故チベピジン 異常行動 回攻 インフルエンザA型の診断lこて.リン散オセルタミビル服用し､~就寝. 異常一日6 2008′4′1以降
力ルポシステイン 服用3時間後､突然異様な目つきで階段を駆け上がった.親が取り押さえて 追加報告

射 ヒ水東酔デキストロメトルファンアセトアミノフェン 眠りについた8その後 異常行動同社.

1368-08001747 男性 9& 102mg セフジニル 異常行山 回復 インフルエンザA型およびB型同時感染のため.リン酸オセルタミピル服用○ 2008/4/1以降
ビフィズス菌製剤(4) 体温は38.0℃.他併用薬服用. 新規報告

塩酸アンプE)キソール 服用2日目､体温37.8○C.朝､本剤､他併用薬服用.夜､本剤､他併用薬服用後､患者本人が母親の強味の枕のところで泣きながらあやまっているのを見て､弟が階下にいる母親に知らせに行った○本人も一緒に階下に降りて､おぴえて母親に抱きつき､あたりを見まわしたり､｢こわいよ.ごめんなさい.死にたい｣と不穏であったが､一旦横になっていた.深夜､起き上がり｢トイレに行きたい｣と言ったが.トイレに行かないでテレビの前に座って｢うらざられた.うらざられた｣とおぴえて震えていた.死にたい.こわい等を言う｡不穏状態を繰り返し､1時間くらい経って寝た.この間目つきが異常で力が強い.以後本剤中止○異常行動回復○

137B-0且01127E)男性 9# SSrTl t=ベンズ邑チべピジン 興常行動 回復 インフルエンザA型と酔斬.発熱3臥3gC. 2008′4′ー以降
塩梅アンプロキソ-JL, リン埠オセルタミピJL'服用開始. 新一規報告

ツロブテロール 服用約3時rFl後.父親のことを｢じいじいJと言ったリ､自分の名前と父親の名前を間違えたり.｢ー+1=1｣と答えたりした.その後部屋を出てトイレに行き､さかんに足をさすっていた.呼びかけに対して不正確な対応発現.服用4時間後には異常行動回復.施用2日目､リン酸オセルタミビル2回目服用,当現受診するも神経学的異常は見られなかった○リン酸オセルタミビル服用中止.本剤服用中止から2日目､インフルエンザ軽快○

labB-08028295 男性 9歳 33mg セフテラムピボキシル 異常行動 軽快 翌朝.本院受軌 インフルエンザ確定診断実施し､その結果､インフルエンザ 2008/4′l以韓
カルボシステイン A型｡リン酸オセルタミビル､抗生物箕等を処方○ 新規報告
塩酸シプロヘプタジン 本刑､抗生物質等を服用.
耐性乳酸菌製剤(3) 服用2時間後､異常行動発現.急に動きまわる○会話が合わない.数分で回

アセトアミノフェン 徒し､普通の会話をし入眠B再び目覚め同じような異常行hを3回くり返す.服用約5時間後､電話にて母親よりうつたえがある.異常行動をくり返しているため､入院を勧める.服用約6時rFl後､他院に入院.ザナミビル水和物をすぐ吸入.夜､再びザナミビル水和物吸入O同日深夜､高熱40℃続き､ベッドの上で寝ていたが.急に起きあがり.変な手の鋤きをするなど､異常行動を数回くり返すが､ベッドから下りて歩き回るようなことはなかった.本剤服用終了から2日目､解熱､異常行動なし○ザナミビル水和物､抗生物井等は椎続中.

1398-04008521男性 10歳 75rr唱 ジプロフイリン.メトキシフごナミン配合剤 掬 変容 不明 インフルエンザA型と診断､昼食後リン酸オセルタミビル75mg他を服用し､就 異常-117状畦 gE○3時間後.意識陣青をおこし.マンション6階のベランダから飛び降り､外
力ルポシステイン 簿等により搬送.以前に発熱時に本人の無意払下に歩き回る程度のことは
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異常な行動が記録されている事例の概要 (年齢順)
1 3年 1 2 31日

こて本剤処方。本剤投与後、異常行動発現(

言とともに布団を持ち上げた後、急に外に向かつて走つて出ていこうとし

日、解熱し、本剤投与中止。異常行動回復。

臭化水素酸デキストロメトルフアン

クラリスロマイシン

A型インフルエンザで発熱(392℃)が見られ、リン酸オセルタミビルの投与開
始。初回投与開始から2～3日目に情緒障害と異常行動が発現。情緒障害と

セトアミノフェンはリン酸オセルタミビル投与開始1～2日間に併用されてお
り、臭化水素酸デキストロメトルフアン及び塩酸アンプロキソールはリン酸オ
セルタミビル投与開始から4日間投与された。

ンプロキソール
A型インフリレエンザで発熙(383℃)が見られ、リン酸オセルタミビルの"ヒ用そ
開始。投与開始当日の夜間に異常行動(「学校へ行く」と言い、ランドセルを
背負つて外出しようとする。)発現。また、投与開始から2日目の夜間にも異常
行動(悪夢を見て怖いと言い、外出しようとする。)発現。投与開始2日までで
リン酸オセルタミビルの服用を中止し、投与開始5日目に異常行動が回復し
た。

カルボシステイン
アセトアミノフェン

ンフルエンザの治療のためリン酸オセルタミビルの服用を開始した。

台から1日目の夜にせん妄が発現し、翌日の朝に回復した。服用開始か
目の夜にせん妄(起き出すなど)が発現し、翌日の朝に回復した。リン

オセルタミビルは服用開始から6日目の朝まで月風用したが、これ以外の症
は見られなかった。

リン霞ツメモルフアン

塩酸シプロヘプタジン

塩化リゾチーム
トラネキサム酸

ルエンサA型 にてリン酸ォセルタミヒル処万。1■用2日 日、
‐間後、体が熱い症状訴え、日を放した隙に一人で靴を履き玄関を出ようと
ていたのに家族が気付き制止。本人は覚えていないとの事。その後、寝か
つけた。服用から4時間後、睡眠より覚醒。意識清明。本剤中止。同日、異

リン酸オセルタミビル

異 常 な行 動 が 記 録 され て い る事 例 の概 要 (年齢 順 )

開 始 (平 成 13年 1 2月) か ら平成 2 1年 3月 3 1日 ま で )

140ら-05023468 男性 Io且 lOSrq 異常行動 軽快 発熱(38.7℃)､頚痛､境にて本刑処方.本刑投与後､異常行動発現(異常な発言とともに布EZlを持ち上l1た後､急に外に向かって走って出ていこうとした)L 入坑.入院後は異常言動出現なし.翌日､解熟し､本剤投与中止.異常行動回牡. 異常-118

1418-05024270 女性 10 114rrlg アセトアミノフェン 情動障害 回tL A型インフルエンザで発熱(39.2℃)が見られ､リン酸オセルタミピルの投与開 異常-119
臭化水素酸デキストロメトルファン 退行行動 回 始｡初回投与開始から2-3日日に情緒障害と異常行動が発現｡情格杜害と
塩故アンプロキソール 異常行tbが約108に回gLした.

クラリス口マイシン アセトアミノフェンはリン酸オセルタミビル投与開始1-2日間に併用されており､臭化水兼酸デキストロメトルファン及び塩酸アンプE)キソ-ルはリン酸オセルタミビル投与開始から4日間投与された.

1428-05024606 男性 ー0歳 108rnB ヒベンズ甘チベピジン 異常行動 国旗 A型インフルエンザで発熱(38.3℃)が見られ､リン酸オセルタミビルの服用を 異常-120

塩酸アンプロキソール 開始○投与開始当日の夜間に異常行動(｢学枚へ行く｣と言い､ランドセルを背負って外出しようとする○)発現.また､投与開始から2日目の夜TVlにも異常行動(悪夢を見て怖いと言い､外出しようとする.)発現.投与開始2日まででリン酸オセルタミビルの服用を中止し.投与開始5日目に異常行動が回復した.

143B-06010806 男性 IO故 114mg 鎮唾色合湘(1) 玲妄 回 B型インフルエンザの治療のためリン撃オセルタミビルの服用を朋始したo牒 異常-121
力ルポシステイン 用開始から1日日の夜にせん妄が発現し､翌日の朝に回復した.服用開始か

アセトアミノフェン ら2日目の夜にせん妄(起書出すなど)が発現し､翌日の朝に回復した.リン酸オセルタミビルは服用開始から6日目の朝まで服用したが､これ以外の症掛 ま見られなかった.

ー44 a-07000166 女性 10歳 75rTl丘 リン酸ジメモルファン 異常行動 回tL インフルエンザA型にてリン酸オセJL'タミビル処方.服用2日目､朋本刑戚用2異常-121
塩酸シプロヘプタジン 時間後.体が熱い症状訴え､目を放した隙に一人で靴を履き玄関を出ようと
塩化リゾチーム していたのに家族が気付き制止.本人は覚えていないとの事.その後､額か
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異常な行動が記録されている事例の概要 (年齢順)
(販売

ヒ。「どうしてかわからないが、実いたくなったし、走りたくなつた」と本人

うとした。両親の顔が分からなかつた。翌日、意識清明となつ

ベンズ酸チペビジン

ボシステイン
ンフルエンザB型 の診断にて、リン酸オセルタミビル処万。

者が不在であつたが、最後に見たときは睡眠中。ボーつと寝ていて不安に
なり、怖い人がきたと思つてマンシヨン7階のベランダから下をのぞき、その
後、裸足で階下の友達の家に行き、保護。その1時間後、来院。来院時、体
384℃、意識清明。夜、睡眠中起きだして、「外へ出たい」と言い、ベラン
の方へ行き、カーテンを開けて出ようとした。家人が阻止すると、「星が見
。ヽ弟が下にいる」と言つて、玄関の方へ行つて外へ出ようとする。20分くら
でヽ落ち着いてきた。

ンフルエンザに対して、リン酸オセルタミビル服用開始。昼・夜に服用。翌
、普段している眼観を階段において玄関から外に出ようとして、セコムが反
したため外に飛び出すことはなかつた。

突然病室から走り出しトイレに駆け込み失禁した(この時点では解熱してい

た)。本剤中止。その後は正常となり退院。

)ため受診。インフルエンサA型冶段のため、リン霞オセルタミヒル月工用
夕、本剤服用後、一度睡眠に入るが、突然立ち上がり家の中を飛び跳
外に出ようとしながら意味のわからないことを回走り、家人二人で外に
るのを止める。しばらくこの症状は続いたが、落ち着きをとり戻し、再び睡
。服用2日日、熱はあるものの、前日のような異常な様子は認められない。

下を履き暴れて外に飛び出した。母親が押え付け、何事にもならな

リン酸オセルタミビル

異 常 な 行 動 が 妃 錬 され て い る事 例 の概要 (牛齢順)
開始 (平 成 13年 12月 )か ら平 成21年3月31日まで )

三皇■守lSJi■一課 空:..JI-::;ミ--_',勢 至 芸 -(一 一m I.

145E3-07002B56 男性 10丘 不明 異常行tむ不明 リン鞭オセルタミビル服用2時何故､寝ていたが､実って起きだし廊下を走り出した○｢どうしてかわからないが､笑いたくなつたし､走りたくなった｣と本人が規明. 異常-123

148a-07012021 男性 lob 100rTlg 祖妄薯≡混交専攻婚 回復回復 リン酸オセルタミビルを暴､夕に服用.夜中､トイレに起きたとき､典f状態となり飛び出そうとした.両親の板が分からなかった.翌日､意乱†明となった. 異常-124

147B-07012054 男性 10& BOrTl丘 ヒベンズ戦チJ<ピジン JtT行Lb回復 インフルエンザB型の診断にて､リン酸オセルタミビル処方0本刑服用後.煤 異常-125
加レポシステイン 異常行Lb回復 雄舌が不在であったが.最後に見たときは睡眠中.ポーつと凍ていて不安に

メキうジン なり､怖い人がきたと思ってマンション7階のベランダから下をのぞき､その後､裸足で階下の友達の家に行き､保護.その1時間後､来院.来院時､体温 38.4℃､意恥書明,衣.睡眠中起きだして､r外へ出たい｣と言い､ベランダの方へ行き､カーテンを開けて出ようとした.家人が阻止すると､｢星が見たい○弟が下にいる｣と言って､玄関の方へ行って外-出ようとする.20分くらいで落ち着いてきた｡

148a-07013136 男性 IO故 114mg 異常行動 属性 インフルエンザに対して､リン酸オセルタミビル服用開始｡昼.夜に服用○翌早朝､普段している眼鏡を階段において玄関から外に出ようとして､セコムが反応したため外に飛び出すことはなかった. 異常-126

149a-07013247 男性 10# 75rTl声プレドニゾロン 異常行動 回tE 入院にてl)ン酸オセルタミピル慮用開始.服用2日B､朝､収用から15分牧に 異常-127
塩禄エプラジノン 突然病室から走り出しトイレに駆け込み失禁した(この時点では解熱してい

セラペブタ-ゼ塩魚アンプロキソールクラリス口マイシン f=).本刑中止.その後は正常となり退院.

150E卜07013255 男性 10鼓 120mg 捜麻各半濠 異常行動 回復 高取のため受診.インフルエンザA型治珠のため､リン酸オセルタミビル服用 異常-128
ドンペリドン 開始.夕､本剤服用後.一度睡眠に入るが､突然立ち上がり崇の中を飛び跳

青書建中濃 ねる.外に出ようとしながら意味のわからないことを口走り､家人二人で外に出るのを止める.しばらくこの症状は続いたが.落ち着きをとり戻し､再び睡眠.服用2日目､熟はあるものの､前日のような異常な様子は認められない.

リン散オセルタミビル 22



異常な行動が記録されている事例の概要 (年齢順)
(販売

二段ベッドの上の段に寝ていたところ、急に起きてきてベ

つてきて、母に「リカちゃんががけから落ちたんじゃないか、どうなったの
」と聞いた「リカちゃんは大文夫だから」と話して納得させたが、その時のこ

本人が覚えていない。夕食時、ベッドで寝ていた本人に食事を運んでいっ
ろ、起きていたが訳の分からないはつきりしないことを言う。

フマル酸 クレマステン

臭化水素酸デキストロメトルフアン・

クレゾールスルホン酸カリウム
カルボシステイン
セトアミノフェン

ンフルエンザA型の診断にて、リン酸オセルタミビル処方。日署にて1回目
t用後、就寝。服用約3時間後、急に起き上がり、二階寝室から―階玄関ま
走って行き、外へ走り出て行く。その際に「こんな家には住めない」と大声で
した(大きな岩が自分に向かつて転がつてくる幻覚があつたとのこ

事象発現約30分後、家族が静上し、その後就寝。1回目服用5時間30分

後、2回目服用し、朝まで就寝。夜中に寝ぼけた状態があつたが、朝には正
あつた。服用2日日、本剤の服用は中止し、様子を見る。発熱あるも、異
動はなし。

新規報告フェンジゾ酸クロペラステン
塩酸アンプロキソール
アセトアミノフェン

たが、夕方に発熱したため病院へ行く。インフルエンザA型の診断を受け、リ
ン酸オセルタミビル、抗生物質等を処方。夜、抗生物質等を服用。夜中に発
熱するも、睡眠中のため本剤服用せず。
翌朝アセトアミノフェンを服用。その3時間後に本剤服用し、入眠。
約2時間後に異常行動、精神神経症状発現。突然おき、何も言わずトイ

レに行く(いつもはトイレに行くと言う)。便座に座って実つたり、意味不明のこ

とを言う。便が出て水を流した頃に意識戻るもその間の記憶なし。その間15
～20分であつた。熱は高くなかつた。当院に相談され、本剤中止し他の薬は
継続。
本剤服用中止から1日日、ザナミビル水和物を処方。症状発現は以後なかつ

た。

ドンペリドン ゼリン処方。
本剤投与後、幻覚症状(怖がつて逃げる)、異常行動(異常な発言をする、
「怖い、怖い」と泣く)発現。
1時間後、改善

カルポシステイン
塩酸ホモクロルシクリジン
臭化水素酸デキストロメトルフアン
アセトアミノフェン

A型インフルエンザで発熟(382℃)が見られたため、リン酸オセルタミビルが
処方された。リン酸オセルタミビルを夕方に服用後、翌日の0時40分頃に異常
行動が発現し、団地2Fのおどり場より転落した。脳挫傷、頭蓋骨折、両大腿
骨骨折。

あり。本剤服用約10時間後の翌朝、突然起きて異常行動(徘徊、大声で叫
ぶ)発現。訳の分からないことを叫び走り出したので、押さえ込む。しばらくし
た後、意識が戻る。
インフルエンザA型と診断された。

リン酸オセルタミビル

異常な行動が記録されている事例の概要 (年齢順)
始 (辛■成13年 12月)から平成21年3月31日まで)

'ia 慕 I:-∫. ′l FT =,-::;.:-1--T .-.: -.雨 千 手 .貰 ｢ 要 荊 ー■-壷i

1528-07021901女性 10歳 150nlg 異常行動 回冒■~~~版用2E)胃､二段ベッドの上の段にgEていたところ､急に起きてきてベランダに走ってきて､母に｢リ力ちゃんががけから落ちたんじゃないか.どうなったのか｣と聞いT=｢lJ力ちゃんは大丈夫だから｣と話して納得させたが.その時のことを本人が覚えていない○夕食時､ベッドで吐ていた本人に食事を運んでいったところ､起きていたが訳の分からないはっきりしないことを言う. i-130

153B-07027206 男性 一〇歳 120 フマル酸クレマスチン 異常行動 回唖 インフルエンザA型の診断にて､リン酸オセJL,タミビル処方.自宅にて1回El 異常-131
rTlg′kg 臭化水素酸Tl-'キストロメトルファン. 服用後､就喪.服用約3時間後､急に起き上がり､二階壌圭から一階玄関ま

クレゾールスルホン酸カリウム で走って行き､外へ走り出て行く○その際に｢こんな亨には住めない｣と大声で
力ルポシステイン 叫んだりした(大きな岩が自分に向かって転がってくる幻覚があつたとのこ

アセトアミノフェン i).事象発現約30分後､家族が静止し､その後就寝｡1回目服用5時間So介後､2回目服用し､朝まで就寝.夜中に味ぼけた状態があつたが､朝には正常であったo服用2日目､本刑の服用は中止し､様子を見る.発熱あるも､異常行動はなし｡

154a-08027575 男性 10歳 52mg クラリスロマイシン 異常行動 回頓 朝､噴敬､37℃の発熱､倦怠感あったため､学校を休む○その後発熱なかつ 2008/4/ー以降
フエンジゾ酸ク口ペラスチン たが､夕方に発熱したため病院へ行く.インフルエンザA型の診断を受け､リ 新規報告
塩酸アンプロキソール ン酸オセルタミビル､抗生物質等を処方.夜､抗生物井等を服用｡夜中に発

アセトアミノフェン 熱するも､睡眠中のため本剤服用せず.翌朝アセトアミノフェンを服用.その3時間後に本剤服用し､入眠.服用約2時間後に異常行動､精神神経症状発現.突然おき､何も言わずトイレに行く(いつもはトイレに行くと言う).便座に座って笑ったリ､意味不明のことを言う○便が出て水を流した頃に意証戻るもその間の記憶なし.その間15-20分であった｡熟は高くなかった○当院に相談され､本刑中止し他の薬は継続〇本剤服用中止から1日目､ザナミビル水和物を処方.症状発現は以後なかった○

155a-05023595 男性 11歳 60rng アセトアミノフェン 異井行動 回牲 発熱.関節痛､悪寒.唾､咽頭発赤にて､確定珍斬後本刑.力ロナ-ル､ナウ 異常一一32

ドンペリドン 幻覚 ゼリン処方〇本剤投与後､幻覚症状(怖がつて逃げる)､異常行動(異常な発言をする､｢怖い.怖い｣と泣く)発現.1時間後､改善

1568-05024102 男性 ll濃 75TTl& 力ルポシステイン 異常行動 回復 A型インフルエンザで発熱(38.2℃)が見られたため､リン酸オセルタミビルが 異常-133
塩酸ホモクロルシクリジン 処方された8リン酸オセルタミビルを夕方に服用後､翌日の0時40分頃に異常
臭化水素貞垂デキストロメトルファン 行動が発現し.団地2Fのおどり場より転落した.脳挫傷､頭蓋骨折､両大腿
アセトアミノフェン 骨骨折○

リン酸オセルタミビル



異常
(

な F動 が記録されている事例の概要 (年齢順)
調始 (平成 13年 12月 )か ら平成21年 ( 1

B-06025190 男性 il晟 ′b  m g 異常行動
幻聴

覆
復
回
回

高熱(394℃ )で来院。インフルエンザA型に対して夜より本剤服用。
翌日の午後、異常行動、幻聴発言し、トイレの窓より飛び出し自宅のまわりを
裸足で走り、川の中まで入つた)。
夜、服用中止。家族がつきそう。
2日日、受診し、脳症を疑つたが、解熱しており、意識状態正常と診断。
幻覚、異常行動、幻聴回復

異lF-135

3-06026130 男性 ‖晟 'O mg 民冨行動
敷越

覆
復
回
回

インフルエンザB型。ウロウロ家の中を数回歩き回つた。ウーと天丼に同かつ
て両手を突き上げ、手を握りしめた。その後ガラス戸を足で叩いて、ガラスを
副つてしまつた。左足を切つて、外科で縫合した。翌日は全て元に戻つた。

異常
-136

3-06026540 男性 ‖晟 150mg メキタジン
塩酸エプラジノン
カルボシステイン

異常行動 回復 リン酸オセルタミビル服用3回目に精神錯乱。母親が止めるにもかかわらす

何度もドアを開けて外に出ようとした。精神・神経障害発現。熱が下がつてか

らは何事もなかつたように回復。

罠lF-137

3-07000058 男性 1 晟 ′5 mg d―マレイン酸クロルフエニラミン
ヒベンズ酸チペビジン
カルボシステイン
ラクトミン

異常行動 回復 2階へ急に上がつて行き、飛び降りた。打撲程度。意識ははつきりしていた。 異常
-138

162 3-07000111 男性 1庁| 150mg リン酸ベンフロベリン
メキタジン
ラマトロバン

異常 行 動 回 復 インフルエンザA型治療のため、リン酸オセルタミビルJI用開始。版用開賄2

日目朝、体温:388℃。夜中、異常行動あり、布団に座つて「キャッシユが卒業
して」と言いながら泣いている。就寝。その後、異常行動なし。
服用開始3日日、インフルエンザ軽快。           ,
服用開始5日日、朝、38℃の発熱、夕、39℃。来院時374℃。B型インフルエ

ンザと診断し、本剤処方。夕方、本剤服用。同日、夜中、トイレにこもる、階段
の昇り降りを繰り返すなどの異常行動、異常言動が発現。その後、異常行動
回復。

異常-139

3-07000121 女性 ‖歳 50 mg カメレポシステイン
d―マレイン酸クロルフエニラミン
臭化水素酸デキストロメトルフアン

異常 行動 回復 早朝、39℃の発熱、鼻汁、咽頭痛、頭痛を認め、午前中来院し、A型インフル
エンザと診断。同日、昼・夜、リン酸オセルタミビルを服用。服用2時間後、1階

にいた家族の知らないうちに、2階より寝巻き裸足のまま家を出て、近くの家
で保護されていた。落ちたのか飛び降りたのかは不明。本人は夢が怖くて窓
のシヤッターを開けベランダから外に出たといつているが、よく覚えていないと
のこと。翌日は意識も清明で特に異常所見は認められなかつた。

異常-140

3-07000131 女性 11層 ,5 mE カメレポシステイン
臭化水素酸デキストロメトルフアン
アセトアミノフェン
クラリスロマイシン
ヒベンな チペビジン
塩酸アンプロキソール
塩酸シプロヘプタジン

異7行 副

敷越
□侵
回復

インフルエンザB型と診断され、親の希望でリン酸オセルタミビル処万。朝か

ら服用開始。翌日、異常興奮発現。解熱。服用3日日、気分高揚、妄想発現。
自宅のソフアの背もたれの上に立ち上がってから、床に向かつて顔から転
落。口腔内から出血するなどした。受診後、帰宅途中にガードレールを越え
て車に飛び込もうとしたため、ガードレール越しに祖母がつかまえたが、勢い
があり祖母が転倒して顔面打撲した。翌日、異常興奮、気分高揚、妄想回
復。

異常-141

リン酸オセルタミビル

異常 な行 動が 記錬 されている事例の概要 (牛齢 順 )
開始 (辛 成 13年12月)から平成21年 3 月 3 1日 ま で )

:■ IIT.-L鱗 -; a r~̀-..ikTラヴ.:≡ヨE窟 - -ー:一■W . こ､'机

1588-06025190 男性 tljE 75mg 異常行動幻聴 回復回復 書取(39.4℃)で来院.インフルエンザA型に対して夜より本刑収用.翌日の午後､異常行動､幻毛発言し.トイレの窓より飛び出し自宅のまわりを裸足で走り､川の中まで入った).衣.服用中止.家族がつきそう.2El目､受診し.脳症を疑つたが､解熟しており､意誰状態正常と診断.幻覚､異常行動､幻聴回復 異常-135

ー59B-06026130 男性 llJL 50rTV 異常行動激越 回tl回復 インフルエンザB型.ウロウロ零の中を故国歩き回った.ウ-と天井に向かって両手を突き上げ､手を握りしめた.その後ガラス戸を足で叩いて､ガラスを割ってしまった.左足を切って､外科で縫合した.翌日は全て元に戻った. 異常-136

160B-06026540 男性 11歳 ー50mg メキタジ ン 異常行h 回tL リン世オセルタミビル服用3回目に挿神錯乱.母親が止めるにもかかわらず 異常-137
塩酸エプラジノン 何度もドアを開けて外に出ようとした.精神.神経陣書発現.熟が下がつてか
力ルポシステイン らは何事もなかったように回復.

161B-07000058 男性 ー1JE 75mg d-マレイン酸クロルフェニラミンヒベンズ散チベピジンカルボシステインラクトミン 異常行h 回復 2階へ急に上がって行き､飛び降りた.打扶程度.意誰ははっきりしていた. 異常-138

ー62a-07000日1男性 llJE 150mg リン敢ベンプE)ベリン Jt*行屯 回復 インフルエンザA型治療のため､リン鼓オセルタミビル服用開始.戊用開始2 異常-139
メキタジン 自日朝.体温;38.8℃｡夜中､異常行動あり,布団に座って｢キャッシュが卒兼

ラマトロパン して｣と言いながら泣いている.就寝.その後,異常行動なし.服用開始3日目､インフルエンザ軽快.服用開始5日目､朝､38℃の発臥 夕､39℃ .来院時37.4℃｡B型インフルエンザと診断し､本剤処方.夕方､本刑服用.同日､夜中､トイレにこもる､階段の昇り降りを繰り返すなどの異常行動､異常言tbが発現｡その後､異常行動回復.

163a-07000121女性 lljE 150mg 力ルポシステイン Jt薄行h 回4 早朝,39℃の発熱､鼻汁､咽頭痛.頭痛を托め､午前中来院し､A型インフル 異常-140
d-マレイン酸クE)ルフエニラミン エンザと診断.同日､墨.衣.リン散オセルタミビルを服用.服用2時rF)後.1階

臭化水素敢デキストロメトルファン にいた家族の知らないうちに.2階より寝巻き裸足のまま家を出て､近くの家で保護されていた.落ちたのか飛び降りたのかは不明.本人は夢が怖くて窓のシャッタ-を開けベランダから外に出たといつているが､よく覚えていないとのこと.翌日は意誰も清明で特に異常所見は艶められなかった.

164B-07000131 女性 11歳 65mg 力ルポシステイン 異常行動 回tl インフルエンザB型と診斬され､親の希望でlJン酸オセルタミビル処方.朝か JtT-141
臭化水素敢デキストロメトルフ7ン 激越 回復 ら服用開始.翌日､異常異書義視.解熱 .服用3日目､気分高揚､妄想発現.
アセトアミノフェン 自宅のソファの背もたれの上に立ち上がつてから､床に向かって顔から転
クラリスE)マイシン 港.口腔内から出血するなどした.受診後､帰宅途中にガードレールを越え
ヒベンズ酸チベピジン て車に飛び込もうとしたため.ガードレール速Lに祖母がつかまえたが､勢い

リン酸オセルタミビル 24



異常な行動が記録されている事例の概要 (年齢順)
)か 2 1

塩酸レセルピリン酸ジメチルアミノエ
チル
カルボシステイン
塩酸シプロヘプタジン

インフルエンザAと診断され、リン酸オセルタミビルを投与開始。同日昼、異1

行動発現。本剤服用3時間後、2階に駆け上がり、黒いものに追いかけられ、
イタイイタイと叫んだ。翌日、異常行動回復。投与4日後、本剤投与終了。

3年前からリン酸押せるタミビル投与中に幻寛がみられた(過云には夜に一

人で外をふらつく)。本年、インフルエンザ発症。リン酸オセルタミビル投与開
始。翌日、幻党を見てドアにぶつかり額に裂傷を負う。

ストロメトルフアン
IEWT>JE+')-)v

39℃の発熱、咽頭痛、咳あり。インフルエンザB型と診断され、リン酸オセルタ
ミビル処方。本剤、臭化水素酸デキストロメトルフアン、塩酸アンプロキソール

を内服。服用約1時間後、1階にて寝ていたが覚醒し、階段を半分まで上が
り、母が駆けつけると驚き泣く。1階へ連れ戻すと玄関を指差し怯える。部屋
へ連れてはいると騒ぐ。布団に入れたが体中に力を入れ唸る(約5分間)。急
こ立ち上がり胸を両手でおさえる。母が抱きじめていると落ち着き就寝。服用
寺間後、本剤服用するものの、2/3は吐き出す。服用1時間後、目を覚まし、
き上がり、掃除機のホースに足を入れようとする。本人は夢でマンシヨンか
降り、痛みはなく、起き上がり歩こうとした。掃除機に足を入れようとし
いるところで現実に戻つたが、自分の体を止めることができなく、その後、

マル酸クレマスチン
ルボシステイン
セトアミノフェン

熱、咽頭痛、咳あり。インフルエンザB型と診断された。夕方、リン酸オセЛ
ミビル服用。本剤服用1時間後、突然睡眠から覚醒し、立ち上がり「テスト」
つて階段を登つて、2階に上がろうとした。制止して様子を見ると、ニヤリと
笑つた。その後も家の中をふらふらとした。服用は1回で中止し、再び入眠。
翌日、異常行動回復。本人に聞いたところ、昨日のことを覚えていなかった。

ンテルカストナトリウム

レンプテロール
ンプロキソール
モグリク酸ナトリウム

リン酸ジメモルフアン
マル酸クレマステン

てから起きてきて友達の家に遊びに行くと言い出し、無理に外出しよ
とした。抑えて寝かせつけた。その後はニコニコと実つていて手足がピクピ
クと動いていた。しばらくすると治まり、その後服用は中止。
以後、異常行動はみられていない。

リン酸ジメモルフアン
ンフルエンサ確足診断実施し、B型と診断。リン饂オセルタミヒル版用l
。2階で臥床していたが、大声を出し、階段をかけ下りてきた。その後、
を続けていたが異常なし。

ザと診断し、リン酸オセルタミビル処方。
日日、朝、本剤服用後、2階から1階へ突然走り出し、外へ飛び出ようと
こところを家族に制止された。その時顔は赤らんでいて、何も覚えてないと

温は378℃。インフルエンザB型治療のため、リン酸オセルタミビル処方。
剤服用後、就寝1時間後(本剤服用7時間後)、突然起き階段を「恐い恐い」
なヽがら走つておりてきた。15分～20分振えていた。服用2日日、朝、せ
妄軽快。その後、服用3日目まで、本剤服用。

リン酸オセルタミビル

異 常 な 行 動 が 記 録 されている事 例 の概要 (年齢順)
開 始 (平 成 13年12月) か ら平成 2 1年 3月 3 1日まで )

L}L.■.r.Y･膿 I- --.†-1.ゝ毒岩>;..'~コ ･頑 幕 轟 啓 二.■師 蓉 壬 _̀辛 /.-I'牌 .二 恕 志 勝 手空 重繍 i 転 三遷 重 義葛藤公表恥;■ヽ 悪覚 竃 喜.

165a-07000163男性 11歳 10〇mg t:ベンズ較チベピジン 弥妄 回牡 インフルエンザAと診断され.リン敢オセルタミビルを投与開始.同日昼､異常異常-142
塩酸レセルピリン酸ジメチルアミノエ 行動発現.本剤服用3時間後.2階に駆け上がり､黒いものに追いかけられ､

テルカルボシステイン塩酸シプロヘプタジン イタイイタイと叫んだ.翌日､異常行h回復.投与4日後､本刑投与範了.

186a-07000268女性 11鼓 不明 幻覚 E)檀 3年前からリン酸押せるタミビル投与中に幻覚がみられた(過去には夜に一人で外をふらつく).本年､インフルエンザ発症｡lJン酸オセルタミビル投与開始o翌日､幻覚を見てドアにぶつかり矧こ裂傷を負う. 異*-)43

1678-07000274 男性 lla 100mg 臭化水菜酸デキストロメトルファン 異常行動 回せ 39℃の発臥 咽頭痛､咳あり.インフルエンザB型と診断され､リン酸オセルタ異常-144

塩酸アンプロキソ-ル ミビル処方.本刑､臭化水素酸7-'キストE)メトルファン､塩酸アンプロキソールを内服.服用約1時間後､1階にて凍ていたが覚醒し､階段を半分まで上がり､母が空けつけると驚き泣く○1階へ連れ戻すと玄関を指差し怯える｡部屋へ連れてはいると掻ぐ.布団に入れたが体中に力を入れ鳴る(約5分間).急に立ち上がり胸を両手でおさえる○母が抱きしめていると落ち着き就4.服用8時間後､本刑服用するものの､2/3は吐き出す｡服用1時間後､白を覚まし､撞き上がり､掃除機のホースに足を入れようとする.本人は事でマンションから飛び降り.痛みはなく､起き上がり歩こうとした.掃除軌こ足を入れようとしているところで現実に戻つたが､自分の体を止めることができなく､その後.記せがなくなつたとのこと一

1688-07003018 男性 11歳 525rnEトラネキサム酸 異常行恥 回復 発熱､咽頭痛､頓あり｡インフルエンザB型と診断された.夕方､リン酸オセル 異常-145
塩放ツロブテロール タミビル服用.本刑服用1時間後､突然睡眠から覚醒し､立ち上がり｢テスト｣
フマル酸クレマスチン と言って階段を量って､2指に上がろうとした.制止して様子を見ると､ニヤリとカルボシステイン 笑った.その後も家の中をふらふらとした.服用は1回で中止し､再び入眠.
アセトアミノフェン 翌日､異常行動回復.本人に附いたところ､昨日のことを覚えていなかった.

169a-07003581 男性 11歳 64.005rnBモンテル力ストナトリウム 異常行tb回復 インフルエンザに対して.リン酸オセルタミビル服用.その後寝かせたが､1- 異常-146
塩軌クレンブテロ-ル 2時仰してから起きてきて友達の妻に遊びに行くと言い出し､無理に外出しよ
塩巌アンプロキソール うとした○抑えて珠かせつけた○その後はニコニコと笑っていて手足がピクビ
クロモグリク酸ナトリウム クと動いていた○しばらくすると治まり､その後服用は中止.
塩酸プロ力テロール 以後.異常行動はみられていない.

リン敢ジメモルフアンフマル酸クレマスチン 本人も配価にないとのこと.

170a-070037861 男性 11歳 150nB 塩酸セフカベンビポキシル 異常行動 回任 インフルエンザ確定診断実施し､B型と診断.リン酸オセルタミビル服用附 異常-147リン酸ジメモルファン 幻覚 也 始.2階で臥床していたが.大声を出し､階段をかけ下りてきた｡その後､鹿用

アセトアミノフェン塩化リゾチーム を続けていたが異常なし.

171a-070ー1102 男性 ー1歳 不明 異常行動 不明 39℃の熱が続き､キットでは陰性だつたが､医師の姓鹸上の判軒でインフルエンザと診断し.リン酸オセルタミビル処方｡服用2日目､朝.本剤服用後､2階から1階へ突然走り出し､外へ飛び出ようとしたところを家族に制止された.その時顔は赤らんでいて､何も覚えてないとのこと. 異常-148

172ら-07013215 女性 lll歳 144mg 壌酸セフカベンピポキシル 諭妄 軽快 体温は37,8℃.インフルエンザB型治dEのため､IJン白星オセルタミビル処方.異常-149
塩酸トlJプロリジン 車剤服用後､就嬢1時間後(本剤服用7時間後)､突然起き階段をr恐い恐い｣
桜丘エキス と青いながら走っておりてきた｡15分～20分振えていた.服用2-日目､朝､せ

リン酸オセルタミビル



異常な行動が記録されている事例の概要 (年齢順)

こ嘔吐。母親の判断にて約6時間後に2回目服用。その後就寝。突然起き出
こ飛び出したところを家人におさえられる。2、3分にて本人が気付き状況
ると、とても恐い夢をみたとのことだつた。

ンフルエンザA型治療のため、リン酸オセルタミビル]
t用約1時間後、急に走り出して外へ出て行こうとした。

が、暫くポーとしていた。その後、異常行動回復。

最中突然起き上がり、玄関に向かつて走り出した。意味不明な言動も

母親が制止し、声をかけたところ、我に返り部屋に戻るが、行動、言動につい
ては記憶がない。事象発現30分後、異常行動回復。以後は症状みられず。

ベンズ酸チペビジン

後、一過性の怖れ(驚怖)、嫌世(強いうつ?)、興奮状態発現。服用2時間30

分後、就寝後、驚怖のため家の外へ飛出そうとする。その後、この世はいや
だ、死にたいと繰り返す。その後、就寝。服用5時間30分後、再び就寝中に数
分～5分内の恐怖の発現が有り。服用7時間30分後、就寝中に再び数分の興
奮有り。数分～5分で改善。服用2日日、―過性の怖れ(驚怖)、嫌世(強いう
つ?)、興奮状態軽快。何事もなくめざめる。その後、特に異常なく元気だが、
興奮中のことは憶えていない

インフルエンザA型の診断にてリン酸オセルタミビル処方。服用1時間後、急
に家を飛び出し、家の周囲を1周し、帰つて来て実つていた。その後、異常行

ンフルエンザB型 に対して、リン酸オセルタミビル服用開始。服用2日 日、2

を飛び出そうとしたが、親が止めたため、大事には至らなかつた。
止。服用3日日、異常行動軽快。

―マレイン酸クロルフエニラミン ルエンサ A型 の診 断にて、リン酸オ セル タミビル 処万 。版用 1日 目、

突然飛び起き、目を見開いて走り出す。30分程度で症状はお
異常行動を覚えていない。

ことで、家族が当院を受診し、入院経過観察することとなつた。翌

1 3年 1 2

リン酸オセルタミビル

異常な行動が記錬さ れ ている事例の概要 (年齢順 )
開始(平成 1 3 年 12月)か ら平成21年 3月 3 1日ま で )

173a-070 ー 3227 男性 ■日歳 15OITTe クラリスロマイシン 激鶏 回fZ インフルエンザA型に対して､リン散オセルタミビル服用.一画E3使用後.すぐ ･異常-150
鑓項1配合剤(1) 浮動悼め 回復 に鴫吐｡母親の判断にて約6時間後に2回巨服用.その後就寝.突然起き出
メキクジン まい Lgtに飛び出したところを家人におさえられる.2､3分にて本人が気付き状況
力ルポシステイン 確認すると.とても恐い事をみたとのことだった.

■1748-07013315 男性 11最 80rTtE 力ルポシステイン 異常行動 回吐 インフルエンザA型治萩のため､リン酸オセルタミビル服用開始. 異常-151
フマル酸ケトチフエン 服用約1時間後､急に走り出して外へ出て行こうとした.

塩敢プロ力テロールアセトアミノフェン 母観が制止したが.暫くポーとしていた.その後､異常行動回復○

ー75a-07013316男性 11歳 67.5m且 異常行動 回せ インフルエンザA型に対して.リン酸オセルタミピル服用○服用28日､午乱星gEのJL中突然起き上がり.玄関に向かって走り出した.意味不明な言hもみられた｡母親が制止し､声をかけたところ､我に返り部屋に戻るが.行動､言動については記憶がない.雷象発現30分後､異常行動回復,以後は症状みられず○ 異常-152

ー76a-870ー3379男性 11鼓 67.5rrtE ヒベンズ酸チペピジン 恐怖 回 インフルエンザ8型治療のため､リン敢オセルタミビル服用舵始.服用2時冊 異常-ー53
フマル軽クレマステン うつ病 回復 後､一過性の怖れ(驚怖)､嫌せ(強いうつ?).典暮状態発現.服用2時間30

壌酸セフカベンピポキシル 激.建 回仕 分後､就疲後､鷺価のため幕の外へ飛出そうとする.その後､この世はいやだ､死にたいと繰り返す.その後､就寝.服用5時間30分後､再び就寝中に数分～5分内の恐怖の発現が有り.服用7時間30分後､就喪中に再び数分の兵書有り○数分-5分で改善.服用2日目､一過性の怖れ(t怖)､嫌せく強いうつ?)､興奮状態軽快.何事もなくめざめる.その後､特に異常なく元気だが.興書中のことは憶えていない.

177a-○7013384男性 11歳 75mg 7セトアミ′フエン 異常行動 軽快 インフルエンザA型の診断にTlJン敢オセルタミビル処方.服用1時間後.忠に手を飛び出し､家の周囲を1周し.帰って来て笑っていた.その後.異常行助は回復､本刺中止を指示して再売なし. 異常-15J4

lワb8-07013387女健 1一畳 150rrlg 非ピリン系惑甘剤(4) A栄行地 軽快 インフルエンザB型に対して.リン酸オセルタミビル服用開始○服用2日目､2 異常-155

アセトアミノフェン 国ほど寮を飛び出そうとしたが､親が止めたため▲大事には至らなかった.車知中止.服用3日目､異常行h軽快.

179a-07018037男性 1一連 75rTlg d-マレイン酸クロルフェニラミン 異常行動 回復 インフルエンザA型の診断にて､リン酸オセルタミビル処方.服用1日巨､本刑 異常-156
ヒベンズ鞍手ベピジン 混用1時間後､突然飛び起き､目を見開いて走り出す○30分程度で症状はお

塩酸アンプロキソール塩化リゾチ-ムツロブテロール きまる.異常行hを覚えていない8

リン酸オセルタミビル 26



異常な行動が記録されている事例の概要
(販売 1 2

ンザ疑しヽこてリン酸オセルタミビル処方。
興奮状態となり、靴を片方持つて突然ベランダに飛び出すといつた異

来院時は意識清明。インフルエンザ迅速検査にてB型陽性。
頭部CTは異常なく、髄液検査など施行後、経過観察とした。夜間、体温は
40℃まで上昇あり、異常言動出現。その後意識レベル清明。頭部MRl施行
し、拡散強調画像で、脳梁膨大部に高信号域を認めた。MRI所見は可逆性
(―過性)の病変であつた。
本剤服用終了から6日日、完全に解熱し、全身状態良好となり、その後退院。

、`インフリレエンザA型 と診断され、リン酸オセルタミビル

用開始。
夜トイレに入り、その後電気をまぶしがり、扉の開間を繰り返し、足元から何
か這い上がってくるものを払いのけた後、リビングの方へ走つて行き、何力ヽ こ

追われている様に怯えながら逃げまわつていた。その後、2～3時間おきに2

回同様な行動をとつた。「外に行く!Jと言つていたので、制上した。その後、
本剤月風用中止。

ンフルエンサB型治療のため、リン酸オセルタミビル版用開贈。
1用2日日、15分間で3回トイレに立て続けに行く。無意味な動き発現。

意味な動き軽快。無意味な動きの記憶なし。
剤服用終了から2日日、インフルエンザ軽快。

ヒベンズ酸チペピジン
塩酸アンプロキソール
塩化リゾチーム

ンザキット陽性にて、リン酸オセルタミビル服用
後、幻視、低体温、暴れたため、家族がおさえた。体温は服用後、34-35℃に
つた。再度服用したところ、再度幻視出現し、低体温、暴れるなどの症状が
現し、再び家族におさえられて治まつた。その後本剤は中止とした。服用開
始2日日、3日日と低体温が続くが、服用開始4日目に低体温回復。

診 断キ ット(―)だが 、リン酸オセル タミビル 150mg/日 及 び非ビリン糸懇 冒剤

を処方。夜、1回分を服用後、翌明け方、39℃の熱と、意味不明の発言、尿失
あり。朝、本剤を内服し、午後から解熱。夕方、意味不明の発言が見られ、
玄関とは全く違う方向へ歩いていこうとしたが、家人の呼びかけで元に戻つ

受診したが、受診時は意識清明。内服薬を中止し、入院して様子を見た
異常行動はなかつた。

ンフルエンザB型と診断、リン酸オセルタミビル150mg/日及びセフジトレン
キシル等を処方され内服。同日夜、突然「苦しい」と顔つきが異常になり、
自宅2階の窓から飛び降りた。救急車で来院時、意識清明。投与開始から6
日日で本剤の投与終了。

リン酸オセルタミビル

異 常 な行動が記 録 されてい る事 例 の 概 要 ( 年 齢 版 )

蘭始 く平 成 13年 12月) か ら 平 成 2 1年 3月 3 1日まで)

崇 軒 譲葺覇 二重 =… 琵 主,;.-.j_ C一 .塵 三' 一ヽ■､ ド-- I--十 一一7T-1丁王r--,一一..if-/--.-.一 丁--.T .--ヤ .-新 一-てチつ-'画筆車戸ヨES『ここTr,.Ilヽr■臥 .'...--.--JJ.二畠j良二よこ.ごL: 心 f.凱 ⊥ -
18ーら-07007902女性 ー喰 72m & 鍵盤 回復 発熱が発現し.受診.インフルエンザ迅速故圭は睦性であったがtインフルエ 異常以外- 2008′4ノ1以降

異常行動 回復 ンザ疑いにてリン酸オセルタミビル処方.掌認 諾 濫 訟 詔 訂 琶蒜 慧 ベラン列こ飛び出すといった異来院時は意弛清明.インフルエンザ迅速検査にてB型PA性｡頭部cTは異常なく､髄液検査など施行後､強過観察とした.夜間､体温は40℃まで上昇あり､異常音動出現,その故意弘レベル汁明.頭部MRI施行し､拡散強調画像で.脳梁膨大部に高信号域を認めた○MRⅠ所見は可逆性(一過性)の病変であった.本剤服用鯖了から6日目､完全に解熟し､全身状態良好となり､その後退院.172 追加牡告

182a-0800ー550 男性 11鼓 120rTLB 異常行動 回復 ウイルス珍軒を行い､インフルエンザA型と診断され､I)ン敢オセルタミビル服用開始.夜トイレ.=入り､その後電気をまぶしがリ､扉の開閉をはり返し､足元から何か這い上がってくるものを払いのけた後､リビングの方へ走って行き､何かに追われている様に怯えながら逃げまわっていた.その後.2-3時rqおきに2回同様な行動をとった｡｢外に行く!Jと言っていたので､制止した.その後､本剤服用中止. 2008′4′1以韓新鶴報告～

1838-0800○394 男性 11歳 75∩ヽ暮 d-マレイン酸クロルフェニラミン 異常行動 軽快 インフルエンザB型治療のため､リン敢オセルタミビル服用阿始. 2008/4/ー以降
ヒベンズ散チペピジン 服用2日B､15分間で3回トイレに立て続けに行く.無意味なhき発現. 新規租告
塩敢アンプロキソール 無意味な動き軽快.無意味な動きの記憶なし.
塩化リゾチーム 本剤服用終了から2日目､インフルエンザ軽快.

184BO2-12377(807002859)男性 12歳 ー50mさ. 低体温 回櫨 インフルエンザキット陽性にて､l)ン酸オセルタミビル服用開始.本刑腰用後､幻視､低体温.暴れたため､家族がおさえた.体温は服用後､34-35℃になった.再度服用したところ､再度幻視出現し､低体温､暴れるなどの症状が出現し.再び家族におさえられて治まった｡その後本刑は中止とした○服用BFl始2日目､38日と低休温が続くが､服用開始4日目に低体温回復○ 具♯-158

185a-03011045 男性 12鼓 75rTtf 非ピリン系怒T割く4) 異常行動 回牧 診断キット(-)だが､リン酸オセルタミビル150mg/日及び非ピリン系怒7割を処方.夜､1回分を服用後､翌明け方､39℃の熟と､意味不明の発言､尿失諌あり.朝,本剤を内服し､午後から解熱.夕方､意味不明の発言が見られ､玄関とは全く違う方向へ歩いていこうとしたが､家人の呼びかけで元に戻った.受診したが､受診時は意乱清明｡内服兼を中止し､入院して様子を見たが､異常行動はなかった. 異常-159

188 8-04009035 男性 ー2歳 150mg セフジトレンビポキ シ ル 異常行lb回 インフルエンザB型と診断､リン酸オセルタミピル150mg/日及びセフジトレンビ異常-l60
0-マンニトール ポキシル等を処方され内服.同日夜､突然｢苦しい｣と振つきが異常になり､
アシクロビル 自宅2階の窓から飛び降りた.救急車で来院時､意誰,1明.投与開始から6

リン酸オセルタミビル



異常な行動が記録されている事例の概要 (年齢順)
(販売

その後、異常行動発現(トイレに行こうとするが、様子がおかしく、その後突然
外出し、団地4階より階段を下りて下にある自転車で走り出す。奇声を上げ

る)。
15分後帰宅するが、意識がぼ一つとしており、発語もはつきりせず、朝ま
過
翌朝、起床時には回復。その後夜間診療まで、異常行動なく、受診時も、意

問題行動なく、解熱、インフルエンザ症状軽減。

A型 インフリレエンサの診断後、リン酸オセルタミビルを月■用した後、ロモマン

ションの2階より転落。意識障害や異常行動が発現していた。4～5日目も夜

間にうわごとがあつた。13日目には意識障害と異常行動が回復していた。

日の2回目服用から約30分後に、就寝中より突然起き出して父親に抱きつい

ヒリ、母妹に意味不明な言語を発する等の異常行動が発現し、約30分間持
続した。その後、異常行動から回復した。

アセトアミノフェン

インフルエンザ治療のためリン酸オセルタミビル服用開始(39℃)。2回目
]後、異常行動(部屋の中をぐるぐる回る、2階から飛び降りようとする等)
現。父親が取り押さえ約40分後異常行動(わめいたり暴れたり)軽快し眠つ

ヒ(39℃以上)。翌朝解熱(367℃)し意識は正常で異常はなかつた。母親の
では1年ほど前にも発熱した際に今回のようにひどくはなかつたがうなされ

化水素酸デキストロメトルフアン
シヤゼンソウエキス

されていたリン酸オセルタミビルを75 mg/日

。その後、熱が下がらないことから、左記併用薬を服用。同日夕方、自
のある高層住宅の駐車場で心肺停止状態で発見され、病院に搬送された

アセトアミノフェン
クラリスロマイシン
カルボシステイン

始した。服用開始から3時間弱で意識障害(窓の方へ駆け出し、叫ぶ)が発
し、入院することになつた。リン酸オセルタミビルの服用は中止し、塩酸プロ
ロールの服用を開始したが、その日の夜に意識障害が見られた。リン酸
ルの投与開始から6日目にインフルエンザ症状が軽快し、

、インフルエンザA型 と診断され、リン酸オセルタミ
ビル処方。本剤服用当日、意識障害(名前、自分の年が言えず)発現。投与

リン酸オセルタミビル

異 常 な行 動が記録 され て い る事 例 の概 要 (年齢 順 )

開始 (平成 13年 12月) か ら平 成 2 1年 3月 3 1日 ま で)

ー8781は023672男性 12度 6bTtt 臭化水素散デキストロメトルフ7ン 果頼行動 回復 東熊(39℃)､嘆.鼻症状､;,別と器丘状にて捷定捗斬捷本刑内度し就寝. 異常-161
メキタジン その後,異常行恥発現(トイレに行こうとするが,様子がおかしく､その後突然

ラクトミニノ 外出し,団地4倍より階段を下りて下にある自転車で走り出す.奇声を上げる).15分後帰宅するが.意経がぱーっとしておL)､発言吾もはっきりせず､朝まで軽過翌朝.起沫時には回復｡その後夜間診療まで､異常行動なく､受診時も､意撫汁明.間甥行動なく､解熱､インフルエンザ症状軽減.

ー888-05023790 男性 12歳 66rrv 異常行動書SL変容状母鵠骨骨折下旺骨折 回旗国tL不明不明 A型インフルエンザの診薪故､リン鼓オセルタミビルを服用した後､自宅マンションの2階より転落.意誰陣書や異常行動が発現していた.4-5日目も夜卿にうわごとがあった.13日目には意隷件害と異常行動が回社していた○ 異十一162

189a-05024838 男性 12鼓 150rnE アセトアミノフェン 暴発行動 回gE 東熊(38.5℃)が見られ.リン酸オセルタミビルの服用を鞘始した.投与開始日の2回日服用から約30分後に､就寝中より突然起き出して父親に抱きついたり､母妹に意味不明な言請を発する等の異常行動が発現し､約30分間持続した.その後､異常行動から回復した. 異常-163

190B-05025582 男性 12歳 ー5DEng アセトアミノフェン 異常行動帝壌 A塵～インフルエンザ治療のためリン酸オセルタミビル服用開始(39℃).2回目 異常-164
臭化水素酸デキストロメトルファン 服用後.異常行動(部屋の中をぐるぐる回る､2階から飛び降りようとする等)

シャゼンソウエキス 発現.父親が取り押さえ約40分後異常行h(わめいたリ暴れたり)軽快し眠った(39℃以上).翌朝解熱(36.rC)し意姓は正常で異常はなかった｡母親の話では1年ほど前にも発熟した際に今回のようにひどくはなかつたがうなされたことがあった.

ー9ーB-06007798 男性 72鼓 ー50mg アセトアミノフェン 死亡 死亡 発熱があったため､軍旗に処方されていたリン薮オセルタミビルを75mg′日 異常-165

iait 死亡 汲用.その後､熟が下がらないことから､左記併用薬を服用.同日夕方､自宅のある高ff住宅の駐車場で心肺停止状態で発見され､病院に搬送されたが死亡.【解剖所見あLJ】 死亡-12

192ら-060ー2472 女性 ー2歳 75r叩 アセトアミノフェン 昔BE変容 回復 8型インフルエンザで尭無く38.8℃)が見られ､リン態オセルタミビルの服用を 異常-166
クラリス□マイシン 状態 開始した.服用開始から3時間帝で憲祉障害(窓の方へ空け出し､叫ぶ)が朱

力ルポシステイン 現し､入院することになった.リン酸オセルタミビルの服用は中止し､塩酸プロカテロールの服用を開始したが.その日の夜に憲誰障害が見られた○リン故オセルタミビルの投与朋始から6日日にインフルエンザ症状が軽快し.意地辞書も回甘した.

リン鞍オセルタミビル
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異常な行動が記録されている事例の概要 (年齢順)
( 21年 3 3 1

翌日朝にかけて、異常行動(突然裸になり踊るなど)あり。発熱持続。2日日午前に服

、夕方、母親が目を離した間に、2Fベランダから飛び降り、直後から走り回る。
TAMIFLU
キットにてインフルエンザA型と診断。家族への説明後、リン酸オセルタミビル等処方。
服用:日ロタ、本剤2回目服用後、夜から朝にかけて、突然裸になり、

り。服用2日ロタ、家族が目を離した間に、2Fベランダから飛び降り、直後から走り回
る。入院。入院時、記憶はなし。

―マレイン酸クロルフェニラミン

、インフルエンザB型 と診断され、リン醸オセル

タミビル投与開始。投与翌日、外を走つているところを見つけられ、家に連れ
れたが、2階へ駆け上がり窓を開けて飛び降りた。

、自ら電話し、救急車で他院に搬送。点滴により落ち

その後も就寝後1時間くらいでおきだして、錯乱状態となる。5日後、解熱。7
日後、通学し始める。

、他院受診。「夜驚症」と診断される。

その夜、異常行動発現(突然泣き始め、素足で土間の方へ飛び出し「目がと
れた」と叫ぶ)。
10分で落ち着き、両親がおさえる。体温(375℃ )
翌朝から、本剤服用再開、その後異常行動なし。本剤投2日後、外来受診

かけ上がった。母が追いかけつかまえて1階に連れ戻したが、その後、もう一

度2階にかけ上がり、母も追いかけたが間に合わず、ベランダヘ出、飛び降り
た。本人は飛びおりた時の記憶はない。

ベンズ酸チペビジン

ルボシステイン
アセトアミノフェン

インフルエンサA型 治療のため、リン酸オセルタミビル月1用開始。不剤破引

回目の就寝2時間後、徘徊し、2階の階段から転落。痙摯が10分ほど持続。
事象発現から30分後、意識が戻り、その後は問題なし。

リン酸オセルタミビル

異 常 な行 動 が 記録されて いる事例の概要 (年 齢 順 )
開始 (平成13年 12月)から平成 2 1年 3月 3 1日 ま で )

ー94B｣沌024534 男性 12歳 150rng 臭化水素魚デキストロメトルフ7ン 異常行動 軽快 インフルエンザ人里と蛭軒乱 リン♯オセルタミビルを投与.手稲旺用粥始当日社カ､ら異常-168
d-マレイン酸クロルフェニラミン 転倒 軽快 翌E3輔にかけて､Jt*行tb(突然襟になり鈍るなど)あり.先払持株.2日目午前に服

アセトアミノフェン 用牡,夕方､母親がElを暮した間に.2Fベランダから飛び降り.tl故から走り回る.TAMtFLUキットにてインフルエンザA型と診断.手放への比明攻､リンiLオセルタミビル等処方.服用1日日夕､本湘2回目服用後､夜から軌 =かけて､突然裸になり､持る事の行hあり.服用2日日夕､手旗が目を甘したW一二､2Fベランダから飛び降り.直後から走り回る.入焼.入院時､記憶はなし｡

ー9581柑024909 男性 l2 150 rTV フラノプロフエン 異常行動 回tL 発熱(37,8℃).噴､倦怠宕あり､インフルエンザB型と診断され､リン敢オセル 異常-l69

塩酸アンプE)キソール タミビル投与開始.投与翌日､外を走っているところを見つけられ､亨に連れ戻されたが､2指へ駆け上がり窓を朋けて飛び降りた,

柑6a-06025101男性 12歳 75rne アセトアミノフェン 異常行動 不明 本刑鹿兼2時間故に幻覚をみて､異常行動(裸足で外に飛び出した.)出現.終電後.自ら電話し､救急車で他院に搬送.点滴により薄ち着き舟宅.夜になると怯えてしまう.昼間は間ZZiなし.その後も就穣後l時間くらいでおきだして､偽乱状態となる.5日後､解熱.7日後､通学し始める.戟gE晩の錯乱状態が挽くため.他院受診｡r夜X症｣と診断される. 異常-170

1978-06025576女性 12歳 150rnB. 異常行動 回 復 本剤処方の昼食時に版用.その夜､異常行動発現(突然泣き始め.素足で土間の方へ飛び出し｢目がとれた｣と叫ぶ)｡約10分で落ち着き､両親がおさえる.体温(37.5℃)翌朝から､本刑服用再開.その後異常行動なし.本刑投2日後､外来受診し､異常行動回gEとなる. 異常-171

1988-06026630男性 12歳 150mg アセトアミノフェン 異常行動転倒 軽快竜快 インフルエンザBと捗薪され.昼と夜にリン酸オセルタミビル内虎.突然2借にかけ上がった.母が追いかけつかまえて1階に連れ戻したが.その故､もう一度2指にかけ上がり､母も追いかけたが間に合わず､ベランダへ出､飛び降りた.本人は飛びおりた時の記憶はない○ 異常-172

199a-0700130之女性 12最 75rr18 ヒベンズ酸チベピジン 荏_早 画せ インフルエンザA型治療のため､リン酸オセルタミビル服用開始.本刺殺与1 異常-173
力ルポシステイン 浮動性め 回せ 回目の就溝2時間後､排梱し､2階の階段から転落,癌肇が10分ほど持続.

リン故オセルタミビル



異常な行動が記録されている事例の概要 (年齢順)
(販売

インフルエンザB型治環のため、リン酸オセルタミビル処万。服用2回日で天
然立ち上がり、廊下に飛び出す。わけのわからない事を叫び、暴れる(約3分

間1回きり)。家族がおさえつけて制止した。
服用開始5日日、服用終了。

塩酸アンフロキソール
塩酸シプロヘプタジン

アセトアミノフェン

数日前より症状あり、一般用の感冒剤を服用。
翌日、発疹あり受診。インフルエンザA型陽性のため、リン酸オセルタミビル

方。1回目服用1時間後、両上肢拳上、訳のわからないことを言いながら、
こたつの周囲を10回ほど回つた。その後紙製のら、たをにぎりじめていた。こ

急車て来院。怒りつぼく荒々しい言動であつた。CT異 常なし。

―マレイン酸クロルフエニラミン

同日夕方、2回目服用後に就寝。就寝:時間後、起きた時に錯乱状態になり、
が押さえつける。症状は約30分間続き、回復。投与中止。
与中止1日後、朝、373℃。起床後すぐに「手洗い」を始め、その後もずつと手を洗
続ヽけ、1日に30回以上「手洗い」をするようになるといった強迫神経症、うつ病が発

中止4日後、1日に60回以上「手洗い」し、周りの物に触れようとしなくなる。
メンタルクリニックにて洗浄強追障害と診断される。投薬されるも症状改善なく、1日に
～8回入浴する状態となる。食欲も著しく低下。
与中止21日後、ロープで首吊り自殺しようとする。その後も自殺願望さらに強くな

中止55日後、夜、突然顔面より上半分に筋肉の強張出現。救急受診し、筋弛緩
与され改善。その後も自宅で療養中。

アセトアミノフェン

を処方。翌朝、受診。受診時383℃で救急にて処方されていた薬は終了。
インフルエンザ確定診断実施したところ、B型と判明。発熱以外特に訴えなく
所見もないようなので、リン酸オセルタミビル等を処方。服用1日日、深夜、寝
ていたが突然起きて寝室から飛び出し、廊下を走つた。裸足で飛ぶように

走つた。服用開始から3日日、朝、本人は自分の行動を全く憶えていなかつ

た。平熱に戻り元気が良いとのことで、本剤服用中止を指示。

1℃の発熱あり。インフルエンザA型陽性との診断受け、り:
ルタミビル等を処方。本剤を服用し、セルタミビル等を処方。本剤を服用し、就寝。夜、気持ちが悪いとトイレヘ行つ
た。トイレから出てきてうわ言で「屋上が、屋上が・・。」と言つて玄関から出よ
うとしていたので両親2人がかりでおさえつけた。その後本剤中止。

リン酸オセルタミビル

異 常 な 行 動 が 記 録 さ れ て い る 事 例 の 概 要 (牛 齢 順 )

開 始 (平 成 1 3 年 1 2 月 ) か ら 平 成 2 1 年 3 月 3 1日 まで )

.i JZe声芦E 蓮華 '掠 群 .rtJ -

200B1 】70 0 13 6 1 女性 t2歳 150mg 異常行h 軽快 インフルエンザB型治療のため､IJン故オセルタミビル処方.服用2回目で突然立ち上がり､廊下に飛び出す.わけのわからない事を叫び､暴れる(約3分間1回きり)○家族がおさえつけて制止した｡服用開始5日目､服用終了. 異常-174

201a-0700 1523 男性 12丘 75rTIB 塩酸アンプロキソール 君雄変容 回せ 敢目前より症状あり､一般用の感冒剤を服用. 異常-175
塩酸シプロヘプタジン 状態 翌日､発疹あり受診.インフルエンザA型陽性のため､リン酸オセルタミビル
塩酸ホミノベン 処方.1回目服用1時間後､両上肢拳上､訳のわからないことを言いながら､

アセトアミノフェン こたつの周囲を10回ほど回った.その後紙製のふたをにぎりしめていた.このため救急車で来院○怒りっぽく荒々しい言動であった..CT異常なし.眠気あり.その翌El午後､珊 清明となる.

202a-07002664 男性 12歳 150rTTB アセトアミノフェン鑓咳配合剤(1) 緒乱状態強迫性便 甲復 インフルエンザ8盤の幹.附こて.リンhオセルタミビル処方.益軒 =本刑服用.夕方.耕熊.同日夕方.2回目服用後に就gE.就珠1時間後.起きた時に錯乱状態になL)､青異常-176軽快

塩化リゾチームd-マレイン酸クロルフェニラミン 奪 族が押さえつける.症状は約30分間続き.回礼 投与中止○投与中止1日牡,朝.373℃.起床後すぐにr手洗いJを始め.その後もすっと手を洗い続け､1日に30回以上｢手洗い｣をするようになるといった強迫神経症.うつ病が発現.インフルエンザri軽快.投与中止4日故､1日に60回以上r手洗い｣し.周りの物に触れようとしなくなる.メンタルクI)ニックにて洗浄強迫梓幸と診断される○投薬されるも症状改善なく､1日に7-8回入浴する状態となる.食欲も著しく低下.投与中止21日後､ロープで首吊り自殺しようとする.その後も自殺廉皇さらに強くなら.･投与中止55日後,夜､突然強面よL)上半分に筋肉の強張出現.救急受診し.筋弛捷潮汐与され改善.その後も自宅で療養中.

203a-070日932 男性 12歳 150m‡ アセトアミノフェン 異常行地 軽快 夜､発熱にて救急受診.インフルエンザ確定診断にて陰性で.抗生.刑と解熱剤を処方｡翌朝､受診.受診時38.3℃で救急.=て処方されていた薬は輯丁｡インフルエンザ確定診断実施したところ､B型と判明○発熱以外特に訴えなく所見もないようなので､リン酸オセルタミビル等を処方.服用1日目､深夜､寝ていたが突然起きて寝室から飛び出し､廊下を走った.裸足で飛ぶように走った○服用開始から3日目､朝､本人は自分の行動を全く憶えていなかった.平熱に戻り元気が良いとのことで.本剤服用中止を指示. 異常一一77

リン酸オセルタミビル 30



異常な行動が記録されている事例の概要 (年齢順)
1 3 1 2 1 1

3-07013229 男性 211 150 mg フマル酸クレマステン
臭化水素酸デキストロメトルフアン
カルボシステイン
トラネキサム酸

飛冨 f T副

異常行動
藪
復
回
回

fンフルエンサB型発症のため、リン酸オセルタミビルを3jl、夕2回服用。深
安、急に起き上がって服を脱ぎ、部屋の中を歩き、お茶を飲んだ。
ラ`ンダに出て乗り越えようとしたのを母と祖母で止めて室内へ連れ戻した。
本温は37.9℃。40分くらいで再び眠りについた。その約3時間後、寝ている状
籠7・べ ボ゙7パ バ々畑 7蟹 ふ:てい■ 日 l士げll.イル同ぅで夢だっf‐_40会(

異常-179

3-07013305 男性 12歳 不明 異常 行 動 回復 fンフルエンサに対して、リンロオセルタミヒル服用開珀。異TfTttt=り 回

6、顔つきがおかしい等)が発現。その後、異常行動は回復。

異軍-180

3-07013374 女性 12晟 75 mg 副何昂
覚
想

異
幻
妄

覆
明
明

ヨ

不

不

夕方、B型インフルエンザ治療のため、リン酸オセルタミビル服用開始。1可も
時っていないのに1つ持つていると言い、外に出ようとするので、父親が側に
つき、外に出ようとするのを制止した。未明に落ちつく。

異常-181

3-07013380 男性 !2晟 150 mg 瞑咳配含剤 (1)
プロピオン酸フルチカゾン
ペシル酸ベポタステン
小青竜湯
麻杏甘石湯

洛ろ看ざ

のなさ
コ覆 インフルエンサA型冶撮のため、リン霞オセルタミヒル月工用開鮨。版用後、突

然2階階段を走り降りる。
夕方、本剤服用後、やはり不隠状態となり、家族が制止する。

異常-182

3-07013382 男性 1 2歳 150 mg アセトアミノフェン
亭L酸リンゲル液(マルトース加)

異常 行動 回復 インフルエンザA型の診断にて、リン酸オセルタミビル処方。昼、夕、本剤服
用。2回目服用4時間後、402℃の発熱、脱水に対して、アセトアミノフェン月風
用。輸液点滴静注開始。その後、睡眠。点滴終了し、抜針した所、走り出し

た。
服用2日日、異常行動回復。

異常-183

3-07013388 男性 12歳 75 mg フラリスロマイシン
アセトアミノフェン

異常行 動 回復 〕9℃の発熱あり、インフルエンザB型の判定のもと、夕方、リン酸オセルタミビ
し服用。未明、もうろう状態発現。急に起きて、ベットの上で飛びはねて2階か

ら下に階段を駆け降りて、下で尿、便を失禁した。

曇111-184

3-07015893 男性 12晟 ′o mg 異常行動
異常行動

置
復

到

コ

朝、発熟37℃台。夜、発熱392℃。夜間診景所にてインフルエンサA型陽性
のため、リン酸オセルタミビル処方。本剤初回服用1～2時間後、閉まつてい

た自室2階の窓とシャッターを開けて、飛び降りた。幸いテラスの屋根があり
外傷認めず。飛び降りた際には支離滅裂な話をしていた。親が不安になり、
二階の部屋で一緒に寝かせた。翌朝、部屋から一人で出て行こうとした。「ト

イレ?」と尋ねると、意味不明の返答。「こちらで寝なさい」と言うと、横になり

眠つた。体温382℃。午前、入院。服用開始4日目、本剤は継続したが、異常

言動の再発はなく、元気に退院。

異常-185

リン酸オセルタミビル

異 常 な 行 動が 記録 されてい る事例 の枚 要 (牛 齢 順 )
:開 始 (平成 13年12月)か ら平 成 2 1年 3月 3 1日ま で )

陵 駕 F.i 麗 つ年 ニノTi二二p澗 聖聖ー ~1~-L浅さRf-'.;～.叫 ‥.W i一塊 , 堅 塁 笠 ≡ 讐 室 ;望 撃 て ;還 三 雲 竺 ≡軍警 爵嘩 涙r~ ~ 繋芦 T ~藍蔓
2056-07013229男性 12歳 150mg フマル故クレマスチン 異常行動 回復 インフルエンザB型発症のため.lJンi*オセルタミビルを朝､夕2回腰用.潔 異常-179

臭化7k兼酸T-キストロメトルファン 異常行動 回せ 夜､急に起き上がって巌を脱ぎ､部屋の中を歩き､お茶を飲んだ.
力ルポシステイン ベランダに出て乗り越えようとしたのを母と祖母で止めて室内へ連れ戻した.

トラネキサム敢 体温は37.9℃.40分くらいで再び眠りについた.その約3時rq故､ヰている状態でベッドでバタバタして話をしていた.白はケルケル回って空だった.40分く

2088-07013305 男性 12最 不明 異常行動 回慎 インフルエンザに対して､リン敢オセルタミビル服用開始.異常行動(走LJ回る.政つきがおかしい等)が発現.その後.異常行動は回復. 鼻十一180

2078-070ー3374女性 12iE 75mg 異常行動幻賞妄想 回復不明不明 夕方､B型インフルエンザ治療のため.リン酸オセルタミビル思用開始.何も持っていないのに1つ持っていると言い､外に出ようとするので.父親が側につき､外に出ようとするのを制止した.未明に落ちつく. 異常-181

208B-07013380 男性 12歳 150mg 銃咳官合剤(1) 落ち着き 回社 インフルエンザA型治療のため､リン酸オセルタミピル服用開始.服用後､突 Jt井-182
プE)ピオン酸フルチカゾン のなさ 然2階階段を走り降りる.

ベシル酸ベポタステン小青竜湯麻香甘石法 夕方､本剤服用後.やはり不隠状態となり.家族が制止する.

209B-07013382 男性 12歳 150mg アセトアミノフェン 異常行動回tlインフルエンザA型の診断にて､リン酸オセルタミビル処方.暴､夕.本刑服 Jt7*-183

乳巌リンゲル液(マルトース加) 用.2回目恩用4時間後､40.2℃の発熱､脱水に対して､アセトアミノフェン服用.輸液点滴静注開始○その後､睡眠.点沸終了し､抜針した所､走り出した,服用2日目､異常行動回復｡

2108-070ー3388 男性 12歳 75mg クラリス口マイシン 異常行h 回gL 39℃の発熱あり､インフルエンザB型の判定のもと､夕方､リン酸オセルタミビ 鼻7F-184

アセトアミノフェン ル服用○未明.もうろう状態発現.急に起きて､ベットの上で飛びはねて2階から下に階段を笹け降りて､下で尿､便を失業した｡

211a-07015893 男性 l2歳 75mg 異常行動異常行動 回it回復 朝､発熱37℃台,夜､発熱39.2○C.夜仰診キ所にてインフルエンザA型醸性のため,リン酸オセルタミビル処方.本刺初回服用1-2時間後､閉まっていた自室2階の窓とシャッターを開けて､飛び降りた,幸いテラスの屋根があり外傷認めず｡飛び降りた際には支離漉裂な話をしていた○親が不安になり､一階の部屋で-格に寝かせた.翌朝､部屋から-人で出て行こうとした.rトイレ?Jと尋ねると､意味不明の返答｡rこちらで喪なさい｣と言うと､横になり眠った.体温38.2℃,午前､入院.服用BFl始4日目､本刑は継続したが､異常音鋤の再発はなく､元気に退院. 異常-185

リン酸オセルタミビル



異常な行動が記録されている事例の概要 (年齢順)
( 21年 3 3 1

初診にかかるが、咽頭サンプルによるインフルエンザ検査にてインフルエン

ザウイルス検出されず。
インフルエンザ疑ιヽ こ対し、リン酸オセルタミビル服用開始。

本剤服用後、日中熱が下がると寝ぼけたような感じになり、母によれば「明ら

かに眼がちがつてた」とのこと。アリのような紫色の気持ち悪い虫が追っ

とのことで、「外に出なくてはならない」、「ベランダベ出ようとする」といつた異
常行動発現。
この症状は1回のみの出現であつた。
解熱後は症状出現なし。
異常行動は回復と判断。
5日 日、本剤服用終了。その後、インフルエンザ回復。
翌シーズン)インフルエンザA型感染。リン酸オセルタミビル未使用でも、夜

1じテカリニウム
ズレンスルホン酸ナトリウム

ンフルエンザA型と診断され、昼食後にリン酸オセルタミビル
。その後ベッドヘ行く。
約1時間半後に異常行動発現。玄関のドアの開閉音あり。
していたので母が心配になリペッドを見ると不在。トイレにいない。祖父と
を探したところ、4～5分後に祖父が発見。裸足で家の外を歩いていた。声
かけたところ、それまでボーッとして歩いていた本人は我にかえつた。この
ことは覚えていない。その後、インフルエンザA型 、副作用ともに症状が

速やかに回復。本剤はその後服用していない。

ンフルエンザの治療のためリン酸オセルタミビル及び

開始。服用2日目の16時異常行動発現(突然2階から降りてくる、ウサギ跳び

をする、異常な発言)、家族がなだめ就眠。20～21時異常行動(ペッドから飛

異常な発言あり)。3日目朝全て薬剤中止。異常行動発現5日後に

クラリスロマイシン
臭化水素酸デキストロメトルフアン
カルボシステイン
リン酸コデイン

酸化マグネシウム

ンフルエンザA型 と診断、リン酸オセルタミビル150mg/日他を処方。夕方、
75mgを服用。翌日、39℃の熱が下降すると同時に走り始め窓から飛び降りよ
うとしたり、奇声を発した。翌日も同様の状態が続いた。2日後には症状はなく
投与開始5日 目の朝の服用で本剤の投与終了。

リン酸ジヒドロコデイン
塩酸メテルエフエドリン
マレイン酸クロルフエニラミン

、75mgを服用し、その2時間半後、家の中を走り回つたり、意味不明の奇
など異常行動出現。40分後、受診したが、受診時の意識は正常、誌妄状
EE憶なし。点滴し1時間ほどで帰宅。翌日もリン酸オセルタミビル

150mg/日を服用(併用薬も継続)。異常所見なく、6日間服用し終了。

dl―マレイン酸クロルフエニラミン
カンゾウ抽出物・メタケイ酸アルミン

酸マグネシウム
ヒベン和 チペビジン
塩化リゾチーム

エンザ診断を行つた結果、A型インフルエンザと診断。治療目的にリ
リレタミビルを投与。16時頃本剤1回目服用。23時頃2回目服用。その
過ぎに自宅の2階から飛び降りた。その際体温は38℃。翌日朝、受

リン酸オセルタミビル

異常な行動が記録されている事例の概要 (牛齢順)
開始 (平成 13年 12月)から平成21年3月31日まで)

画 和 ミニ'--■ ■-:-I-干京 子竿 千 二 三 阿 下さ苧 帯 粟野苧T==-TTT i-三三 ｢ 莞- _- _■■■■■■1 Ei孟塩 .王N '
2ー2Eト08002942男性 12最 150mg 塩化デカリニウム Jt*行動 回吐 頭痛.咽頭痛を認め､3B2度の発熱.南じクラスで4人インフルエンザ発症し 2008′4′1以降

アズレンスルホン酸ナトリウム ていた,初診にかかるが､咽頭サンプルによるインフルエンザ検査にてインフルエンザウイルス検出されず.インフルエンザ疑いに対し､リン散オセルタミビル服用開始｡本刑服用後.日中熟が下がると煉ぼけたような感じになり､母によればr明らかに眼がちがつてた｣とのこと.7')のような紫色の気持ち悪い虫が迫ってくるとのことで､｢外に出なくてはならない｣､｢ベランダへ出ようとする｣といった異常行動発現｡この症状は1回のみの出現であった.解熱後は症状出現なし｡異常行hfま回復と判断.瓜用5日目､本刑服用終了.その後､インフルエンザ回乱(翌シーズン)インフルエンザA型感染.リン酸オセルタミビル未使用でも､夜間に同様な症状を認めた. 軒邦 書

213a-08024604 男性 12歳 75rn& 塩酸ツロブテロ-ル 異常行Ib回tl 当院受診しインフルエンザA型と診断され､昼食後にリン酸オセルタミビル等服用.その後ベッドへ行く.服用約1時間半後に異常行や発現.玄関のドアの開閉音あり.鼻水行動の注意をしていたので母が心Eになりベッドを見ると不在.トイレにいない.祖父と外を探したところ､4-5分牡に祖父が発見.裸足で家の外を歩いていた.声をかけたところ､それまでボーッとして歩いていた本人は我にかえった.この間のことは覚えていない.その後､インフルエンザA型､副作用ともに症状が速やかに回復.本剤はその後服用していない○ 2008/4′1以拝新規報告

214Eト03000982 男性 la乱 150l¶g クラリス口マイシン 異常行軸 回は B型インフルエンザの治療のためリン鼓オセルタミビル及び他の併用爽服用 異常一一86
臭化水素敢デキストロメトルファン 帥始.服用2日日の16時異常行動発現(突然2階から降りてくる､ウサギ跳び
力ルポシステイン をする､異常な発言)､家族がなだめ就眠.20-21時異常行動(ベッドから飛
リン酸コデイン ぴ降りる,異常な発言あり).3日日朝全て薬剤中止.異常行動発現5日後に
酸化マグネシウム 回収.

215a-030010138 女性 13鼓 150m名 塩酸チアラミド 幻父 回復 インフルエンザA型と診断.リン酸オセルタミビル150mg′日他を処方.夕方､ 見栄-187
リン酸ジヒドロコデイン 75mgを服用.翌日､39℃の熟が下降すると同時に走り始め窓から飛び降りよ
塩酸メチルエフエドl)ン うとしたり､奇声を発した.翌日も同様の状態が続いた○2日後には症状はなく
マレイン酸クロルフェニラミン なり､投与開始5日目の朝の服用で本刑の投与墳了○

216a-03009902 男性 13歳 158m& dl-マレイン酸クロルフェニラミン 鴇妄 画せ インフルエンザA型と診断､リン軟オセルタミピル150rnd日他を処方.同日 異*-188
カンゾウ抽出物.メタケイ酸アルミン 夜､75mgを服用し､その2時間半後､崇の中を走り回ったリ､意味不明の奇
酸マグネシウム 声など異常行動出現.40分後.受診したが､受診時の意軌 ま正常､詠妄状
ヒベンズ散チペピジン 応時の妃価なし.点滴し1時間ほどで帰宅.翌E3もリン酸オセルタミビル

塩化リゾチームプロチン 150mg/日を服用(併用薬も継続)○異常所見なく､6日間服用し終了.

リン散オセルタミビル

32



異常な行動が記録されている事例の概要 (年齢順)
(販売 1 3 1 2 31日

5~00UZZVOJ 男性 i3蔵 150 mg アセトアミノフェン XJりι
異常行動

■
復
四
回

3型インフルエンサの確足診断により、リン霞オセルタミヒルを千可甲帰モ俊

ヒタ食後に内服後、夜間睡眠中に、自分の身に家人より危害を加えられると

ユい込み、家を飛び出し知人宅を廻る。7時間後、幻覚、異常行動回復。

異常-190

3,06025315 男性 31毛 o mg プロビオン酸フルチカゾン
塩酸プロカテロール

異常行動 軽快 発熱を伴うインフルエンザB型で本剤、カロナールを処方。
その夜、本剤服用後就寝し、夜中に異常言動発現叫びながらベランダに向
かつて歩き出す)。
再度受診し、服用を中止。
その後、異常行動なし。

異常-191

3 -06026420 男性 3廊| 150 mg 異常 行動 E●l復 1回目服用約25時 間後、異常な発言(「大きい石がのつている」)あり。2回
目服用4時間後、起きてきて数回叫び、後退りし、手を取るがテープルの上に

乗り、その後、走り回り、母親が、押さえ込む。体温を測ろうとするが、体が硬
直し、脇が占められない状態であった。また室内犬をけつた為、大をゲージに

入れるが、朝起きてなぜ大が、ゲージの中に居るのか判らない状態であっ
た。

異常-192

〕-07000063 男性 3歳 150 mg 異常行動 不明 ワクチン接種あり。インフルエンザ治療のため、リン酸オセルタミビル75mg、1
日2回処方。
2階の窓から飛び下りようとしたが、家族が止めた為、事故にはならなかつ

た。
異常行動があつたため、当院にて診療。
治癒後も目が覚めると歩きまわる様になつた。

異常 -193

3-07000066 男性 :3歳 75 mg フラリスロマイシン
プランルカスト水和物
わルボシステイン
ニベンズ酸チペビジン
アセトアミノフェン

隋押症 状 」惧 インフルエンザ抗原A型陽性のため、リン酸オセルタミビル処方。38～39℃台
の発熱が続いていた。
夕方、本剤服用。夕食後自室で寝ていたところ、急に起き上がり、意味不明
の発語あり、窓がら外へ出ようとするため、母親が馬乗りになつておさえた。5
～10分程で興奮状態がさめた。その後、同様の症状は出なかつた。発熱によ
る症状かと思いすぐには連絡しなかつた。本剤服用中止。

異常-194

3-07000077 男性 :3蔵 150 mg フエンツソ酸クロベラステン
塩酸アンプロキソール
イブプロフエン

尾冨 行 動 回復 B型インフルエンザと診断され、リン酸オセルタミビル処方。2回目服用後、突
然起きて外出する。家族が気づいて追いかけて連れ戻す。
受け答えははつきりせず、自分のした行動も理解していなかつた。連れ戻した
後、すぐに就寝。本剤服用中止。その後異常行動はなく、意識もすぐ正常に

戻つた。

異1吉-195

3-07000130 男性 1 3歳 150 mg コキソフロフエンナトリウム
=ベンズ酸チペビジン
塩酸セチリジン

異常 行動 回復 体温:393℃。インフリレエンサB型治療のため、リン酸オセルタミビル服用開
始。覚酸後「暑い」と言い「ベランダに行き、涼みたい」とベランダに向かつて飛
びだしそうになり家族が制止。10分後に異常行動回復。夜、臥床中、「ゲーム
の中のように誰かが追いかけてくるので逃げなくては」と言つてら、とんをかぶ
るといつた幻視の疑いが発現。10分後に幻視回復。以降、本剤を続けて服用
したが、特に異常行動は見られなかつた。

異常 -196

リン酸オセルタミビル

異 常 な行 動が記 録 され て い る事 例 の概 要 (年 齢 順 )

開始 (辛̀ 成 13年 12月) か ら平 成 2 1年 3月 3 1日まで)

218ら-06022963 男性 113歳 150mg アセトアミノフェン 幻覚異常行動 回復回徒 B型インフルエンザの確定診断により､リン酸オセルタミビルを午前中挿宅雀と夕食後に内服後.夜間睡眠中に､自分の身に家人より危害を加えられると思い込み.家を飛び出し知人宅を廻る.7時間後､幻覚､異常行動回復○ 黒瀬-190

. 219BTO6025315 男性 13歳 75mg プロピオン酸フルチ力ゾン 異常行動 軽快 発熱を伴うインフルエンザB型で本刑､力口ナ-ルを処方. Jt十一191

塩酸プロ力テロール その夜､本剤服用後就凍し.夜中に異常言動発現叫びながらベランダに向かって歩き出す)C再度受診し､服用を中止○その後､異常行動なし○

220B-06026420 男性 13歳 150-mg Jt*行h 回社 1回目服用約2.5時間後､異常な発言(｢大きい石がのつている｣)あり○2回目服用4時間後､起きてきて数回叫び､後退りし､手を取るがテ-ブルの上に乗り､その後､走り回り､母親が.押さえ込む○体温を測ろうとするが､体が硬直し､脇が占められない状態であった.また室内犬をけつた為､犬をゲージに入れるが､朝起きてなぜ犬が､ゲージの中に居るのか判らない状態であったo 異常-192

2218-07000063 男性 ー3歳 150mg 異常行動 不明 ワクチン接種あり○インフルエンザ治療のため.リン酸オセルタミビル75mg､1El2回処方.2階の窓から飛び下りようとしたが､家族が止めた為､事故にはならなかった○異常行動があったため､当院にて診療.治療後もElが覚めると歩きまわる様になった. 異常-193

2228-07000066 男性 13歳 75mg クラリス口マイシン 精神症状 回復 インフルエンザ抗原A型陽性のため､l)ン酸オセルタミビル処方.38-39℃台 異常-194
プランルカスト水和物 の発熱が続いていた.
力ルポシステイン 夕方､本剤服用○夕食後自室で確ていたところ.急に起き上がり､意味不明
ヒベンズ酸チペピジン の発語あり､窓から外へ出ようとするため､母親が馬乗りになっておさえた.5

アセトアミノフェン ～10分程で興書状態がさめた○その後､同様の症状は出なかった○発熱による症状かと思いすぐには連絡しなかった〇本剤服用中止.

了 3ll 8-07000077 男性 13歳 150mg フエンジゾ酸クロベラステン 異常行動 回復 B型インフルエンザと診断され､l)ン酸オセルタミビル処方.2回日服用後.突 JtT-195

塩酸アンプロキソール 然起きて外出する○家族が気づいて追いかけて連れ戻す.

イブプロフェン 受け答えははっきりせず､自分のした行動も理解していなかった.連れ戻した後､すぐに就寝.本剤服用中止.その後異常行動はなく､意鼓もすぐ正常に戻った.

224B-07000130男性 13歳 150mg ロキソプロフエンナトリウム 異常行動 回 体温:39.3℃○インフルエンザB型治療のため､リン敢オセルタミビル服用開 Jt*-196
ヒベンズ酸チペピジン 始○覚酸後｢暑い｣と言い｢ベランダに行き､涼みたい｣とベランダに向かって飛
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異常な行動が記録されている事例の概要 (年齢順)
(販売 1 21年 3

2時間半後、急に体をおこし、2階の窓から飛び降りようとしたため、家人が
りおさえ、ことなきを得た。すぐにおさまり、1階へ移動して就寝した。月風用4
、再び急に起き上がり、今度は1階の窓から飛び出した。その時、外

きをしており、その場で我にかえり、ことなきを得た。服用中止

シプロヘプタジン

フルエンサB型の治環のため、リン餞オセルタミヒル処万。
2日日、午前中に2階から転落。頭蓋内血腫と診断。入院治療し、約1週

で退院。異常行動回復。
(平成18年7月の事例)

,から咽頭痛あり、朝から38.3℃の発熙を訴え受診。B型インフルエンt
)ため、リン酸オセルタミビル処方。本剤2回服用4時間後に就寝。翌日

両親の寝室にばたばたと入つてきて、「死ぬとこだつた」とおびえた表↑
したので、両親は寝かせつけた。その朝、患児を観察すると、擦り傷、両下
)付着物、両足底の汚れあり。事情をきくと、何かに追いかけられるような
夢ヽを見ていたような恐ろしい思いをした後、自分が窓枠にぶら下がり、両
足をコンクリート壁の突き出し部分に乗せているのに気づき、よじ豊って部屋
こ入つたとのこと。部屋を確認すると、窓が開いている、足跡がついている等

臭化水素酸デキストロメトルフアン
ドンペリドン

アセトアミノフェン
リン酸ジメモルフアン 日分処方。同日昼、夜と本剤2回服用。

翌日未明、就寝していた患者が急に起きあがり、部屋をかけ回る、たんすを

開ける、友達がいると言い、友達の名を大声で叫ぶなどの行動をとる。家族
が気づきおさえる。数分で落ち着いた。39.9℃と高熱。同日朝、意識清明であ
異常行動時の記憶はなし。本剤服用中止。その後、異常なし。

気分が悪いと訴えあり。体温38.4℃。インフルエンザ検査陰性であつたが、イ
ンフルエンザの可能性高いからと、リン酸オセルタミビル処方。服用3～4時間
後の早朝、「友達がベランダから落ちた」と発言。問いかけに答えられず。そ
ま睡眠した。同日夕方、ウーと声が聞こえたので、急いで行つたら、自分
を殴つていた。その後「人を殺した」と発言。本剤中止。暫くして意識清明
となる。
翌日未明、気分が悪いと訴え、リピングを駆けずり回り、「死にたい」と連呼。
要請。救急隊到着時、ぼ一つとしている感じではあつたが、名前は言

えた。入院後、補液。その間異常行動なし。意識清明。顔には自分でひつか

たヽ、ひつかき傷目立つ。唇もかんでいるようで、出血あり。本剤内服せず様
子見とした。翌日、解熱し、異常行動もみられず退院。

あけて損1定したが、インフルエンザに対する抗体価の上昇な

リン酸オセルタミビル

異常な行動が記 録 され て い る事 例 の 概要 (年齢順 )

開準 (平 成 13年 12月) か ら平 成 2 1年 3月 3 1日まで )

22581I70CO272 男性 13鐘 与OrTV 塩殻エプラジノン 異常行h 匝一枚 インフルエンザB型と診断され.リンせオセルタミピル処方.収用し.就寝.服##-197
力ルポシステイン 用2時間半壊､急に体をおこし､2階の悪から飛び降りようとしたため､家人が

塩邑シフE)へブタジン とL)おさえ､ことなきを得た.すぐにおさまり,1階へ移動して就森した｡服用4時仰半乱 再び急に起き上がり.今度は1指の恵から飛び出した.その時.外で輸入が水まきをしており､その場で我にかえり､ことなきを得た.服用中止徒､異常行動なし.軽快.

216B-07000412 男性 ー3歳 138汀岨 塩故チアラミド 諸ち書きのなさ 回牡 インフルエンザB型の治dFのため､l)ン故オセルタミビル処方.混用2日目､午前中に2階から転落｡頭蓋内血腫と診断○入院治療し､約1週刊で退院.異常行動回復｡(平成18年7月の事例) 異常-ー98

227B-07001355 男性 13歳 150mg プラノプロフエン 幻覚 回復 故8前から咽頭痛あり.朝から38.3℃の発熱を訴え受診.8聖インフルエンザ &#-199
臭化 水素酸デキス トロ メトルファン 異常行th回gE 嬢性のため､リン酸オセルタミビル処方.本刑2回服用4時間後に就寝.翌日
ドン ペリドン 弥妄 回牧 未明､両親の壌室にぱたぱたと入ってきて,r死ぬとこだった｣とおぴえた表作

フマル戟クレマステン をしたので､両親は寝かせつけた.その棚､息児を観察すると､擦り傷､両下肢の付着物､両足底の汚れあり.暮情をきくと､何かに追いかけられるような怖い事を見ていたような恐ろしい思いをした後､自分が窓枠にぶら下がり､両足をコンクリート壁の突き出し部分に乗せているのに気づき.よじ登って部LEに入つたとのこと.部屋を確認すると.忠がBEIいている､足跡がついている等の形跡あり.

2ヱ8a-07001668 男性 13度 150mB アセトアミノフェン 幻覚 回復 先輸39.T℃.積圭にてインフルエンザ8型犠牲のため.リン鞍オセルタミビル5異常一之00

リン酸ジメモルフTン 異常行動 回復 自分処方.同日昼､夜と本刑2回服用.翌日未明.就寝していた患者が急に起きあがり.部屋をかけ回る.たんすを沸ける､友達がいると言い.友達の名を大声で叫ぶなどの行動をとる.家族が気づきおさえる.敦分で落ち着いた.39.9℃と高熊.同日朝､養護清明であるが､異常行動時の記憶はなし.本刑恩用中止,その後､異常なし.

229a-や7002055 男性 13歳 不明 異常行動 回復 シーズン前にインフルエンザ予防捷径2回施行.気分が悪いと訴えあり.体温38.4○C.インフルエンザ検査良性であったが.インフルエンザの可能性高いからと､リン敢オセルタミビル処方.服用3-4時仰後の早朝､r友達がベランダから落ちた｣と発言.問いかけに答えられず.千のまま睡眠した.同日夕方､ウ-と声が蘭こえたので､急いで行ったら､自分の頚を殴っていた.その後｢人を殺した｣と発言,本剤中止.暫くして意喜一清明となる.翌日未明､気分が悪いと訴え､リビングを駆けずり回り､｢死にたい｣と連呼.救急車要諦.救急隊到着時､ぼーっとしている感じではあつたが､名前は言えた.入院後､補液.その間異常行動なし,意誰清明.政には自分でひっかいた､ひっかき傷目立つ.唇もかんでいるようで､出血あり.本剤内服せず様子見とした.翌日､解熱し､異常行hもみられす退院.25A-何の間師をあけて測定したが､インフルエンザに対する抗体価の上昇なし. 異常-201
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異常な行動が記録されている事例の概要 (年齢順)
(販売 (平成 1 3年 1 2

酪酸菌製剤
d―マレイン酸クロルフェニラミン

3年 前 、A型 インフル エンザ にてリン酸オセル タミビルの"口用歴 あり。

し。
385℃。B型インフルエンザの診断にて、リン酸オセルタミビル処方。帰宅後、
本剤服用。この時体温40℃。昼、異常なし。夜、2階から1階に下りようとして
「こわい、こわい」とさけび出し、両手を広げバンバン壁をたたき、その後、け
いれんを1分間起こした。5分後、会話ができるようになつたが、「こわい、こわ
い」と言つていた。けいれん時:355℃と解熱。本剤、夜は睡眠中であつたた
め、服用せず。
投与開始2日日、朝、本剤服用中止するも、夜は服用。
投与開始3日日、朝、夕本剤服用。

フマル酸クレマスチン

ヒベンズ酸チペビジン
アセトアミノフェン

B型インフルエンザ発症し、リン酸オセルタミビル服用開始。
投与開始2日日、朝、2階で寝ていたが、急に起きてきて階段(屋内)の途中か
ら飛び降り、部屋の障子を倒して外へ出て行こうとした。家族が制上し、30分
後、我にかえった。39℃台の発熱あり。患者によると、悪い夢を見て、何かに
追いかけられていたような気がしたそうであるが、階段を飛び降りたり障子を
倒したりしたこと等は何も覚えていなかった。

インフルエンザに対して、リン酸オセルタミビル服用開始。2回目服用の4時|
半後、裸になつて外に飛び出す。本剤中止。服用2日日、異常行動は回復。

セトアミノフェン ンフルエンザ (体温は3憫C)に対して、り〕

剤服用後に、幻覚(異常行動)が発現。

夕方、リン酸オセルタミビルを月風用。就寝。夜中突然泣き出して、布団の中で
でんぐり返しをし、部屋の中を走り出した。押さえて、少しして落ち着いた。再
り、症状は消えた。本人も一部は覚えているとのこと。服用2日日、本剤
用したが、異常行動は起こらず。

て動 けず 、アセトアミノフ発熱し、体がきつくて動けず、アセトアミノフェン服用。体温370℃代へ。
翌日体温375℃。いつもの熱発と違うと思つて午後病院受診。インフルエンザ
巴と診断され、夕方リン酸オセルタミビル服用。夕方から熱なし。
用2日日、朝本剤投与。熱なし。
、異常行動発現。押入れに上り、天窓を開けている所を見て何しているか
ヒずねると、「何かあるかな一と思つて登つてみた」と言つて自分で押入れか

用3日日、朝、本剤投与。熱なし。
、室内で1回転倒、室外で:回転倒、足捻挫。
夕、本剤投与。
用4日日、朝、本剤投与。熱なし。2日間熱がないので服用しなくていいと
本剤中止する。

れリン酸オセルタミビル処方さ
中に歩きまわつた。

リン酸オセルタミビル

異 常 な行 動が 記 録 され て い る事 例 の概 要 (年齢 順 )

開始 (平成 13年 12月) か ら平成 2 1年 3月 3 1日まで〕

R.､'-I:討 -■~､ '~ 轡マ'A. ト芦二千L .哩 :-二 - i;::威 豪 産 ~二.覇 J試適 _ 濫 萄 亀 養輔 富 三重蛋書壬

230B一〇7002.997 女性 13歳 t50m& ドンペリドン 大発作癌 回復 3年前.A型インフルエンザにてリン酸オセルタミビルの服用歴あり8副作用なし○38.5℃｡8型インフルエンザの診断にて､リン酸オセルタミビル処方.帰宅後､本剤服用.この時体温40℃○昼､異常なし.夜､2階から1階に下りようとして｢こわい､こわい｣とさけぴ出し､両手を広げバンバン壁をたたき､その後､けいれんを1分間起こした○5分後､会話ができるようになったが､｢こわい､こわい｣と言っていた.けいれん時:35.5℃と解熱.本刑､夜は睡眠中であったため､服用せず○投与開始2日目､朝.本剤服用中止するも.夜は服用.投与開始3日日､朝､タ本剤服用. 異常-202

酪酸菌製剤 筆
d-マレイン酸クロルフェニラミン

231B｣】700403g 男性 ー3鼓 150mf フマル酸クレマスチン 泳妄 回牡 B型インフルエンザ発症し､リン酸オセルタミビル服用開始. 異常-203
ヒベンズ酸チペピジン 投与開始2日目､朝､2階で凍ていたが.急に起きてきて借段(屋内)の途中か

アセトアミノフェン ら飛び降り.部屋の障子を倒して外へ出て行こうとした.家族が制止し､30分後､我にかえった.39℃台の発熱あり.患者によると.悪い事を見て､何かに追いかけられていたような気がしたそうであるが､階段を飛び降りたり障子を倒したりしたこと等は何も賞えていなかった.

232a-8701.325ー 不明 ー3鼓 不明 異常行動 回復 インフルエンザに対して､リン酸オセルタミピル服用開始.2回日服用の4時間半後､裸になって外に飛び出す〇本剤中止○服用2日目､異常行動は回復. 異常-204

233B-070T3256 男性 la葺 42mg アセトアミノフェン 幻覚 回唖 A型インフルエンザ(体温は39℃)に対して､リン替オセルタミピル服用開始ー 異常-205
アモキシシリン 本刑服用後に､幻覚(異常行動)が発現○

ツElブテD-ル 服用之日日.幻覚(異常行Luは回せ.

234B-07021878 男性 13歳 15(コm且 d咳配合剤(l) 異常行動 回任 夕方､リン酸オセルタミビルを服用○就珠.夜中突然泣き出して､布団の中で 異常-206

柴胡桂枝沸 でんぐり返しをし､部屋の中を走り出した｡押さえて､少しして落ち着いた.再び眠り､症状は消えた○本人も-部は覚えているとのこと.服用2日目､本剤服用したが.異常行動は起こらずC

235B-OEm27727 男性 13歳 75rTlS 異常行動 回牧 発熟し､休がきつくて動けず､アセトアミノフェン服用.休温37.OoC代へ.翌日休温37,5○COいつもの熱発と違うと思って午後病院受診.インフルエンザA型と診断され､夕方リン酸オセルタミビル服用.夕方から熟なし.施用2日目.朝本剤投与O熟なLo昼､異常行動発現○押入れに上り､天窓を開けている所を見て何しているかたずねると､｢何かあるかな-と思って登ってみた｣と言って自分で押入れから血る.夕.本剤投与.服用3日目.朝､本刑投与.熱なし.墨.室内で1回転倒､室外で1回転倒､足捻挫.夕.本刑投与○服用4日巨､朝､本剤投与○熱なし○2日間熱がないので服用しなくていいとし.本剤中止する. 2008′4′1以降新桝 告

リン酸オセルタミビル
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異常な行動が記録されている事例の概要 (年齢順)
(販売

酸オセルタミビル投与。 、9階自宅より転落。出血性ショック
により死亡。主治医によると転落したときの状況は誰も見ていないため意識
障害、精神障害があつたかは不明。

リスロマイシン
ヒベンズ酸チペビジン
非ピリン系感冒剤(4)
アセトアミノフェン
アズレンスルホン酸ナトリウム・

水素ナトリウム
塩化デカリニウム

咳、咽頭踊、関節踊、発熙あり解熙剤使用するも改吾され丁受診。インフル
エンザ予防目的にて本剤投与。本剤投与2日後、朝より被害妄想、異常行
動、せん妄発現。落ち着きがなく、家中うろうろしていた。本剤投与中止3日
後、精神的に落ち着き、平常の状態に戻る。

シプロフェリン・ジヒドロコデイン配合
剤
アルジオキサ
塩酸エピナスチン
レポフロキサシン
維持液(3)

、咳、鼻症状にて本斉J処方。

言とともに、窓に向かつて走り出す(マンションの9階 ))。
ガラスは、鍵をかけており事故にならなかつた力く、両親でおさえなければなら
ないほどの力で暴れた。
服用中止し、錯乱、不穏回復。

ンフルエンザで

服用した。服用開始した日の夜に2階より飛び降りる異常行動が発現。飛び
降りから約2時間半後に病院へ搬送された時には異常行動は回復していた。
右踵骨骨折、左第5指中足骨骨折、両足部外傷性皮膚欠損。飛び降りから約
4時間後に頭部CTを実施し、明らかな浮腫や脳症を疑う所見を認めなかつ
た。

臭化水素酸デキストロメトルフアン
―マレイン酸クロルフェニラミン

A型インフルエンサ発FIのため夕万リン酸オセルタミビル月i用開始(39℃)。
服用後意識障害(少し変なことを言う)発現するもすぐに治まつた。嘔気もあ
り。翌朝本剤服用後、約4時間後に異常行動(服を脱いで家の外へ飛び出
す)発現し行動障害(いつもできることができない等)が少し続いた。患者が落
ち着いた後、総合病院を受診し血液検査と脳MRI撮影実施。3日後、落ち着
いており、12日後、検査結果に異常なし、精神神経症状もなし。

クラリスロマイシン

リン酸ベンプロペリン

用開始(39.5℃)。初回服用15時間後にトイレでいきんだ後30秒ほど白目を
たヽ感じになつた。2回目服用25時 間後に異常行動(突然起きあがり意味
不明な発言)発現のため救急受診。受診時の受け答えは正常。翌日インフル

ンフルエンサウイルスは陰性だつたが、7腰 に陽性の思看がいたた
与開始。異常行動、意識障害、痙摯発現。(担当医の協力が得られ

リン酸オセルタミビル

異 常 な行 動 が 記録 されてい る事例 の概 要 (牛齢 順 )
開始 (辛成 13年 12月) か ら平 成 2 1年 3月 3 1日まで)

237a-05002487男性 ー4農 75rrv ‡隷晋啓状態 死亡 売払 咽頭痛､朋万病にて受診.A型インフルエンザと診断.治dE目的にリン敢オセルタミビル投与.本剤服用2時間後.9倍自宅より転落.出血性ショックにより死亡.主治医によると転落したときの状況は誰も見ていないため意誰障害.精神陣害があったかは不明. 異常-207死亡一一3

238a-850T7753 女性 14歳 150rTV クラリスE3マイシン 汝妄(せ 回tl 咳､咽頭痛､関節~痛.発熱あLJ解魚荊使用するも改善されす受診.インフル 異常-208
t=ベンズ世チベピジン ん妄) エンザ予防目的にて本刑投与.本刑投与2日後､朝より被害妄想､異常行
非ピリン系恵一剤(4) 臥 せん妄発現.落ち着きがなく,家中うろうろしていた.本剤投与中止3日

アセトアミノフェンアズレンスルホン酸ナトリウム.炭散水兼ナトリウム塩化デカリニウム 後､精神的に落ち書き､平常の状態に戻る.

2398-05022381 男性 14農 75rng ドンペリドン 体乱状態 回復 発熱(38℃).咳.鼻症状にて本刑処方.服用後､椿乱､不穏発現く異常な尭 異井-209

シプロフエリン.ジヒドE3コデイン配合刺アルジオキサ 落ち着き 言とともに､窓に向かって走り出す(マンションの9階)).
のなさ ガラスは.鍵をかけており事故にならなかったが.両親でおさえなければなら

ないほどの力で暴れた○

塩酸エビナスチンレポフロキサシン維持液(3)メトクロブうミド 服用中止し､錯乱､不穏回復.

2一IO8-05024748 男性 14鼓 75rrll アセトアミノフェン 果無行動 回復 A型インフルエンザで発熱(38.5℃)が見られ､リン酸オセルタミピルを夕方に服用した8服用開始した日の夜に2階より飛び降りる異常行動が発現｡飛び降りから約2時間半後に病院へ搬送された時には異常行動は回吐していた.右埋骨骨折.左第5指中足骨骨折､両足部外傷性皮nf欠損｡飛び降りから約4時間後に頭部cTを実施し､明らかな浮腫や脳症を疑う所見を認めなかった. 異常-210

24ー8-(汚024963 男性 14鼓 75rnB アセトアミノフェン 青汁変容 回復 A型インフルエンザ発症のため夕方リン酸オセルタミビル服用開始(39℃). 異常-211
臭化水素酸デキストロメトルファン 状態 回tL 服用後意鼓障害(少し変なことを言う)発現するもすぐに治まった.曝気もあ

d-マレイン酸クロルフェニラミン 異常行動悪心 i).翌朝本刺服用後､約4時間後に異常行h(腺を脱いで家の外へ飛び出チ)発現し行h障害(いつもできることができない等)が少し続いた.患者が落ち着いた後.総合病院を受診し血液検査と脳MRl撮影実施.3日後､落ち着いており､12日後こ検査結果に異常なし､稚沖神経症状もなし.

2428-85025213 女性 一一鼠 150rr唱 クラリスロマイシン 異常帯地 回牡 発熱が見られた3日後よりA型インフルエンザのためリン放オセルタミビル版異常-272
壌故チアラミド 用開始(39.5℃).初回服用1.5時間後にトイレでいきんだ後30秒ほど白目を
非ピリン系婁†湘 むいた感じになった○2回日服用2.5時間故に異常行動(突然起きあがり意味
リン酸ベンプロベリン 不明な発言)発現のため救急受診.受診時の受け答えは正常.翌日インフル
アセトアミノフェン エンザ怒放し精神状態事も正常.
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異常な行動が記録されている事例の概要 (年齢順)

セトアミノフェン
素酸デキストロメトルフアン

A型インフルエンザにてリン酸オセルタミビル服用開始(38.5℃)。午TI中1回

目服用後寝ていたが突然異常行動(階段を駆け下り、学校へ行くといいカバ

ンを背負つて外へ飛び出そうとする)発現し、しばらくの後症状軽快。その後
も本剤を処方通り服用するが異常行動発現せず。

A型インフルエンザ治療のため本剤服用開始。夜間本剤服用後、アの甲を:

声で動き回り、家族が抱きかかえた。興奮、錯舌L状態発現。2時間毎に興奮
状態が出現。その後寝入つて落ち着き興奮、錯乱状態、健忘症回復。翌日1

熱し本剤中止。(約lヶ月前インフルエンザが強く疑われたためアマンタジン

投与。その際は高熱(391℃)だつたが、興奮状態等の訴えはなかつた。)

非ピリン系感冒剤(4)
アズレンスルホン酸ナトリウム・L―

(382℃)、咳、鼻水、喉の月みあり、インフルエンサBと診断され、リンロ
ルタミビルを服用。服用から2時間後自宅マンシヨンから転落し、心肺停

ンフルエンザA型にて本剤を服用するが、異常行動発現なし。約1

)、咽頭痛、インフルエンザB型陽性で本剤を処方。
夕服用し、その夜に自宅マンシヨンから飛び降り死亡。

6℃)あり、インフルエンザA型と診断され、リン酸オセルタミビル処
。本剤服用3時間半後、異常行動(走り回つたり、階段の手すりに足をかけ

たりする等)が10分程出現。異常行動回復。

ェンジソ酸クロベラスチン

カルボシステイン

発熱(385℃ )鼻症状であつたため、確定
の夜、異常行動(トイレに行こうと立ち上がったが倒れた。トイレに付き添つ
いくもトイレの中、壁に向かつて排尿し、ふらふら歩き出し、台所の床に倒
れ込む)発現。
母親、心配になり、救急依頼。体温(382℃ )。
入院後、補液管理となり(体温:388℃ )、その日の夕刻、異常行動回復。

インフルエンザB型と診断。投与開始3日目未明、突然起床。玄関ドアの前で

意識消失し転倒。意識消失は2～3分間。その間けいれんは認めない。後頭
部打撲。翌日、異常行動、意識消失回復。再受診時には、患者のその間の

記憶はない。

ルカストナトリウム
イン酸フルボキサミン
ロマゼパム

ようとした。家人が気付き、手をつかむことにより外出は阻止できた。異常行
動発現。3時間程落ちつかなかつたが、ようやく就寝できた。

リン酸オセルタミビル

異 常 な行動が記 録 されて い る事 例 の概 要 (年齢 順 )

開始 (平 成 13年 12月 ) か ら平 成 2 1年 3月 3 1日ま で )

潮 ー̀ ーP~~帝 3IT= ~こゝ▼｣- ーノ 一二､~-■rl. ≡≡ ≡ ≡ ∃ 鰹 三三空 き ㌻ 二 蓋 二 二 二三 'I-.◆弘 監誉声望JF yJ.‥ ,漢
2448-05025583 男性 14社 150rTq アセトアミノフェン 異常行動 軽快 A型インフルエンザにてリン酸オセルタミビル服用開始(38.5℃).午前中1回~異常-2ー4

臭化水素酸デキストロメトルファン 日服用後寝ていたが突然異常行h(階段を駆け下り､学壕へ行くといいカバ

シャゼンソウエキス ンを背負って外へ飛び出そうとする)発現し､しばらくの故症状軽快｡その後も本剤を処方通り服用するが異常行動発現せず○

2458-05025723 男性 ー4畳 l50TTl 直言激越異常行tb錯乱状態 固tL回国tI回復 A型インフルエンザ治療のため本刑服用BFl始.夜仰木射服用後､字の中を大声で動き回り.家族が抱きかかえた.奥書､緒乱状態発現○2時間毎に典暮状態が出現.その後寝入って落ち着き奥書､緒乱状態､健忘症回埋.翌日解熟し本刑中止｡(約1ケ月前インフルエンザが強く疑われたためアマンタジン投与.その際は高熱(39.1℃)だつたが.界雷状態等の訴えはなかった.) 異常-215

246B-06024434 女性 ー4逮 75rnB イブプロフェン 竜田 死亡 発熱(38.2○C),咳､A水､喉の痛みあり､インフルエンザBと診断され､リン酸 異常-2ー6
非ピリン系感官剤(4) オセルタミピルを服用.服用から2時間後自宅マンションから転落し､心肺件 死亡一日

アズレンスルホン酸ナトリウム.L-グルタミン 止状態.病院に海送後に死亡確唖.247a-06024795男性 14敏 150m‡ アセトアミノフェン 異常行動 死亡 インフルエンザA型にて本刑を服用するが､異常行動発現なし.約1年後､発 異常-217

転倒 死亡 熱く38.9℃)､咽頭痛､インフルエンザB型BA性で本刑を処方○朝､夕服用し､その夜に自宅マンションから飛び降り死亡｡ 死亡-15

248a-06025006 男性 14% 75rn8 フエンジゾ葡クロペラステン 異常行動 回tL 発熱(39,6○C)あL)､インフルエンザA型と診断され.リン酸オセルタミビル処 異常-218

力ルポシステイン 方.本剤服用3時間半後.異常行動(走り回ったリ,階段の手すt)に足をかけたりする等)が10分程出現.異常行動回復.

2498-06025685 男性 14歳 75rrlg 異常行動 回 発熱(38.5℃)JL症状であったため､確定珍斬捷本刑を投与.その夜､異常行動(トイレに行こうと立ち上がつたが倒れた○トイレに付き添っていくもトイレの中､壁に向かって排尿し､ふらふら歩き出し､台所の床に倒れ込む)発現.母親､心配になり､救急依頬｡体温(38.2℃).入院後､補液管理となり(体温:38.8℃).その日の夕刻､異常行動回復｡ 異常-219

250a-06026126 男性 14鼓 75打唯 異常行動景況 肖失 回tL回 インフルエンザB型と診断.投与開始3日目未明.突然起床.玄関ドアの前で叢鼓消失し転倒,意鼓消失は2-3分間.その間けいれんは認めない.後頭部打撲.翌日,異常行動､意謙消失回復.再受診時には､患者のその間の妃憶はない. 異常-220

25ーE3 - 06026444 男性 14鼓 75rnt プロビオン 敢 フルチ力ソン 異常市tb回 リン酸オセルタミビル75rTlg内倭2時間後r落ちつかないJr外へ出るJと外へ出 異常-221
モンテル力 ストナトリウム ようとした○家人が気付き､手をつかむことにより外出は阻止できた○異常行

リン酸オセルタミビル



異常な行動が記録されている事例の概要 (年齢順)
(販売開始 (平成13年 12月 )か ら平成21年 3 3 1

臭化水素酸デキストロメトルフアン
弓時、体温:392℃。夕万、A型インフルエンサ治原のため、リン酸オセル`
ル服用。服用30分後、異常行動発現。もうろうとして意識がクリア。「俺を
tす気か?」と言つた。服用4時間後、2Fから降りてきて、再び意識もうろう状
|。体温:390℃。「死ねと言うのか?」という言葉に母の呼びかけ「どうした
)」により意識が戻つた。その後は普通。ご飯食べた。服用6時間後、2F寝室
1就寝。服用8時間後、意識もうろう「何で、何で?」と言い泣いた。ベッドに戻
て、うつ伏せにしたら意識が戻つた。「お母さんがなんでいるの?」と言つ
ヒ。体温:37℃。服用開始2日日、朝、体温が下がつて普通。

fr&7>Ja+v-)v

ンフルエンザB型と診断され、リン酸オセルタミビルの服用を開始。2回目の
用後、同日、意識障害発現。翌朝、子ども部屋からのうめ音声を母親が聞
。部屋に行つてみると当該患者がベットで座位をとり、窓から身を乗り出して
き声を発していた。しばらくして落ち着いたが、その後―人でトイレに行
、排尿をしている間に意識消失。2～3分程度継続。救急車により搬送され
到着時には、意識は回復。本人にそのときのことを確認すると、苦しい気
でうめ音声を発したが窓から身を乗り出していたことには記憶がない

の還征先でインフルエンザを発症し、夕方、
深夜、急に走り出して倒れたといつた異常行動が発現。発現10分後に異

「ンフルエンサ冶綴のため、リン酸オセルタミビル役与開始。夜、本剤因
、就寝。夜中に突然起き上がり、声を出しながら(内容は不明)2階の窓よ

り階下へ飛び降りた。直後に両親が庭で患児が腰を打撲して、座っている状
態を確保。ボーッとしている状態であったが、話しかけには返事をしていたと
のこと。翌日には意識は全く清明であつた。

―
垣 酸 メチ ル システ イン

|ルボシステイン
ラムピポキシル
キサム酸

インフルエンザB型治療のため、リン酸オセルタミビル処方。服用後、寝てい
たところ突然起き上がり、部屋中を手をゆさぶり歩き回るが、呼びかけには答
えず。2～3分で落ち着いた。本剤服月中止。翌日、未明に突然起き上がり、
上肢を1分程パタつかせるが、その後回復。

ンフルエンザ治療のため、リン酸オセルタミビル処方。服用後、かなり激し(

き回り、その後就寝。その2時間後突然覚醒し、二階へかけ上がる等の異

ン酸オセルタミビル服用開始。服用2日日、ズボンを脱いで階段を昇り降リ
ながら、異常言動発現。当日、夕方に入院するが、症状なく、入院3日後に

リン酸オセルタミビル

異 常 な行 動 が記録 されてい る事例の概要 (年齢 順 )
開始 (平成 13年 12月)か ら平成 2 1年 3月 3 1日まで)

･-.J｢戸-..!J.1 _~一ヽ ～.Fm q ･.>& {_■

252a-07000123 男性 l4歳 75mg ヰ敦7ンプロキソール 異常行tb回復 宋院時､体温:39.2℃.夕方､A型インフルエンザ治療のため､リン故オセルタ #*-222

臭化水素酸デキストロメトルファン ミビル服用○服用30分後､異常行動発現.もうろうとして意誰がクリア.r俺を殺す気か?jと言った.服用4時間後.2Fから降りてきて､再び意識もうろう状忠.体温:39.0℃○｢死ねと言うのか?｣という言葉に母の呼びかけ｢どうしたの｣により意誰が戻った.その後は普通.ご使食べた.服用6時間後､2F喪主で就喪.服用8時間後.意誰もうろう｢何で.何で?｣と言い泣いた,ベッドに焦して､うつ伏せにしたら意aEが戻った.rお母さんがなんでいるの?｣と言った.体温:37℃.服用開始2日目､朝､体温が下がって音速.

253a-070m153 男性 l一歳 150rng エバスチン 異常行動 回gl インフルエンザB型と診断され､リン酸オセルタミビルの服用を開始.2回目の 異常-223
フラノプロフエン 憲柾消失 回gt 服用後.同日.意雑件書発現.翌朝､子どもお産からのうめき声を母親が聞

塩酸アンプロキソール く｡部屋に行ってみると当該患者がベットで座位をとり､窓から身を乗り出してうめき声を朱していた.しばらくして落ち着いたが.その後一人でトイレに行き.排尿をしているrFIに意誰消失.2-3分程度継続.救急車により搬送される.到着時には､意経は回復｡本人にそのときのことを確認すると､苦しい気がしたのでうめき声を発したが窓から身を乗り出していたことには記憶がないとのコメント.

254B-07080156 女性 148 75mgー 異常行動 回復 部活の遠征先でインフルエンザを発症し､夕方､リン酸オセルタミビル服用開始.深夜､急に走り出して倒れたといつた異常行hが発現○発現10分後に異常行動は回復. 異常-224 2008′4′1以降追加報告

255B-07000182 女性 14歳 150rT1( 異常行動 回復 A里インフルエンザ治拝のため､リン故オセルタミビル投与帥始.夜､本刑内服後､就寝.夜中に突然起き上がり､声を出しながら(内容は不明)2階の窓より階下へ飛び降りた.直後に両親が虚で息児が渡を打撲して､座っている状態を確保.ボーッとしている状態であったが.話しかけには返事をしていたとのこと｡翌日には意弘は全く,1明であった. 異常-225

256a-07000206 男性 11枚 75Tn& L-塩葡メチルシステイン 異常行動 回せ インフルエンザB型治青のため､lJン敢オセルタミビル処方.服用後.壌てい 異常-226
力ルポシステイン たところ突然起き上がり､部屋中を手をゆきぶり歩き回るが､呼びかけには等
セプチラムビポキシル えす.2-3分で落ち着いた.本刑服用中止.翌日､未明に突然起き上がり,

トラネキサム鼓プラノブロフエンI.1▲_ヽL}一. 上肢を1分程バクつかせるが､その後回復.

2578-.07000215 男性 14鼓 75mf セフポドキシムプロキセチル 異常行動 回せ インフルエンザ治点のため､リン酸オセルタミビル処方.服用後､かなり激しく異常-227
浅汝アゼラスチン 動き回り.その後就寝.その2時間後突然賞醸し､二階へかけ上がる等の異
塩化リゾチーム ♯行動尭現.
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異常な行動が記録されている事例の概要 (年齢順)
(販売 1 2月 )か ら 21年 3 3 1

・鼻水あり市販の解熱鎮痛剤を服用。38℃台の発熟があリボーつとしてい
が意識正常。頭痛。悪寒があり、受診し、インフルエンザA型陽性と出たた
リン酸オセルタミビル処方。翌朝、母親が外から呼んでいるとし

、自宅玄関(5階)から外へ出ようとしたため制上した。

、せん妄、もうろう状態発現。トイレに行きド

し、転倒。その後2階で寝かせた。床の中で不隠動作(手をパタバタさせたり
き上がろうとしたり、物に話すよう様な動作)が認められたため、両親が体を
えつけていたら改善した。記憶は定かではなかつたとのこと。症状回復。本剤

投与中止。翌朝、体温358℃に低下し、回復。

ルボシステイン
塩酸シプロヘプタジン

幻覚発現。何か幻党のようなものを見て、外に出ようとした。母親が止めよう
としたが、止められず、父親が平手打ちをしたところ正気に戻つた。翌日、熱
も下がり、症状は回復。本剤は継続中。

インフルエンザ治療のため、リン酸オセルタミビルJL用開始。1臓用後も高熙
(41度)が持続。服用10時間後、2階から階段を勢いよく下りてきて、玄関から
出し、田んぼの中を走り回り、国道に倒れていたのを通りがかりの車輌
こ発見される。その後、本剤服用中止。アセトアミノフェン服用し、解熱。異常

アセトアミノフェン
塩化リゾチーム
カルボシステイン
トラネキサム酸

ンフルエンザB型治療のため、リン酸オセルタミビル月風用。服用2時間半後、
1に頭を打ちつけるのを家族が発見。本人は分かつていたが、頭を打ち続け
ることを止めることができず怖かつたとのこと。1回内服のみで中止し、その
後、異常行動を認めていない。

ンプロキソール
セトアミノフェン

378℃ の 熙 発 あるが 、インフリレエンサ 懐性 。1

、398℃ の熱発。リン酸オセルタミビル、アセトアミノフェン坐剤処方。約1時

後、自宅にて睡眠時にうわごとあり。後、突如起き上がり、部屋を出てい
こうとしたところ、家族が制止。落ち着いたが、急に何かにおびえだす。服用

日日、症状は落ち着いていた様子。以後、日1作用もなく転帰良好。

マレイン酸クロルフエニラミン
リン酸ベンプロペリン

マイシンナトリウム

リン酸オセルタミビル服用開始。深夜、2階で寝ていたが、駆け
奮気味に「何か変なものがいる」と訴えた。母親とすぐに2階へのぼつたが、し
ばらくして再び眠つた。30分後、興奮・幻覚は回復。

ンフルエンザ治療のため、リン酸オセルタミビル服用開始。月賦用後、ベッド

リン酸オセルタミビル

異常な行動が記録されている事例の概要 (牛齢順)
麹始 (平成13年12月)から平成21年3月31日まで)

259a-07000261男性 一一丘 150mg アセトアミノフェン 幻噂 不明 頓.鼻水あり市振の解熊鎮痛剤を服用.38.C台の発熱がありポーつとしていたが意謙正常.頭痛.悪寒があり､受診し､インフルエンザA型陽性と出たため､リン敢オセルタミビル処方｡翌朝.母親が外から呼んでいるというような幻亀があり､自宅玄関(5階)から外へ出ようとしたため制止した. 異常-229

260EI一刀70(氾283 男性 14丘 75T71g 諾妄音溝レベルの低下 回す回凍 発熱39℃.インフルエンザ8型と診断され.lJン最オセルタミビル投与開始.腹用3時仰徒,せん妄､もうろう状態発現○トイレに行きドアを朗けすに捷近し､転倒.その後2階で珠かせた○珠の中で不随h作(手をJくタバタさせたり撞き上がろうとしたり､物に話すよう様なh作)が認められたため､両親が体を抑えつけていたら改善した.記憶は定かではなかつたとのこと○症状回復.本剤投与中止.翌朝.休温35.8℃に低下し.回復. 異常-230

26ーa-07000284 男性 14歳 150mg ヒベンズ態チベピジン 幻X E)復 インフルエンザB型と診断され､リン敢オセルタミビル投与開始.異常行h､ 異常-231
力ルポシステイン 幻覚発現.何か幻覚のようなものを見て､外に出ようとした.母親が止めよう

塩酸シプロヘプタジン としたが､止められす､父親が平手打ちをしたところ正気に戻った.翌日､熟も下がり､症状は回復｡本剤は継続中.

262B-07000306 男性 ー4弟 75r叩 異常行動 回 インフルエンザ治療のため.IJン散オセルタミピル服用開始.服用後も高熱(41度)が持続｡服用10時間後､2階から階段を勢いよく下りてきて､玄関から飛び出し､田んぼの中を走り回り､国道に倒れていたのを通りがかりの手柄に発見される｡その後､本剤服用中止.アセトアミ/フエン服用し､解熱.異常行動回復. &#-232

2638-07002193女性 14鼓 75rTt( アセトアミノフェン 異常行動 回復 インフルエンザB型治鎌のため.リン敢オセルタミビル服用.服用2時間半後.興♯-233
塩化リゾチーム 垂に頭を打ちつけるのを家族が発見.本人は分かっていたが､頭を打ち続け
力ルポシステイン ることを止めることができず怖かつたとのこと.一回内服のみで中止し､その
トラネキサム態 後,異常行動を認めていない.

2646-07005083 男性 ー4歳 75rnE ロキソプロフエンナトリウム 異常行動 軽快 急性上気遭炎､喝頚炎.37.8℃の熱尭あるが.インフルエンザ陰性.l遵問 長井-234
テプレノン 後.39,8○Cの熟発.リン酸オセルタミビル.アセトアミノフェン坐剤処方.約1時
塩鼓アンプロキソール 間半枚､自宅にて睡眠時にうわごとあり○後.突如起き上がり､部屋を出てい

アセトアミノフェン こうとしたところ､家族が制止｡落ち着いたが､急に何かにおぴえだす｡服用開始から28日､症状は薄ち着いていた様子.以後,副作用もなく転舟良好.

265I● a-070ー3254 男性 14蔽 ー50mg 塩酸チ7ラミド 激越 回せ リン酸オセルタミピル服用開始○深夜､2階で凍ていたが､#lナ降i)てきて弗 黒井-235

テブレノン 幻覚 画せ 書気味に｢何か変なものがいる｣と訴えた○母親とすぐに2階へのぽつたが､し

d-マレイン酸クロルフェニラミンリン酸ベンプロペリンアセトアミノフェンホスホマイシンナトリウム ばらくして再び眠った.30分後.奥書.幻覚は回復.

リン散オセルタミビル
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異常な行動が記録されている事例の概要
(販売開始 工平成 13年 12月 )か ら平

(年齢順)
2 1

ンフルエンサA型と診断、リン酸オセルタミビル150mg/日を処万。同日夜.

服。翌日昼、解熱したが、異常な発言あり。その翌日、本剤の投与中止。

険言動のまとまりがなくなり、統合失調症の発症が疑われた。本剤投与
12日日に、幻党妄想が活発に認められ、入院。病院内を落ちつきなく徘

鎮咳配合剤
カルボシステイン

駿オセルタミビル投与。その後、せん妄・痙摯発現。病院に救急搬送され、
院となる。その後急にベッドから立ち上がり、点滴ラインを引つ張つた。翌日
朝、意識清明となり覚醒し、頭痛や麻痺・硬直等の症状緩和。翌日、解熱、
異常行動なく全身状態改善のため退院となるが、後遺症あり。

塩酸セチリジン
アセトアミノフェン

型インフルエンザ治療のため、リン酸オセルタミビル75mgx2回/日を投与。
日目にインフルエンザ軽快・回復。6日 日の10回 目投与後、学校で授業中

目線が定まらず早退。帰宅後も嗜眠傾向。採血、検尿、1出CT
:なし。脳MRI、脳波は興奮のため最後まで撮れないが、撮れた分は異常
。15日 日では異常行動、嗜眠傾向は未回復。21日 目以降の時点で父
から見て正常に戻つたと評価している。

リスロマイシン
ンフルエンザと診断。体温39℃。リン酸オセルタミビル2回 目服′
l後に悪夢を見て暴れた。その6時間後、再度暴れ、包Tの 刃を
た`。2時 間後、自殺宋遂及び異常行動は軽快。

酸セフカベンピポキシル

キストロメトルフアン・

ゾールスルホン酸カリウム

1回目服用。服用2日日、朝、夕服用後、四肢の紅斑が出現。紅斑発現2時間
後、徘徊、両上肢、手指のケイレン出現。1時間で軽快。服用3日日、朝、前
夜出現した紅斑が急速に全身に拡大してきたため、再来院。他院皮膚科に
紹介入院。

カルボシステイン
塩化デカリニウム
アセトアミノフェン

ンフルエンザ B型 治 療 のため 、夕食 後 にり:

深夜、眠つていたが、突然起き上がって、部屋中を走り出したため、家族が制
。日つきも怪しかった。異常行動発現。

リン酸オセルタミビル

異常 な行動 が 記録 されて い る事例の概要 (年矧 頃)
開始 (平 成 13年 12月)から平成 2 1年 3月 3 1日ま で )

2678-03010203 男性 15歳 150rqE 妄念 未回復 インフルエンザA型と診斬.リン敢オセルタミビル150md日を処方.同日夜､内服｡翌日昼､解熱したが.異常な発言あり.その翌日.本潮の投与中止.その後言動のまとまりがなくなり､統合失調症の発症が疑われた.本刑投与中止12日目に､幻覚妄想が活発に認められ.入院.病院内を落ちつきなく排覗.幻責妄想は乗回せ. 異常-237

268a-0500ー829 男性 15歳 75rTlg アセトアミノフェン 注妄くせ 秩iL症 芯熟あり､救急外来受診.A型インフルエンザと診断され､治~茨目的としTl) 異常-238
銃噴配合剤 ん喜) ン敢オセルタミビル投与.その後､せん妄.痘輩発現｡病院に救急搬送され､

力ルポシステイン 痩撃(痩響) 入院となる.その後急にベッドから立ち上がり､点滴ラインを引っ張った.翌日早朝､意謙清明となり覚醒し､頭痛や麻揮.硬直等の症状捷和.翌El､解乱異常行動なく全身状態改善のため退院となるが､後遺症あり｡

269B｣沌024227男性15歳 150nv レ′くミビド 噂眠 回復 A型インフルエンザ治療のため.リン酸オセルタミビル75mgx2回′日を投与. 員弁-239
塩酸セチリジン Jt*市町 4E]Bにインフルエンザ軽快.回復.6日白の10回自投与後､学校で授業中
アセトアミノフェン 突然歌を歌う.目線が定まらず早退.帰宅後も暗眠傾向○採血.検尿､脳CT

塩故ホミノベン 東洋なLo脳MRL脳波は典書のため最後まで檀れないが､撮れた分は異常なし.15日日では異常行h､曙眠傾向は禾回復D21日日以降の時点で父母から見て正常に戻つたと評価している.

2708-08024378 男性 15歳 150mg 非ピリン系感T#1(4) 異常行動 軽快 インフルエンザと診断.体温39℃.リン酸オセルタミビル2回目服用後､3時 異常-240
テリス□マイシン 自殺企図 _軽快 仰故に悪夢を見て暴れた.その6時間故､再度曇れ､包丁の刃を自分に向け

塩鮭アンプE)キソールヒベンズ酸チベピジンテプレノン ていた.2時間故､自殺未遂及び異常行I馴ま軽快.

271a-06026296 女性 15 lSOm8 非ピリン系惑7湘(4) 全身虹旋 回tl キットにてB型インフルエンザ牌性にて､リン酸オセルタミピル処方.夜､本刑 異常-241
壇酸セフカベンピボキシル 1回日服用.服用2日目､朝､タ服用後.四肢の紅斑が出現.紅斑発現2時間
ソフ7ルコン 後､排掴､両上肢､手指のケイレン出現.1時間で蛙快｡服用3日巨.朝､前日
臭化水素酸デキストロメトルファン. 夜出現した紅斑が急速に全身に拡大してきたため.再来院.他院皮4科に

クレゾールスルホン酸か)ウム鎮噴モ合剤(1)力ルポシステイン 紹介入院｡

272a-07000065 女性 15& 150∩Ⅶ 臭化水素酸T-キストE)メトル77ン 異常行動 回復 先払38oC､噴あリ.インフルエンザB型治書のため.夕*後にリン酸セルタミ 異常-242
力ルポシステイン ビル75rrql服用.
塩化デかノニウム 深夜､眠っていたが､突然起き上がって,部屋中を走り出したため､斧族が制

リン酸オセルタミビル 40



異常な行動が記録されている事例の概要 (年齢順)
2 1

、徘徊、発現。トイレに行くといつて玄関の方へ歩いていくが家族によって

制止され、その後眠つた。服用2日日、朝、本剤服用1時間30分後、トイレで号
泣しているのを稼人が発見。「母が死んだ」「怖い人が来る」等の妄想、幻党
が出現。30分後には自然に回復。本剤服用中止。服用開始から3日日、熱が

引かないため、セフトリアキソンナトリウム処方。全身状態は悪くないとのこ
と。

システイン
プラジノン

インフルエンザAに対して、リン酸オセルタミピル‖臓用開始。版用6時日
(130頃)、2階から突然飛び降りた。飛び降りた瞬間に意識が戻つた。
本人の申告では、ガラス窓と雨戸をあけて、戸外にとびおりたその瞬間に気
づいたとのこと。
用8時間後(330頃)、家族が外に転落しているのを発見。翌朝、救急で搬
CT、レントゲン異常みられず帰宅。

ンフルエンザと診断。夜、リン酸オセルタミビル服用後、就寝。翌朝、胴
て起床、室内を徘徊し、突然、自宅2階ベランダの柵を越え飛び降りよ
とした為、母親が制上した。
の後、意識回復したが異常行動の記憶はほとんど無い。

アセトアミノフェン インフルエンザ治療のため、リン酸オ
用後に患者が異常に本剤を欲しがり、

`ルタミビル投与開始。月I用3日目、月ロ
母親の首を絞めるなどの異常行動あ

アセトアミノフェン を主訴に初診。インフルエンザB型の診断にて、リン酸オセル
ミビル処方。同日夜、風呂場に行き、浴槽で頭を打ちつける異常行動を発
現。出血(少量)あり。失禁あり。意識清明まで5、6分。その後、強直発作1
認める。発熱は一度37℃台に戻るが、再び38℃台に上昇。その後、就寝。深
夜、トイレに行つたときに脱力し、意識消失。約1分後に回復したが、その後
分程度ボーつとした状態であつた。その後、通常に戻り就寝。徐々に平熱と
なった。

75 mg アセトアミノフェン
ル、アセトアミノフェン、他剤の服用開始。

日日、体温370℃あり、患者は登校できなかつた。

用5日日、体温は正常範囲に治まつたが、嗜眠状態は続いていた。

日、登校。授業中、患者は姿勢よく正座をし、大きな声で歌い始めた。他の生徒とコミュ
ニケーションをとることはできず、患者の日には彼ら力く入つていなかった。患者はせん妄状態だつ
た。両親が患者を家に連れて帰つたとき、患者は再度嗜眠状態となつた。行動には明らかな異常

たが、感者は学校に戻りたがつてはいなかつた。

剤服用終了から4日日、両親に連れられ、医療機関受診。本剤による異常行動を疑われ、搬

査、血液化学検査、頭部CT、脳MRl、脳波測定等
―運の検査で異常は認められなかつた。

入院前の診察で患者は「自分のマスクに虫がいるJと言つており、幻覚が発現していることが疑

われた。入院時、せん妄に特徴的な症状が認められた。患者は静脈を抜き取ろうとし、さもなけ

とヽ叫んだ。「ここは病院ではない。老人ホームだJと言つた。

剤服用終了から6日日、放射断層撮影検査を受けることにはなった力̀、患者は建物に入

がり、患者が興富したため全ての検査を終了することはできなかつた。      _
剤服用終了から7日日、病院受診の際、自分の番までしつとしていることができず、

道で車に鞣かれそうになりながら走り回つた。

その後、特に大きな問題もなかつたので、両親に連れられて豊校を試みた。数日日正式に退院。

患者の異常行動は、携帯で友人からのメッセージを読んだ後にだけ発現することが分かつた。こ

ことを患者自身とてもlbずかしく思つているが、自分が何をしたかを思い出すことはできなかつ

た。異常行動後、患者は全くの正常状態に戻つた。

異常行動は回復。これらのイベントの期間中、アルコールの摂取はなかつた。

リン酸オセルタミビル

果糖 な行 動 が記録されてい る事例 の 概 要 (年齢順 )
開始 (平成13年 12月) か ら平 2 1年 3月 3 1日まで )
･..,IG ホ r--̀t i,p̀二L:i---TTL;~~:;I:' 一個 ■- ■臥 ■i岩垂

､▲■ Q.JU .:_.--1生 ,_ 苛蔓 _ー=:主菜 亮 一 'it,'rJ-_._ _｢ _ 公寄切
2738-07000078 男性 ー5息 ー50ーng フマル酸エメダステン 異常行動 回 8聖インフルエンザに対して､リン酸オセルタミビル処方.本刺腰用ユ時仰30分 異常-243

力ルポシステイン 妄想 回a 後､排絢､発現.トイレに行くといって玄関の方へ歩いていくが家族によって

塩酸エプラジノン 幻覚 回せ 制止され､その後眠った.服用28日､朝.本刑服用1時間30分後､トイレで号泣しているのを雫人が発見.｢母が死んだ｣r怖い人が来る｣等の妄想､幻覚が出現.30分後には自然に回復｡本刑服用中止.服用開始から3日目､熱が引かないため､セフトリアキソンナトリウム処方.全身状態は悪くないとのこと.

274a-07000108 女性 ー5線 75rTV 非ピリン系感官刺(4) 異常行動 回tL インフルエンザAに対して､リン酸オセルタミビル服用開始.展用6時fErI故(1:30頃),2相から突然飛び降りた.飛び降りた瞬間に意誰が戻った.本人の申告では､ガラス窓と雨戸をあけて､戸外にとびおりたその瞭nJIに気づいたとのこと○服用8時間後(3:30頃)､家族が外に転落しているのを発見.翌朝､救急で搬逮.cT,レントゲン異常みられす帰宅. 異常-244

2758-07000259 男性 15鼓 75rng 異常行動 回復 8型インフルエンザと診断○夜､リン酸オセルタミビル服用後､就喪｡翌朝､膚軌として起床.室内を排楓し､突然､自宅2階ベランダの柵を越え飛び降りようとした為.母親が制止した｡その後､意識回社したが異常行動の記憶はほとんど無いC 異常-245

276a-07001356 男性 ー5iL 75rn古●アセトアミノフェン 異常行動回稚 インフルエンザ治療のため､リン酸オセルタミビル投与開始.服用3日目､服用後に患者が異常に本割を欲しがリ.母親の首を絞めるなどの異常行動あり.翌日.異常行動回吐. 異常-246

27ーB-07001670 女性 15農 75ntB アセトアミノフェン 大発作疫学 回gL 39_2○Cの発熱を主訴に初診.インフルエンザB型の診断にて､リン酸オセルタミビル処方.同日夜､風呂敬 二行き.浴槽で頭を打ちつける異常行動を発現.出血(少圭)あり.失業あり.意誠漬明まで5､6分.その後､強直発作10秒認める○発熱は一度37℃台に戻るが.再び38℃台に上昇○その後､就珠.潔衣,トイレに行ったときに脱力し､意誠消失.約l分後に回復したが､その後10分程度ポ-つとした状態であった○その後.通常,に戻り就頚.徐々に平熱となった○ gt常-247

278B-08006353 男性 15鼓 75mg アセトアミノフェン 異常行動 回tl 迅古株t奏上にてインフルエンザO型と幹ei.インフルエンザ丘状■和のため.リン灘オセルタミビル.アセト7ミノフエン､他剤の服用M始.収用3E3日,拝呈370○Cあり.点者は全校できなかった.t用5日目,拝呈は正*抱囲に治まつたが､II畦状態は抜いていた.-1用68日,全校.授暮中,古寺は姿勢よく正座をし.大きなIで救い始めた.他の生徒とコミュニケ-シヨンをとることはできず､土着の員には彼らが入っていなかつT=.患者はせん妄状態だった.両親が患舌を書に垂れて経ったとき.点者は再丘qF帳状8となった.行bには明らかなATは控められなかつたが.息舌は半枚に畏L)たがってはいなかった.本刑服用終了から48日､両親に連れられ､島々 49)生砂.本刑によるJt#行動を疑われ､*逮.年tA至､血液化学横壬､可部CT､E;MRLGは判定8-jLの溝までJt常は托められなかった.入瞭前の珍書でJLffまr自分のマスクに虫がいるJと書つており,幻tが発現していることが逢われた.入院時.せん妄に特赦的な症状が捜められた.■書はP簾を抜き取ろうとし.さもなければ書に■LJたいと叫んだ.rここは貞院ではない.毛人ホームだ｣と言った.本刑服用施了から6日日.放射断青緑彰検壬を受けることにはなったが､JL舌はJI物に入ものをI-がリ.患者がgQtLたたd)全ての換壬を終了することはできなかった.本刑服用終了から7日日.病院受診の曝､自分の書手でじっとしていることができず.♯杖の外の辻で手に嫌かれそう(=なりながら走り回った.その後.特に大きな間也もなかったので､両親に連れられて士枚を拭みた○数日Ej正式に退所,患者のJt常行動は.携帯で友人からのメッセージを挑んだ故にだけ発現することが分かった,このことを患者自身とても恥ずかしく思っているが.自分が何をしたかを思い出すことはできなかった.Jt*行動後､患者は全くの正常状態に戻った.■井行bIまE)仕.これらのイベントの期W中､アルコールの柿恥はなかった. 2008/4′1以降新規報告

リン敢オセルタミビル



異常な行動が記録されている事例の概要 (年齢順)
か 2 1

セトアミノフェン

ンフルエンザA診断後リン酸オセルタミビル投与開始。翌日興奮状態で自
を飛び出していくが、しばらくして帰宅(本人は覚えている。)。その後解熱、
奮(異常行動)回復。

きヽなり立ち上がり、ポーとしているなど)、意識障害(傾眠)、

74日 後、症状改善し、退院。

日、異常行動、意識障害(傾眠)、意識障害(失見当識)軽快。

(39℃)が出たため、姉に処方されていた本剤を服用し、受診。
の後、せん妄状態発現(約30分間持続)。
すようになつたが、自室に入った。せん妄状態で発熱(39℃)が続いており、
たヽ頃に本剤を追加服用。

こ倒れていたところを家族が発見、中2階から転落した様子だが、本人記憶なし。

クラリスロマイシン
塩化リゾチーム
塩酸アンプロキソール
アセトアミノフェン

72℃ )、頭痛、咳、鼻症状、関節痛、倦怠感があり、確定診断後、タ

帯、ポーつとした感じでベランダに出て行き失踪。
が素足のまま帰宅する。本人は、この間の記憶が全くない。

ンフルエンザ治療のため、
だし、階段から飛び降りようとするが、母親がせき止める。同日、本剤服用
了。服用終了3日日、異常行動回復。

ンフルエンザA型 て、リン酸オセルタミビル処方。夕方より、

発熱もおさまつていないのに、とにかく走りたくてしかたがない気分と
り、家を飛び出して20分程度ランニングして帰宅。止めることのできない行
であつた。
与開始4日日、熱も下がり、明らかなインフルエンザ症状は改善したにもか
らず、食欲は極めてあるのに約10日間学校に行くことができない、寝て
なヽくてはならないしんどさが続いた。
与開始5日日、朝、本剤服用後、服用終了。

方。夕方より服用開始。
、急に起き上がり、靴も履かず寝間着のまま外へ飛び出す。近くのコン
ニヘ行くも10分位で帰宅。その後再び就寝。服用2日日、起床。39℃台の
持続。昨夜外出したことは断片的に記憶あり。

メトクロプラミド
ラクトミン

基礎疾患があるため親からの要望で、インフルエンザ灘
ルタミビル処方。気分が悪かつたので翌日の服用中止。
2回服用し、投与終了。
本剤服用終了から4日日、異常行動発現。大声を出すなど
近くの内科に入院となつたが、階段をのぼつたり、9階から1階まで降りたりを
数回くり返す症状があり、内科病院では管理ができないため精神科の病院ヘ

転院治療を受けた。
本剤服用終了から約lヶ月日、症状改善したとの連絡があつた。

リン酸オセルタミビル

異常な行動が記錬されている事例の概要 (年齢順)
開始 (平成13年 12月)から平成21年3月31日まで)

.i-i ぎ振■′一一■ た帯L1-;.::-,-→⊥-;一一 一--lコ■仙■ltl■■■■JLd ;ilJ,.:,.,言 二 恵 感 触 LJ岳表毎 岳 ..瓜 一品 範

2788-05021030男性 16鼓 75rTlg 非ピリン系感T刑(4) 灘嬢 回 インフルエンザA診断後I)ン酸オセルタミビル投与開始○翌日興奮状態で自 異常-248
セラベブタ-ゼ 宅を飛び出していくが､しばらくして帰宅(本人は覚えている○).その後解熱.

アセトアミノフェンイブプE3フエン 舛書(異常行動)回復.

280a-0602504ー 男性18鼓150TnB 免常行動傾眠失見当識 軽 快転快軽快 インフルエンザA型と捗節され.リン酸オセルタミビル処方.投与帥始38枚.平熱.異常行動(いきなり立ち上がり､ポーとしているなど)､意許印書(憤眠)､tH尽書(失見当托)発現.経過故買の為.入快.投与抵74日後､症状改善し､退焼.iL駄4.日徒まで.見当JL叶7あL).空Ej､異常行動､舌鼓陣書(偵眠).書経障害(失見当誰)軽快○ 異常-249

28ーB■06025191 男性 ー8歳 150m& 紐妄 回復 過去に本湘内服あるが､その時I一作用なし.高良(39℃)が出たため,#に処方されていた本剤を服用し.受診.その後､せん妄状態発現(約30分rq持続)｡あlZ九だすようになったが.自主に入った.せん妄状態で先払(39○C)が続いており､蒲ち暮いた頃に本刑を追加服用.底に倒れていたところを崇族が発見､中2階から転落した様子だが､本人記憶なし.せん妄牡蛎直也.翌日､来院.高松(38.9℃)推珠. 異常-250

282白-08025425 男性 18歳 75m& クラリス口マイシン 罵汝変容 回復 発熱(37.2℃)､頭痛.咳､鼻症状､関節痛､倦怠感があり.確定診断後､夕 異常-25ー
塩化リゾチーム 状態 方本刑を膿用.

塩酸アンプロキソール 夜間帯.ポーつとした感じでベランダに出て行き失綜o
アセトアミノフェン 本人が素足のまま帰宅する.本人は.この間の記憶が全くない.

283a-07000240 男性 16 150m阜 パルプE)酸ナトリウム 異常行劃 回佳 インフルエンザ治療のため､リン簡オセルタミビル服用開始.服角3日目､曇 異常-252

酢敢デスモプレシン 九だし､階段から飛び降りようとするが､母親がせき止める.同日.本刑服用熊了｡服用終了3日目､異常行動回牡.

284B-07003912 男性 18単 150mg 葛租溝 異常行動 国技 インフルエンザA型の診断にて､リン酸オセルタミビル処方.夕方より､本刑服 異常-253

アセトアミノフェン 用開始.発熱もおさまっていないのに､とにかく走りたくてしかたがない気分となり.家を飛び出して20分程度ランニングして帰宅.止めることのできない行Lhであった.投与開始4日目.熱も下がり､明らかなインフルエンザ症状は改善したにもかかわらず､食欲は極めてあるのに約10日間学校に行くことができない.寝ていなくてほならないしんどさが続いた.投与開始5日目､朝､本剤服用後.服用終了.

285a-07005448 男性 18見 75FTIg アセトアミノフェン 異常行動 回 夕方.40○Cの発熱あり○インフルエンザB型の診断にて.リン軌オセルタミビ 異常-254

テオフィリン ル処方.夕方より服用開始.未明､急に起き上がり､靴も履かず寝間着のまま外へ飛び出す.近くのコンビ二へ行くも10分位で帰宅.その後再び就嬢,服用2日目.起床.39℃台の発熱持続○昨夜外出したことは断片的に記憶あり○

286E3-08028874 男性 16見 75rnE カルバマゼピン 異常行動 回復 基礎疾患があるため親からの要望で､インフルエンザ治療のためリン酸オセ 2008′4′1以降
アスピリン ルタミビル処方.気分が悪かつたので翌日の服用中止. 新組織告
メトクロプラミド 2回服用し､投与終了C

ラクトミン 本剤服用終了から4日目､異常行肋発現.大声を出すなど異常行動がみられ

リン酸オセルタミビル



異常な行動が記録されている事例の概要 (年齢順)

インフルエンザA型と診断、リン酸オセルタミビル75mg及びアセトアミノフェン
を処方。同日夕方、自宅2階より飛び降り両下肢骨折し、入院。主治医による
と本剤を服用していない可能性もあるとのこと。

アモキシシリン
セラペプターゼ
塩酸アンプロキソール
耐性亭し酸薗製剤(3)
ソフアルコン

ンタジン他を処方。翌日、インフルエンザA型と診断、堀酸アマニ
ンを中止し、リン酸オセルタミビル75mgを処方(併用薬は継続)。昼食後内服
し、約2時間後、突然素足で飛び出し、lm以上のコンクリート塀を跳び越え線
路を横断し、ガードレールも越えトラックにはねられた。胸部外傷によるショッ
ク死。主治医によると、平成14年2月に本剤を5日間投与しているが異常な
かったとのこと。

アセトアミノフェン
非ピリン系感冒剤(4)
塩酸エプラジノン
アズレンスルホン酸ナトリウム・L―
グルタミン

ンフルエンザA治景のためリン酸オセルタミビル投与開始。その夜、軍人
,て怖い怖いとベランダから逃げるような行動をとる。妄想発現。救急外来

ンフルエンザB治 授のため、リン餞オセルタミビルHll用開贈。夕万、洗口言の上にコ

上がり、自殺すると20分 ほど叫ぶ等の異常行動発現。その後、リピングをかけまわ

ピョンピョンとぶ。「もうダメだ、どうにもならない、外に出ないと」と興書。発現4時間
落ちつくが、本人は覚えていない。夢の中で何か興奮していたと本人は言つてい

る。翌日、舌がマヒ。服用4日日、異常行動回復。

インフルエンザA型治療のため、リン酸オセルタミビル服用開始。夜、突然ト
レに行き、その後ロックを外し外に出ようとする。ベランダに出た時は飛び降
りようとしたので、母親が必死に止め、事なきを得た。
翌日、異常行動回復。

アセトアミノフェン ンフルエンザにてり:
25時間後に突然寝ていたが起きだし、外に飛び出し15分後に戻る。その間
記憶なし。翌日(367℃)外来受診し本剤中止、異常行動回復。

リン酸オセルタミビル

異 常 な 行 動 が 記 録 され て い る事 例 の 概 要 (年齢順 )
開 始 (平 成 13年 12月) か ら平 成 21年 3月 3 1日 ま で)

I- 二 年 蛋諒 蔓 転 調 野 趣 鞄 肇轟 - __I- -qu 芦畢轟増; ■こ..■′

267a-04007197 男性 17鼓 75rTlg アセトアミノフェン 幻覚下旗骨折 不明 インフルエンザA型と診断､l)ン酸オセルタミビル75mg及びアセトアミノフェンを処方.同日夕方､自宅2階より飛び降り両下肢骨折し.入院｡主治医によると本剤を服用していない可能性もあるとのこと. 東洋一255

ZBB8-04008:柑9 男性 17歳 75mg 塩故アマンタジン 異常行動 死亡 塩酸7マンタジン他を処方○翌Ej､インフルエンザA型と診断､塩散アマンタジ果無-256
アモキシシリン ンを中止し､リン酸オセルタミビル75mgを処方(併用薬は継続)｡昼*後内服 死亡-16
セラペブタ-ゼ し.約2時間後､突然素足で飛び出し､1m以上のコンクリート塀を跳び越え線
塩酸アンプロキソ-ル 路を横断し､ガードレールも越えトラックにはねられた.胸部外傷によるシ∃ツ
耐性乳敢薗製剤(3) ク死｡主治医によると､平成14年2月に本刑を5日nJI投与しているが異常な
ソファノレコン かつたとのこと8

2f柑B-05021111 男性 17鼓 150mg アセトアミノフェン 妄想(妄 同社 インフルエンザA治蝶のためリン酸オセルタミビル授与開始○その夜､家人を 異常-257
非ピリン系感冒剤(4) 憩) 見て怖い怖いとベランダから逃げるような行動をとる○妄想発現.救急外来受

塩酸エプラジノンアズレンスルホン酸ナトリウム.L-グルタミン 担q翌日回硬.

2908-17000087 男性 17註 75rTLg 塩酸セチリジン 異牡行動自殺企園 亙年回色 インフルエンザB治療のため､リン鼓オセルタミビル収用阿始.夕方､洗面台の上に立ち上がり.自殺すると20分ほど叫ぶ等の異常行動発現.その後.リビングをかけまわち.ピョンピョンとぶ,rもうダメだ､どうにもならない､外に出ないと｣と典暮.発現4時rPI改､落ちつくが.本人は覚えていない.事の中で何か兵書していたと本人は育っている.翌日.舌がマヒ｡服用4日目.異常行動回従. 異♯-258

291a-07004079 男性 178 t50rTlg アセトアミノフェン 異常行Jh回仕 インフルエンザA型治療のため､リン酸オセルタミビル収用開始.夜､突然トイレに行き､その後ロックを外し外に出ようとする.ベランダに出た時は飛び降りようとしたので､母親が必死に止め､事なきを得た.翌日､異常行動回復. 異常-259

292I 8-05025437 男性 18鹿 150rTV アセトアミノフェン 異常行動 回gl A型インフルエンザにてリン酸オセルタミビル肢用冊始(39.1℃).2回目線用 異常-260

リン酸オセルタミビル



異常な行動が記録されている事例の概要 (年齢順)
(販売開始 (平成 13年 1 1年 3 3 1

ズレンスルホン酸ナトリウム
3月 19日 、インフルエ:

日目(3月23日 )朝、本剤75mg服用し、その後本剤の月風用はしていな

てヽいたが、咳、痰はなかつた。
月25日 朝より手首を傷つけたり、死にたいなどと口走るようになり、家族が
をつけていたが昼頃2階の窓より飛び降りて胸腰椎を骨折。

'、リン酸オセルタミビルを月風用し、外に飛び出る異常行動発現。
インフルエンザ(体温39.2℃)に対して、リン酸オセルタミビル服用開始。
日日、家から飛び出ていた。本人は何故家から出たかの記憶がない。

、B型インフルエンザに対して、夕方、B型インフルエンザに対して、リン酸オセルタミビル処方。1回目

暴れて外に飛び出そうとしたところを父親が確保。
日日、夕方、本剤服用後も暴れるが、父親が確保。
日日、朝、本剤服用時には症状は発現しなかつた。夕方、本剤服用。
用し、インフルエンザ症状は回復。2回の異常行動について本

化水素酸デキストロメトルフアン
化リゾチーム
ズレンスルホン酸ナトリウム・レグ
タミン

)発赤、腫脹あり。本剤、ボルタレン他を処方。
本剤、ボルタレン他を服用し、38℃に解熱。
、嘔吐し、睡眠する。本剤の服用は中止している。
′、興奮状態(大声を出し、興奮状態でドアをこぶしで叩き壊し、膝
テレビを割るほど殴る:3～4分間)となり、両手甲部に外裂傷。

罰半後、体温39℃になり、精神状態も落ち着く。
、体温37℃、不租状態、興奮状態は回復。

リン系感冒剤(4)

治療のためにリン酸オセル
開始した。投与開始から5日目に自傷行為と記憶消失が発現し、約5時間
に回復した。服用開始から6日目にインフルエンザが軽快している。

咳、鼻汁の症状あり。インフルエこ

ビル、アセトアミノフェンを服用し帰宅。月風用1時間後、うつろで状態
がおかしかった。月風用4時間後、大声で叫んだり、わめき錯舌ししたような状態
で、家族の制止聞かず自室からでていこうとするような異常行動あり、救急車
にて搬送。経過観察が必要と判断し即入院。

リン酸オセルタミビル

異 常 な行 動が記 録 され て い る事例 の 概 要 (年齢 順 )

開始 (平 成 13年 12月) か ら平 2 1年 3月 3 1日まで )

I ■- 'F等≡T巴 ■.-丁茄 .I.町 で千言諒芯li-- -" -a-I.=r-I:ヾ一二-真読 5. ㌔1-:字識 卓- 捗 ~
⊥ ｣ーp-i 潜 蔽 kf.二兎, :.W::,_i:,._:itヨ',Lr l 31 .I,).

2938-0602684B 女性 18歳 150mg 帝青果 転倒 後遺症 本年3月19日､インフルエンザ日と昏軒.リン態オセルタミビル5Ej分等処方 異常-261

アズレンスルホン酸ナトリウム 自施行n 回復 される.処方5日目(3月23日)朝､本剤75mg服用し.その後本剤の服用はしていない.轍熱は購いていたが､咳.癖はなかった○3月～5日朝よL)手首を傷つけたり.死にたいなどと口走るようになり.家族が東をつけていたが昼頃2階の窓より飛び降りて胸腰椎を骨折.

294B-070ー3137 男性 18妊 ー50rnE 異常行動異常行動 不明回tL 以前､リン酸オセルタミビルを服用し､外に飛び出る異常行動発現.A型インフルエンザ(体温39.2℃)に対して､リン酸オセルタミビル服用開始.他用2日目､家から飛び出ていた○本人は何故家から出たかの記憶がない〇本湘服用中止. 異常-282

2958-07013376 男性 18歳 150mg 異常行動 回牡 夕方､B型インフルエンザに対して.リン酸オセルタミビル処方.1回目侵用2時間蛙､暴れて外に飛び出そうとしたところを父親が確保｡凪用28日､夕方､本剤服用後も暴れるが､父親が確保.収用3日目､朝､本剤服用時には症状は発現しなかった.夕方､本刑服用.車軸38間服用し､インフルエンザ症状は回復｡2回の異常行動について本人の配せはなかつた. 異膏-263

296a-05022154 男性 19# 75Tng ジクE)フエナウナトリウム 裁強 E)牧 高熱(40.2℃)のため_受診. 異常-264
臭化水素酸デキストロメトルファン 落ち着き 噛頭部の発赤､腫脹あり.本剤､ボルタレン他を処方○
塩化リゾチーム のなさ 糖宅建.本剤.ポルタレン他を服用し､38℃に解熱C
アズレンスルホン敢ナトリウム.L-グ その艶､唖吐し､睡眠する.本剤の服用は中止している.
ルタミン 突轟覚醒し､奥書状態(大声を出し､興奮状態でドアをこぶLで叩き壊し､膝
ウラリスロマイシン 駄LJなどでテレビを割るほど殴る:3-4分間)となり､両手甲部に外裂傷,

バファリンA 3時nJI半後､体温39℃になり､精神状態も落ち着く.翌日､体温37○C､不穏状態､興奮状態は回復.

297I a-08005344女性 19歳 150rTlg 酒石放ゾルビデム 自体行動 回gE インフルエンザ(診断稚定未実施)治療のためにIJン幹オセルタミビルの服用 異常-265

エチゾラム 健忘 回 を開始し1=○投与開始から5日E)に自佑行為と記憶消失が発現し.約5時間
非ピリン系感官剤(4) 後に回牡した.服用開始から6日目にインフルエンザが軽快している.

29Ba-07(】07066 男性 19歳 7.5rng アセトアミノフェン 異常行動 軽快 前日春頃､発熱､咳､A汁の症状ありoインフルエンザA型と診軒され､リン捜 異常-266
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異常な行動が記録されている事例の概要 (年齢順)
1 3年 1 2 1

鎮咳配合剤(1)
塩酸ツロプテロール
塩酸アンプロキソール

日、統合失調症様症状伴う躁状態が発現。気分高揚を自党。
与終了から4日日、「私は死んだほうがいい」とベランダから飛び降り

うとする行為(母が静止)や「大学は私が創つた」といつた誇大妄想や人物
誤認などがあつた。
本剤投与終了から5日日、当院入院中で、薬物療法を経続中。

発熱(394℃)、咳、鼻症状にて確定診断後本剤処方。夕刻397℃ 内服開始。
翌朝36℃台となるが、夜寝ようとしてもソワソワして眠れなかつた(躁状態)。
本剤の服用が終了しても、躁状態継続し、歩き回り、入院となる。

インフルエンザA型 治療のため、リン酸オセルタミビル投与。当日、
動、過換気発現。寝ようとしたら急に不安になつて叫びだしたりした。約5時間

アセトアミノフェン
塩酸プロムヘキシン
酪酸菌製剤
ポビドンヨード
塩酸エプラジノン

A型インフルエンサに対して、リン酸セルタミビル処万。月L用後、数時間でうわ
ごと、フラフラと無意識に歩行(この段階では高熟状態継続)。服用2日日、母

て、リン酸 セル タミビル 処 万 。

親、患者の判断により、本剤中止。熱はほぼ平熱に低下。異常行動は回復。

塩酸セフカベンピボキシル
レバミピド
アセトアミノフェン
塩酸モサプラミン
リスペリドン
塩酸ビペリデン
クロルプロマジン・プロメタジン配合

A型インフルエンサと診断され、塩酸アマンタジン、カルボシステイン、現酸セ
フカペンピポキシル、レバピミド、アセトアミノフェン(頓用)処方。精神病薬を服
用している。塩酸アマンタジンからリン酸オセルタミビルに変更。帰宅し本剤
服用後、自宅マンシヨン6階から飛び降りる。患者は―命を取り留めるが、現
在身体障害者となつている。
なお、患者lょもともと熱を出すとフラフラする体質で、異常行動を起こす前に
もめまい等起こしている。
(2004年の症例)

ンフルエンサ陽性に対して、リン酸オセルタミビル服用開始。服用開始5～〔

間後(夕方)に急に玄関に飛び出し、玄関前にてば一っと立つてばんやりし
ている所を親が発見した。その後、意識は回復。患者はその事を覚えていな

リン酸オセルタミビル

異 常 な行 動が 記 録 され て い る事 例 の 概 要 (年 齢 順 )

開始 (平 成 13年 12月)か ら平 成 2 1年 3月 3 1日ま で)

■毒願 望蒜1-4l き幸司 =‥Axt:+ ■ 軒 獲 壷 ■漂 嗣 誕 嘉 澱 を 頭 荘 F讃F:丁苛｣ちぎヲ二一一i二土一一.i-.1重軍 野 草 警 苧 車 露ポ ー一議 ㌻ 軍苛 t∴1,.1日-.ユー.-.--ir__-L督 蓋

299ら-08028880 女性 19溝 75m8 クラリスロマイシン 艶病 乗回せ インフルエンザ治dEのためリン敢オセルタミビル服用. 2008/4/1以降
鏡咳配合剤(1) 服用2日目､統合失調症様症状伴う操状態が発現.気分高揚を自賞. 斬僻 告
塩酸ツロブテロ-ル 本刑役与終了から48日.｢私は死んだほうがいい｣とベランダから飛び降り

塩酸アンプロキソール ようとする行為(母が静止)や｢大学は私が創った｣といった誇大妄想や人物誤認などがあった.本剤投与終了から5日目､当院入院中で､薬物療法を継続中.

300E3-050232T9 男性 20丑 150m旦 不明 棟病 軽快 捜うつ病の家族歴あLJ.発熱(39.4℃)､噴､鼻症状にて確定診断後本剤処方.夕刻39.7℃内服開始.翌朝36℃台となるが､夜壌ようとしてもソワソワして眠れなかった(操状態)〇本剤の服用が終了しても､捜状態継続し､歩き回り､入院となる｡ 異常-267

301a-06022861男性 20歳 150TTtg 塩酸プE=力テE)-ル 異常行JZ)過換気 軽快回復 インフルエンザA型治療のため､IJン酸オセルタミビル投与.当日.異常行動､過換気発現.珠ようとしたら急に不安になって叫びだしたりした.約5時間瞳.眠壊､異常行動叛快.過換気回8(. 異常-268

302a-07 0 ー3249 女性 20歳 75rTIB アセトアミノフェン 詠妄 E]牧 A型インフルエンザに対して.リン車セルタミビル処方.服用後､数時間でうわ 異常-269
塩酸プE3ムヘキシン 異常行動 回復 ごと､フラフラと無意喜掛こ歩行(この段階では高熱状頼継続)｡服用2日El､母

酪酸菌製剤ポビドンヨード塩酸エプラジノン 親､患者の判断により､本剤中止.熟はほぼ平熱に低下.異常行動は回稚○

SOつa-07003477男性 23葡 75m& 塩古妻7ンプロキソール 異常行動 不明 A型インフルエンザと診断され､塩酸アマンタジン､力ルポシステイン､塩酸セ 異常-270
塩酸セフカペンピボキシル フカペンピボキシル､レ′くどミド､アセトアミノフェン(頓用)処方○精神病薬を服
レバミピド 用している○塩酸アマンタジンからリン酸オセルタミビルに変更.帰宅し本剤
アセトアミノフェン 服用後､自宅マンション6階から飛び降りる.患者は一命を取り留めるが､現
塩酸モサプラミン 在身体障害者となっている.
リスペリドン なお､患者はもともと熱を出すとフラフラする体質で､異常行動を起こす前に
塩酸ビペリテン もめまい等起こしている.

クロルプロマジン.プロメタジン配合■■l′1ヽ (2004年の症例)

304B-勺7013331男性 23歳 160∩Ⅶ 異常行動 回埋 インフルエンザ随性に対して､リン酸オセルタミビル服用開始o服用開始5-6時間後(夕方)に急に玄関に飛び出し､玄関前にてぼーっと立ってぼんやりしている所を親が発見した○その後､意証は回復○患者はその事を覚えていないとのこと. 異常-271
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異常な行動が記 されている事例の概要 (年齢順)
(販 3年 1 2

力くさ力くつた。
投与開始2日日、元気になつた。夜、異常行動、感情失禁発現。吐き気あり。
気分が高揚し、走り出したい気分となり、何をみても実いが止まらない状態と
なつた。自制しようとする意識もあるが、走り出したい自分を止められず、家
族に助けを求める。発現1時間後、大声で実いが止まらない。そのうち笑いが
止まらないことに対して泣き出す。見当識障害多少あり。
投与開始3日日、朝、ほぼ元通りの人格に戻つた。

クラリスロマイシン
リン酸ジメモルフアン
塩化リゾチーム
アセトアミノフェン
ジクロフェナクナトリウム

フルエンザA型と診断され、リン酸オセルタミビル処万。本剤服用後、異
動(自殺企図:マンションの渡り廊下に豊ろうとする。何力ヽ こおびえた様
子で「死んでから謝ろうと思つた」と発言)発現。
落ち着いてから話をすると自分のとつた行動に記憶があり、当時不安になる
ような心当たりはまつたくないとの由。
翌日、約2時間後に再び異常行動。

セラペプターゼ
消化酵素
耐性早L酸薗

、咳、咽頭痛等有り受診、A型インフルエンザと診断。治療目的にてリン
酸オセルタミビル投与。本剤投与10分後、気分変調有り、何をするか分から
ない(例えば刃物を振り回すかもしれない)感じがした。玄関の辺りでドアを
飛ばしたりした後、倒れていたため、救急搬送される。病院にて処置を受けた
後帰宅。その後、症状回復。

インフルエンザに対して、リン酸オセルタミビル処方。
服用3日日、寝ていていきなり起きあがり包Tを 持つ。
日日、寝ていていきなり、道路に飛び出した。

服用5日日、本剤服用中止。
中止1日後、意識清明。

ロキソプロフエンナトリウム
。インフルエンサA型 と診断され、リン酸オセル

こ錯乱状態となり、自宅2階から飛び降り、足を骨折。
他院を受診、その際意識もはっきりしており、体温も36℃台で

日後、整形外科で手術。
院中、意識レベル正常、異常行動回復。

リン酸オセルタミビル

異 常 な 行 動 が 記 録 され てい る事 例 の 概 要 (年 齢 順)
開 始 (平 成 13年 12月 ) か ら 平 成 2 1年 3月31日まで)

い I -ヽ -_ T J ,二,/:こ='b '･ぷ 1 ゝ,こ /こ.I_一■ヽ■斗 ti 二 二 遷 軍 票 慧 a-'､譲 惑 t.1 ▲ ~iLhl̀:T7-5_giiii-～- 塵 盛 笠 √~.弓

305 8 - 0 7003186 女性 24線 150m一 黒井行動虚fF不安定 回復回gL インフルエンザB型と夢斬され.リン酸オセルタミビル混用開始.収用後､熱がさがつた○投与開始2日目､元気になった.衣.異常行h､感情失禁発現｡吐き気あり.気分が高揚し､走り出したい気分となり､何をみても笑いが止まらない状態となった｡自制しようとする意譲もあるが､走り出したい自分を止められず､家族に助けを求める.発現1時間後､大声で笑いが止まらない,そのうち笑いが止まらないことに対して泣き出す.見当揮障害多少あり.投与開始3日目､朝､ほぼ元通りの人格に戻った｡ 異常-272

306a-06025316 男性 26歳 150nq クラリスロマイシン 自殺企国 回 インフルエンザA型と診断され､lJン酸オセルタミビル処方｡本刑服用後､異 異常-273
リン酸ジメモルファン ♯行動(自殺企園:マンションの渡り廊下に登ろうとする｡何かにおぴえた様
塩化lJゾチ-ム 子でr死んでから謝ろうと思った｣と発言)発現.
アセトアミノフェン 落ち着いてから話をすると自分のとった行動に記憶があり.当時不安になる

ジクロフエナクナトリウム ような心当たりはまったくないとの由.翌日.約2時間後に再び異常行動.

307B-03001089 男性 28& 75mg クラリス口マイシン 気分変劃 回 発熱､咳､咽頭痛等有 り受診､A型インフルエンザと診断｡治井目的にTfJン 異常-274
セラペブタ-ゼ 鞍オセルタミビル投与 .本剤投与10分後､気分変調有り､何をするか分から
消化群兼 ない(例えば刃物を振 り回すかもしれない)感じがした.玄BFlの辺りでドアを鞍

耐性乳艶薗 飛ばしたりした後.倒れていたため､救急搬送される.病院にて処置を受けた後柵宅.その後､症状回復,

308a-87001686 男性 SO歳 150m丘 アモキシシリン 異常行Jb回4 インフルエンザに対して､リン酸オセルタミビル処方.服用3日目､凍ていていきなり起きあがり包Tを持つ.混用4日目､建ていていきなり､道路に飛び出した.服用5Ⅰ∃目､本刑服用中止.中止1日後､意汝,1明. 異常-275

309a-06025192男性 32歳 75m名 葛根湯 異常行動 回復 発熱あり.インフルエンザA型と診断され､lJン酸オセルタミビル服薬4時rLn牲 興*-276

口キソプロフエンナトリウム に錯乱状態となり､自宅2階から飛び降り､足を骨折.骨折のため.他院を受診､その際意識もはつきt)しており､体温も36℃台であった.4日後.整形外科で手術.入焼中.意謙レベル正常､異常行動回復.

SIDa.-06026629女性 32鼓 150mg 推持薄く3) 憲恥FI失回復 リン敢オセルタミビルflR用3時間後､夜Elが賞めて気がついたらH レに行つ 異常-277
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異

＜
行動が記録されている事例の概要 (年齢順)

13年 12月 )か 2 1

インフルエンザに対して(体温は39～40℃)で、リン酸オセ
始。同日夜、幻覚がみられた。(階段をかけ下りる。)
日、口内炎が発現。本剤中止。その後、幻覚は回復。

香酸ナトリウムカフェイン
液
:キシムプロキセチル

塩化リゾチーム
ン酸クロルフエニラミン

リチル酸ナトリウム

ン酸 ・L―システイン

翌日の夜中、不眠、不安発現。服用中止。
翌日、幻覚発現し、来院。その後も興奮状態続き、知党過敏が発現。
その2日後、不眠、不安、興奮状態、知党過敏、幻党は次第に消失。
その5日後、回復

インフルエンザ治療のためリン酸オセルタミビル服用開始。発熱あり。
異常行動発現。夜に熱が出て、トイレに行き出たところから記憶がない。トイ
から出てきた後、家の中を走り回り、テレビ台に激突し、怪我をした。医師
ぼうかとの問いかけに対して「いらない」と答え、原因不明の腹痛もあっ
がそのまま就寝。その際の記憶もない。

バルプロ酸ナトリウム

マレイン酸フルボキサミン

ルエンサB型 と診断^リン酸オセルタミビル

が出現。マンション4階に居住しているがベ

すぐ近くに地面があるかのごとくの錯覚あり。
姿がみえるなどの幻視もあつたが夫に止められ事なきを得た。

ベンズ酸チペビジン

世インフルエンサの診断にて、リン酸オセルタミビル1501
、自分の前後の記憶が―部飛んでるのに気付く。また、
いるのに気付かず、踏切板が頭に当たって恐怖を感じる。

カルポシステイン
塩酸シプロヘプタジン
鎮咳配合剤(1)
ジクロフェナクナトリウム
ンゲル液(ブドウ糖加)(2-2)

インフルエンザAと診断。午後よリリン酸オセルタミビル服用開始。投与4日
日、朝から何度も外出しようとして家族に連れ戻される。午後より、訳のわか
こヽとを言いはじめる。投与5日日、錯乱状態。

ンズ酸チペピジン
リン酸ジメモルフアン

期外収縮及び心房細動の思者。発熱、咳、鼻症状、関節痛及び倦怠感が″
り、インフルエンザの疑いで、リン酸オセルタミビルを服用開始(併用薬は左
記のとおり)。服用3日目の夜、家人に気づかれないまま車で外出。自宅より
30km離れた海の岸壁で車が発見され、人が海に落ちた形跡あり。約2ヶ月
後、海中より死亡した本人が発見された。

1日分処方1週間後、自殺未遂。首をつろうとしてし
未遂前に本剤内服していたかは不明。

リン酸オセルタミビル

異 常 な行 動 が 記 録 されてい る事 例 の概 要 (年 齢 順 )
開始 (平 成 13年12月 ) か ら平 成 2 1年 3月 3 1日まで)

3一一8-870ー33t4女性 32姓 150汀培 幻覚 回 インフルエンザに対して(体温は39-40℃)で.リン散オセルタミピルを鹿用朋始.同日夜.幻覚がみられた.(緒段をかけ下りる.)級用38日.口内炎が発現.本剤中止.その後.幻覚は回復. 異常-278

312a-勺3000831 女性 35鼓 150mg アセトアミノフェンl 不安 回復 東熊(38-39℃).現れ 現妨痔.咽放れ 咽頚発赤.不現状娃l=て本刑投与肺 異常-279
安息香酸ナト)ウムカフェイン的始液 知先過敏 始.翌日の夜中､不眠､不安発現.服用中止○
セフポドキシムプロキセチル 翌日､幻父発現し､来院○その後も邦書状態続き､知覚過敏が発現.
塩化リゾチーム その2日後､不眠､不安､興書状態.如実過臥 幻Xは次第に消失.

♂-マレイン酸クロルフェニラミンサリチル酸ナトリウム銃噴湘アスコルビン鼓,L-システインカルポシステイン その5日建.回復

313B一心8827728 女性 30護代 投与t不明 異常行地 不明 インフルエンザ治療のためリン酸オセルタミビル服用開始｡発熱あり｡異常行動発現.夜に熟が出て､トイレに行き出たところから記憶がない.トイレから出てきた後､家の中を走り回り,テレビ台に激突し､怪我をした.医師を呼ぼうかとの問いかけに対して｢いらない｣と答え､原因不明の腹痛もあつたがそのまま就寝○その際の記憶もない. 2008′4′1以降新津報告

314B-06026663 女性 40歳 15DmE 炭酸リチウム 不忠雑の 同社 インフルエンザB型と診断.リン敢オセルタミビル75rrv投与後比較的早く､浮 異常-280
′くルプロ酸ナトリウム 国のアリ 退席が出現.マンション4階に居住しているがベランダから下をみるとあたか
エチゾラム ス症候群 もすぐ近くに地面があるかのごとくの銘文あり｡

ロフラゼプ故エチルマレイン酸フルポキサミン 鳥の姿がみえるなどの幻視もあつたが夫に止められ事なきを得た○

315B-06026707男性 45歳 150mg レ′くミビド 昔誰変容 回社 A型インフルエンザの診断にて､リン敢オセルタミビル150JTIB/目処方.歩行 異常-287
セラベブタ-ゼ 戟 中､自分の前後の記憶が一部飛んでるのに気付く.また､踏切の董Fi機がお

ヒベンズ敢チベピジン塩酸エビナステン りているのに気付かず､踏切板が頭に当たって恐怖を感じる.

3ー68-07000244 女性 48鼓 150叩 非ピリン系患 7利く4) 錯乱状態 回復 インフルエンザAと診断○牛後よりリン酸オセルタミビル服用開始.投与4日 異常-282
加 レポシステイン 目､朝から何度も外出しようとして素族に連れ戻される.午後より､訳のわか

塩故 シプロへブタジン故 咳配合剤 (1)ジクロフエナクナトリウム軒蛙リンゲル液(ブドウf*加)(2-2) らないことを言いはじめる.投与5日目,錯乱状態.

3178-06004486 男性 49歳 150mg 非ピリン系鮭冒剤 死亡 死亡 期外収縮及び心房細動の患者.発熱､咳､JL症状､関節痛及び倦怠感があ 異常-283
アスピリン リ､インフルエンザの疑いで､リン酸オセルタミビルを服用開始(併用薬は左 死亡-36
ヒベンズ酸チペピジン 寵のとおり)○服用3日巨の夜､家人に気づかれないまま車で外出○自宅より
リン酸ジメモルファン 30krn離れた海の岸壁で車が発見され､人が海に落ちた形跡あり｡約2ケ月

フラノプロフエン塩巨垂セトラキサート 後､海中より死亡した本人が発見された.

リン世オセルタミビル
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異常な行動が記録されている事例の概要 (年齢順)
(販売

セトアミノフェン
ノ酸・糖・電解質(2-3) た力く入院7日目に院内でA型インフルエンザに感染。18時頃、両下肢のしび

れ感などの合併があり、将来の健康に関して全般的不安を訴えていた。19時
頃に本剤服用開始(体温392℃あリアセトアミノフェンを本剤とともに服用)。
22時の体温は373℃。翌朝5時に生存を確認。6時30分病床不在確認、7時39
分飛び降りて死亡しているのが発見された。自室のノートに遺書有り。

ジクロフエナクナトリウ
アズレンスルホン酸ナトリウム・L―
グルタミン

ンフル エンザ 横査 陰性 。リン酸オセル タミビル投薬 。夕万 、本剤 、ジクロフエ

クナトリウム服用後、しゃべりにくくなり、また身体が痛く動けなくなる。夜
中、他院に受診。インフルエンザ検査陰性。以後本剤服用せず。車で移動中
こ車から道路に出ようとした。

レポチロキシンナトリウム
ニフエジビン
塩酸ジルチアゼム
フロセミド

ンフルエンザ罹患3日前、糖尿病により右足を形成外科にて

入院。
高熱あり。診断キットにてインフルエンザA陽性のため、リン酸オセルタミビル
75mgl日 2回月風用。
夜、ベッドから降リベッドの柵に頭を何度も打つ、その後、部屋から出ようとし
こ制止されるが暴れまくる。

後に意識が回復し看護師が暴れていたことを伝えたところ当時の記憶はな
かつた。
服用開始3日日、本剤投与後再度、異常行動、せん妄がみられベッドの上に
立つ等の行動があつた。CTにて脳出血等の異常なし。腎不全の疑いもあり。
異常行動はジアゼパムで鎮静。

セラペプターゼ
レバミピド

乳酸リンゲル液(マルトース加)
チアミンジスルフィド・B6・B12配 合

等を処方。
午後および就寝前に本剤服用したところ、翌朝、意識消失発現。朝食準備中
意識消失あり。気がつくと床に倒れていた。その後、勝手口まで歩き再び意
失し、地面に倒れた。顔面打撲あり。勝手口まで歩いた記憶もない。本
止。

ンフルエンザ治療目的としてリン酸オセルタミビル投与。
分服用し2時間後に精神症状発現。突然うつ状態になり、自殺したくなる。
から飛び降りたくなる衝動にかられる。翌日、精神症状回復したが、本剤
用を自発的に中止。

リン酸ベタメタゾンナトリウム
モキセフナトリウム
(3)
‐ン酸フルチカゾン

ンフルエンサの確足診断を受け、リン酸オセルタミビルを投与開始初日
夕方と就寝前に服用。投与開始から2日目の午前5時に呼吸苦が発現し、
した。また、意識障害が発現した。呼吸苦は発現当日に回復し、意識
現翌日に回復した。

リン酸オセルタミビル

異常な行動が記録されている事例の概要 (年齢順)
開始 (辛成13年 12月)から平成21年3月31日まで)

J呈_ネ ､ <-一触 出 藍 惑 J-~~=t r'ー ‥r'出 ,L 密 漁 :Ji-''密琶 喜
3ー9a-05025724男性 51逢 75mg アセトアミノフェン 精神症状 不明 防軽枝後進症に伴う埋性呼吸不全に感官を合併し入院.堤通は良好であっ 異井-285

アミノ故.頼.t解井(2-3) 自殺琵益 死亡 たが入院7日目に院内でA型インフルエンザに感染.18時頃.両下肢のしびれ感などの合併があり､将来の健康に朗して全般的不安を訴えていた.19時頃に本刑服用開始(体温391℃ありアセトアミノフェンを本剤とともに服用)｡22時の体温は37.3○C.翌朝5時に生存を確位.6時30分病沫不在確臥 7時39分飛び降りて死亡しているのが発見された.自重のノートに遺書有り. 死亡-51

3208-07000264 男性 51鼓 150m& ジク口フエナクナトリウム 烹 裟 変 容 回珠 インフルエンザ検査陰性.リン酸オセルタミビル投薬8夕方､本刑､ジクE]フエ A*-286
アズレンスルホン酸ナトリウム.｣- 状 態 ナウナトリウム服用後.しゃべりにくくなり､また身体が痛く動けなくなる,夜

グルタミン 中､他院に受診○インフルエンザ検査稔性.以後本剤服用せず.車で移動中に車から道路に出ようとした.

321a-07000076 男性 51& 75rTqE スピロノラクトン 異常行動 不明 インフルエンザ程患3-日前.糖尿病により右足を形成外科にて手術を受ける.入院. Jt*-287レボチロキシンナトリウム 汝妄 不明
ニフエジビン 腎不全 不明 高熱あり.診断キットにてインフルエンザA陽性のため､リン敢オセルタミビル
塩酸ジルチアゼム 75mg一日2回服用.

フロセミド 夜､ベッドから降りベッドの柵に頭を何度も打つ､その後､部屋から出ようとし義雄師に制止されるが暴れまくる○後に意誰が回復し看護師が暴れていたことを伝えたところ当時の紀憶はなかった.服用閑吟3日目､本剤投与後再度､異常行h､せん妄がみられベッドの上に立つ等の行動があった○CTにて脳出血等の異常なし○腎不全の疑いもあり.異常行動はジアゼパムで鉄幹q

3之2a-OBO27574 女性 55鼓 150mg 力ルポシステイン 意誰消失 回慎 籾当読受診し､インフルエンザA型と捗ri.リン酸オセルタミビル､ビタミン刺 2008′4/1以降
セラベブタ-ゼ 等を処方. 新規報告
レバミピド 午後および就食前に本剤服用したところ､翌朝､意誰消失発現.朝食準備中
ポビドンヨード 意漬消失あり.気がつくと床に倒れていた.その後､勝手口まで歩き再び憲
乳酸リンゲル液(マルトース加) JI消失し､地面に倒れた.強面打撲あり.勝手Qまで歩いた記健もない.本
チアミンジスルフィド.B6.B12配合 湘中止.
刺 収用中止後l再秦なし_

323a-05020017 男性 568 150nv 持神症状(精神症吹) 回gL インフルエンザ治療目的としてリン酸オセルタミビル投与.本刑服用4日日､夜分服用し2時間後に精神症状発現.突然うつ状態になり､自殺したくなる.窓から飛び降りたくなる衝動にかられる.翌日､精神症状回復したが､本刑収用を自発的に中止o 鼻洋一288

324B-05024386 男性 58足 150mg アミノフィリン 蒼汝変容 回復 A型インフルエンザの確定診断を受け､リン酸オセルタミビルを投与開始初日 異*-289
リン酸ベタメタゾンナトリウム 状態 回牡 の夕方と就壊前に服用｡投与開始から2日目の午前5時に呼吸苦が発現しこ
フロモキセフナトリウム 呼吸国粍 曇れ出した.また､意誰陣書が発現した.呼吸苦は発現当日に回復し､意識
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異常な行動が記録されている事例の概要 (年齢順)
(販売 1 3年 1 2

150 mg

合剤(1)
キソプロフェンナトリウム
プレノン
酸リンゲル液(マルトース加)
セトアミノフェン

′
ンフルエンザと診断し、早L酸リンゲル液、リ
エン処方。夜、本剤服用2～3時間後、就寝。
用2日日、朝、本剤服用中止。起床1時間後、意識障害、せん妄発現。
り、本人の言動がおかしい(知らない人がここにいるとか、何か見えるとか
視がある)との連絡有。起床3時間後、来院。全身の脱力感とせん妄状態
。沈静目的でフェノパルビタール投与するも改善しないため、一過性の脳
血発作を疑い、検査入院依頼。結果、脳虚血発作の可能性は薄いとのこ
昼過ぎ、点滴抜去や院内より脱走する様な異常行動あり、脳外科へ転
インフルエンザは回復。
日日、意識障害、せん妄回復。

インフルエンザ治療のため、リン酸オセルタミビル投与開始。異常行動発ヨ
本人に記憶なし。本剤投与中止。本剤服用5日後、症状は回復傾向である

ン酸オセルタミビル 月1用 後 、睡 眠 中に 目の莉 が翼 つ赤 になり、火事だと思

、ヽ家から飛び出した。また、菊の花が見えて、それを取ろうとすると花が前

サルタンカリウム
シル酸アムロジピン
シル酸ベタヒステン

ルソデスオキシコール酸

リエンホスフアチジルコリン

.発熟のため受診。インフルエンザA型 と診断され、
セルタミビル処方。本剤1回目服用数時間後、横断歩道にて待機中、信号
は赤であるにも関わらず、ふわつとした感じて飛び出してしまいそうになつた。
車のクラクションを鳴らされ、無事であつた。その後は服用せず。

リン酸オセルタミビル

異常 な行 動 が記録 されて い る事例 の概 要 (年 齢順)

開 始 (平成 13年 12月)か ら平成 2 1年 3月 3 1日まで)

京 I軒 こ立噛 - ●●.∫･L年 ..航 ､用i J'LT Y.つTIJJ-罪.i.J-J-I:-.一二.-J'.■ _J'' gL'?,.,-.5二滴 毎 ∴丁一⊥--一一 ～′l蕊 .1‥ ー~:{ド｢ 芯 t Fdb. ー--i5姐 ■r二,;三遷至芸乙二二⊥ここ_一 二__山 王 一声ゴー 一.E)公署NもSif.;T鑑 篭jp
325ら-87000263男性 58鼓 150mg 漕石盤ゾルビデム 意~扱変容 回復 B型インフルエンザと診断し,乳酸リンゲル液､リン監オセルタミビル､7セトア異常-290

鯖噴配合剤(1) 状態 直せ ミノフエン処方.夜､本剤服用2-3時W後.就寝.
ロキソプロフエンナトリウム ZB妄 研用2E3白､朝､本刑服用中止.起床1時Ⅶ後.意証陣書､せん妄発現.点字
テプレノン より.本人の言hがおかしい(知らない人がここにいるとか､何か見えるとか
乳酸リンゲル液(マルト-ス加) 幻視がある)との連絡有.起床3時仰後､来院.全身の脱力感とせん妄状態

アセトアミノフェン あり.沈静目的でフエノJくルビタール投与するも改善しないため､一過性の脳血血発作を疑い､検査入院依頼.結果､脳dl血発作の可能性は薄いとのこと.昼過ぎ.点滴抜去や院内より脱走する様な異常行bあり､脳外科へ転刺.インフルエンザは回復.巌用から3日目.意謙陣害､せん妄回復.

326a-06025002 男性 59歳 150mg 異常行動 未回復 インフルエンザ治書のため､リン故オセルタミビル投与朋始.異常行動発現.本人に妃憶なし.本鞘投与中止.本刑服用5日乱 症状は回復傾向である-:-- , - . 異常-291

327B一刀7019905 女性 60歳 150nlg 異常行動 回tL リン酸オセルタミビル服用後,睡眠中に目の前がJtつ赤になり､火事だと思い.字から飛び出した.また､菊の花が見えて､それを取ろうとすると花が前にすすんで取れない_このような状況で怖くなり_なるべく建ないようにしてい 異常-292
3288-07018337 女性 61鼓 75汀唱 トリクロルメチアジド 異常行動 回牡 搬節痛､鼻炎症状.発熱のため受診 .インフルエンザA型と診断され､リン酸 異常-293 2∞8′4′ー以降

ロサルタンカリウム オセルタミビル処方.本刑1回目服用赦時仰故.横断歩ilにて待機中､信号 追加租青
ベシル酸アム口ジピン は赤であるにも関わらず.ふわつとした感じで飛び出してしまいそうになった○
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異常な行動が記録されている事例の概要 (年齢順)
(販売

剤服用30分～1時間後、精神障害、異常行動発現。ねむつている状態から
き出し、歩きまわる、ぶつぶつ一人言を言つたり、手で腹をたたきながら
りする。
同様なことがおこる。約5時間後、副作用は消える。平熱時に本剤を服
ても同様の症状が現れる。本人の自党はじつとしていられなくなるなど。
、熱いので窓を開けて外を見たら5、4階に住んでいるのに芝生が1階に
んでいるように上昇して見えた。

ンフルエンザと診断され、リン酸オセルタミビル処方。
用開始より3日日、夜に異常行動発現。知らない間に歩き回つた(隣のマン

レイン酸エナラプリル
シル酸アムロジピン
ルフアカルシドール
リステレンスルホン酸カルシウム

発熱(39℃)、倦怠感あり、インフルエンザAと診断され、リン酸オセルタミビル
投与。
翌日中、ぼんやりして立ちつくす。夜、不眠、じつとしていられず動き回る。
与3日日、本剤服用中止(計5カプセル服用)。服用終了後5日日、落ち着か

了1週間後、「死にたい」、「殺してくれ」と言い、落ち着かない。
了10日日、体調不良を訴える。36.5℃の熱。ボーとしているが、落ち着
印ヽ象あり。夕方、灯油をまき、自殺するつもりでマッチで火をつけた

酒石酸ゾルピデム
塩酸ラロキシフェン

日前、インフルエンザワクチン接

咽頭痛より、インフルエンザを疑い本剤5日間投与。
与終了1日後、急性肝炎疑いで入院。
与終了5日後、ベットより飛び降りたり、大声で叫ぶ。血漿交換のため転

B-08030324 咳、授あり。インフルエンサ陽性にてリン酸オセルタミヒル月崚用。
(その後も上がらず)。
用4日日、明け方、異常行動発現。一人2階のベランダに伸む患者を家族

日中、家の壁にムカデ、ゴキプリが無数にいるとの幻覚。心配になつた家族
他院に連絡相談したところ、本剤の服用中止を指示された。
日、寝室に軍服の軍人が3名手招きをする幻党が発現。(軍人の幻党はそ
後も度々続き、後半は会話をしていた)。
剤服用終了から3日日、深夜2階に寝ていたはずの患者が突然玄関に
大きな怪我はないものの顔や衣月alこ泥がついており擦り傷もみられたこ
とから、どうやら2階から転落、もしくは飛び降りた様子。救急車にて当院に搬
インフルエンザ脳症を疑い脳波、MRI等の各種検査実施。治療は特に行
わずルート確保の補液のみ。入院。
本剤服用終了から7日日、異常行動の転帰は回復。

リン酸オセルタミビル

異 常 な 行 動 が 記 錬 され て い る事 例 の概 要 (牛齢 順 )

始 (平 成 13年 1 2月) か ら平 成 2 1年 3月 3 1日まで)

329E]一〇8028415 女性 67託 150rng アセトアミノフェン 異常行動 回復 インフルエンザ確定診断実施にてインフルエンザ抗原Aが検出され.リン酸オセルタミビJt'版用.本刑服用30分-1時間後.精神陣青､異常行動発現.ねむっている状態から起き出し､歩きまわる､ぶつぶつ-人吉を育つたり､手で腹をたたきながら取ったりする.星間､同様なことがおこる｡約5時間故､副作用は消える.平熱時に本刑を服用しても同様の症状が現れる.本人の自覚はじっとしていられなくなるなど｡また､熱いので窓を開けて外を見たら5､4階に住んでいるのに芝生が1階に住んでいるように上昇して見えた. 2008′4′1以降新規称告

3308-08028146 女性 62& 授与義不明 異常行動 不明 インフルエンザと診断され､リン酸オセルタミビル処方○恩用開始より3日目､夜に異常行動発現.知らない間に歩き回った(隣のマンションにいた). 2000′4ハ以降新規載魯

33ーa-06025118 男性 64歳 150rrL& 塩酸7ミトリプチリン 精神状態 不明 合併症としてうつ病､慢性Y不全あり. 異常-294
7日プリノ-ル 変化 発熱(39℃)､倦怠感あり､インフルエンザAと診断され､リン酸オセルタミビル
沈降放斡カルシウム 投与○
アスピリン 翌日中.ぼんやりして立ちつくす.夜､不眠､じっとしていられずhき回る.
オメプラゾ-ル 授与3日目､本剤服用中止(計5カプセル服用).服用終了後5日EL落ち着か
マレイン酸エナラプリル ない様子あLJ.
ベシル酸アムロジピン 服用終了1週間後､｢死にたい｣､｢殺してくれ｣と言い､落ち着かない｡
アルファカルシドール 服用終了10日目､体調不良を訴える.36.5℃の熟.ボーとしているが､落ち♯

332B-050ー8850 女性 87歳 150q インフルエンザHAワクチン 助症肝炎 不明 2日前､インフルエンザワクチン積樋. 具♯-295
塩軌′(ロキセテン 発熱､咽頭痛より､インフルエンザを疑い本剤5E)間投与｡
フルニトラゼパム 投与終71日後､急性肝炎疑いで入院.
酒石敢ゾルビデム 授与終75日後.ベットより飛び降りたり､大声で叫ぶ.血葬交換のため転

塩酸ラ口キシフエンアセトアミノフェン 玩.

333B-08030324 男性 69歳 75m且 異常行動 回す 噴､痕あり.インフルエンザ陽性にてリン酸オセルタミビル服用.体温37.4○C(その後も上がらず).腰用4日目､明け方､異常行動発現.一人2階のベランダに仔む患者を家族が舟見.(空白妃憶なし).日中.薯の壁にムカデ､ゴキブリが無数にいるとの幻覚○心配になった家族が他院に連絡相放したところ､本刑の服用中止を指示された.翌日.寝室に軍服の軍人が3名手招きをする幻覚が発現.(軍人の幻覚はその牡も度々続き､後半は会話をしていた).本刑服用終了から3日目､深夜2階にgEていたはずの患者が突然玄関に現れた.大きな怪我はないものの頻や衣服に泥がついており擦り傷もみられたことから､どうやら2階から毛薄､もしくは飛び降りた様子○救急車にて当院に搬送,インフルエンザ脳症を疑い脳波､MRl等の各種検査実施.治療は特に行わずルート確保の補液のみ.入院｡本刑服用終了から7日目､異常行動の軽帰は回枚. 2008/4′1以降新規朝告
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異常な行動が記録されている事例の概要 (年齢順)
(販売 1 3 3 3 1

B-06001534 男性 71歳 50mg 温酸フラツシン
メチルドパ
ロラタジン
ヒベンズ酸チペビジン
非ピリン系感冒剤(4)
塩酸セトラキサート
鎮咳配合剤(1)
セネガ

半衝 障 吾

理常行動
優
復
回
回

A型インフルエンザで発熱(380℃)が見られ、リン酸オセルタミビルの版用を
開始した。服用開始から約2時間後に平衡機能障害が発現し、約5時間後に
回復した。初回服用から約5時間後にリン酸オセルタミビルを服用し、約2時
間後に異常行動(田植えをしている動作)が発現し、約24時間後に回復した。

異常
-296

3-06017551 女性 71歳 150mg アミノフィリン
アジスロマイシン水和物
モンテルカストナトリウム
プロチゾラム
塩酸クレンプテロール
フアモチジン
チアマゾール
フドステイン
プレドニゾロン
1 7 4 7卜7ミ ′つ〒 ′`

爾≡ コ傾 喘思、甲状腺腫の既往歴あり。気管支喘思のため入院後、アミノフィリン、フ
レドニゾロン投与後、アジスロマイシン水和物を処方。発熱があり、インフルエ

ンザAによリリン酸オセルタミビルの投与開始。4日後夜、失禁、夜間せん妄
発現。翌日朝以降症状なし。5日後まで投与継続、インフルエンザ回復。

異常-297

3-05000692 男性 72歳 150mg 井 Eリ ン 糸 懸 百 剤 4ヽ′

アセトアミノフェン
墜軍

意識変容
吠態

回復 〕8℃の発熱と咳嗽により受診、インフルエンザBと診断され、リン酸オセルタミ
ゴルを4日間投与。突然大きないびきと共に暴れ出す。意識障害と痙摯、全
身間代性発作発現。7分後発作消失。意識は約1日半後清明となる。高CK血
庁 ooT lnH卜 呈ふιl_

異1=-298

3-05000875 男性 72月二 | 50mg エスタソラム
トリアゾラム

酒石酸ゾルピデム
プロムワレリル尿素
エチゾラム
ジアゼパム
ワルフアリンカリウム
塩酸チクロピジン
塩酸メトホルミン
マレイン酸トリメブチン
シリレニジピン

講妥(せ
ん妄)

コ優 旧程垂、胃猫、不眠柾、穂尿柄、凸皿LLの蹴狂柾。39℃の発熱かあり賞移、
インフルエンザBと診断され、リン酸オセルタミビルを投与。当日解熱したが、
夕食後本剤を服用、同時に常用薬の眠剤も服用。その後せん妄が発現。部
屋を引つかき回したように荒らしている`翌朝にはせん妄は回復。解熱まで眠
剤の服用を禁止し、本剤と他の薬品の服用時間をずらすよう指示したところ
発現せず。

異1=-299

3-08016131 男性 73歳 b mg ニコランジル
クエン酸モサプリド
塩酸セベラマー

酒石酸イフェンプロジル
オルメサルタン メドキソミル
ランソプラゾール
センノシド
アセトアミノフェン
アズレンスルホン酸ナトリウム・L―
グルタミン

異常行動 回復 梱尿属性青FIによる外釆組再患看。
歩行困難で来院され、体温38℃、インフルエンザ陽性で観察入院となる。
入院翌日より、リン酸オセルタミビルを服用開始。
服用約12時間後、異常行動発現。病棟徘徊し、「家に帰る」と訴える。
服用約16時間後、何度も起き上がり、再度、「家に帰る」と訴える。職員が安
全性の面からも病室滞在を促すも、理解力低下。不穏状態を示す。透析実施
するも言動が少しおかしいとのこと。本剤服用控える。その後も帰宅を希望さ
れつづける。
本剤服用終了から3日日、家族と連絡がとれ、熱もさがった。
本剤服用終了から4日目、退院。その後異常行動は見られない。

2003/4/12人障筆
所規報告

3-05024268 不明 ′4月● 150 mg 異需fT期
大腿骨骨
折
● 骨

泰図置
未回復
下明

型ヽインフルエンサで発熙(395℃)が見られ、リン酸オセルタミビルの技与開
冶。投与開始当日に異常行動が発現した。投与開始から3日目にインフルエ
ンザが軽快し、リン酸オセルタミビルの投与が終了した。投与終了翌未明、徘
m燿 二欽7餡 ■、ユウロ日1-ウ臓■L躊パ略‖7+田 各ふ暑丼:■

異常-300

リン酸オセルタミビル

異常な行動が記録されている事例の概要 (年齢順)
開始 (辛成 13年 12月)から平成21年3月31日まで)

.ー陶 翫 ー葦蛋 1-'. r a .L 1開 『 『 尋 陛 - __.準 苧惣 臣 転 意 -

3348-06001534男性 71歳 150mg 塩酸プラゾシン 平衡陣等 回徒 A型インフルエンザで発熱(38.0℃)が見られ､lJン散オセルタミビルの服用を 異常-296
メチルドパ 異常行動 回復 開始した.服用開始から約2時間後に平衡機能障害が発現し､約5時間後に
口ラタジン 回復した○初回服用から約5時間後にリン敢オセルタミビルを服用し､約2時

ヒベンズ酸チペピジン非ピリン系感冒剤(4)塩酸セトラキサート銃咳配合剤(1)セネガ 間後に異常行動(田植えをしている動作)が発現し､約24時間後に回復した○

3358-06017551 女性 71歳 150mg アミノフィリン 沈妄 回復 味息.甲状腺腫の既往歴あり○気管支哨息のため入院後､アミノフィリン､ブ 異常-297
アジスロマイシン水和物 レドニゾロン投与後､アジス口マイシン水和物を処方｡発熱があり､インフルエ
モンテル力ストナトリウム ンザAによりlJン酸オセルタミピルの投与開始.4日後夜､失禁､夜間せん妄

プロチゾラム塩酸クレンプチロールフアモチジンチアマゾールフドステインプレドニゾロンアセトアミノフェン 発現.翌日朝以降症状なし｡5日後まで投与継続.インフルエンザ回復.

3368-05000692 男性 72歳 ー50mg 非ビIJン系感冒剤(4) 疫学 回復 38℃の発熱と咳取により受診､インフルエンザBと診断され､リン酸オセルタミJt*-298

アセトアミノフェン 意識変容状態 ビルを4日間投与○突然大きないびきと共に暴れ出す○意識障害と疲輩､全身間代性発作発現.7分後発作消失.意誠は約1日半後清明となる○高cK血痕､GOT.LDH上昇あり.
337B-05000875 男性 72歳 150mg エスタゾラム 誰妄(せ 回復 脳梗基､胃痛､不眠症､糖尿病､高血圧の既往症.39℃の発熱があり受診､ 異常-299

トリアゾラム ん妄) インフルエンザBと診断され､リン艶オセルタミビルを投与.当日解熱したが､
酒石酸ゾルビデム 夕食後本剤を服用､同時に常用薬の眠剤も服用○その後せん妄が発現.部
ブロムワレリル尿素 屋を引つかき回したように荒らしている 翌̀朝にはせん妄は回復.解熱まで眠
エチゾラム 剤の服用を禁止し､本剤と他の薬品の服用時間をずらすよう指示したところ

ジアゼパムワルファリンカリウム塩酸チクロピジン塩酸メトホルミンマレイン酸トリメブチンシルニジピン 発現せず｡

クエン酸モサブlJド 歩行困難で来院され､休温38℃､インフルエンザ陽性で観察入院となる. 新規報告
塩酸セベラマ- 入院翌日より､リン酸オセルタミビルを服用開始.

酒石酸イフエンプロジル 服用約12時間後､異常行動発現.病棟排梱し､｢家に帰る｣と訴える○
オルメサルタン メドキソミル 服用約16時間後､何度も起き上がり､再度.｢家に帰る｣と訴える○職員が安
ランソプラゾ-ル 全性の面からも病室滞在を促すも.理解力低下.不穏状態を示すo透析実施

センノシド するも言動が少しおかしいとのこと.本剤服用控える○その後も帰宅を希望されつづける｡本剤服用終了から3日目､家族と連絡がとれ､熱もさがつたo

アセトアミノフェン

アズレンスルホン酸ナトリウム.L-
グルタミン 本剤服用終了から4日目､退院○その後異常行動は見られないo

リン酸オセルタミビル
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異常な行動が記録されている事例の概要 (年齢順)
(販売開始 (平成 1 21年 3 3 1

オメプラゾール
酸化マグネシウム
トリアゾラム
センノシドA、B
センノシド
塩酸パロキセチン水和物
マレイン酸レポメプロマジン

化のため入院加療、抑うつ神経症の診断あり。インフルエン

染症を疑い、リン酸オセルタミビル150mg/日5日分を処方。投与3日日未
、意味不明語、妄想、不穏、徘徊あり。他剤投薬により少しずつ精神状態
化。本剤継続。本剤5日間の投与終了後、3日目に症状軽快し、経過観

コハク酸メチルプレドニゾロンナトリ

液(17)

呼吸苦、低酸素血症、炎症反応によリインフルエンザ確定診断を実施。
点滴(コハク酸メチルプレドニゾロンナトリウム、アミノフィリン)及びリ
ビルを投与開始。2日日、落ち着きがなくやや興奮気味、せん

発現、点滴投与中止。3日目夕方よリリン酸オセルタミビル投与中止後、ハ
ペリドール投与(3日間)。4日目せん妄回復。以降症状なし。

ペシル酸アムロジピン
リン酸ジソピラミド
アスピリン
ワルフアリンカリウム
塩酸ドネペジル
レポフロキサシン

382℃。A型インフルエンザに対して、リン酸オセルタミビル投与開始。コ
与開始3日日、昼前まで寝床にいた。異常行動(家をとび出し、軽トラか
かで家の周りを、数週まわつていた)出現。その後、除草剤を飲んだ。夜、
吐とけいれん出現。意識消失。インフルエンザ軽快・回復。

フルエンサA型沿療のためリン酸オセルタミビル版用開始。

行動発現。夜中に覚醒して、「仏壇に金を取りに行く」と言つて出口を間

え、外に出る出口を開こうとした。不眠症も数日続いていた。

瞑のインフルエンサ A孤 原 陽性 と診 断後 、リン餓オ セル タミヒル

を投与開始。投与3日目まで有害事象発現せず。最終投与後未明
当識及び病棟内徘徊(但しミオクローヌスはなし)。翌朝も記憶力低下
れる。患者家族と相談の結果退院後、処置なしで回復。但し、有害

:イフエンプロジル
ムスロシン
ンスリン(遺伝子組換え)

非ピリン系感冒剤(4)
素酸デキストロメトルフアン

スパルフロキサシン

ンフルエンザで発熱(38田 C)が 見られ、り〕

開始した。服用開始から2日目にインフルエンザが軽快・回復した。投与開始
から3日後にせん妄(窓を開けて外へ出るなど)が発現し、せん妄発現から3
日目の朝にせん妄から回復した。

リン酸オセルタミビル

異 常 な 行 動 が 記録されている事例の概要 (年齢順)
開 始 (平 成 13年 12月)から平成21年3月 3 1日 まで )

340a-020ー3397女性 79丘 150mg 孝■ 軽快 t ヽ 具♯-30ー

研斡イソソルヒドパルサルタン 妄K_落ち書き 鞍7妄想中性化のため入院加萩､抑つつ神軽症の診断あ).イノフルエノザ患染症を疑い､リン酸オセルタミビル150∩1g′858分を処方.投与3日目未
オメプラソール のなさ 明.意味不明請､妄乱 不穏､排梱あり｡他射投薬により少しずつ精神状態
酸化マグネシウム 安定化.本刑継続〇本剤5日間の投与終了後.3日目に症状軽快し､経過観

トリアゾラムセンノシドA､Bセンノシド塩酸バロキセテン水和物マレイン酸レポメプE)マジン F中.

34ーa-06018893 男性 83歳 150m& テオフィリン 隷妄 国 慢性骨不全.涌不全症侯群､梯梗基の治一■捷按中.ベ-スメーカ一宮覆.発 異常-302
コハク酸メチルプレドニゾE)ンナトリ 輸､呼吸苦.低酸素血症､炎症反応によりインフルエンザ確定診断を実施.
ウム 入院淡､点滴(コハク散メチルプレドニゾロンナトリウム､アミノフィリン)及びリ

アミノフィリン ン故オセルタミビルを投与開始○2日目､落ち着きがなくやや興奮気味､せん

維持液(17) 妄発現.点滴投与中止.3日目夕方よL)リン故オセルタミビル投与中止後､ハロベリド-ル投与(3日間)○4日目せん妄回仕.以降症状なしD

342E]-08025 119男性 B3歳 150rn g オルメサルタン メドキソミル 異常行動 回復 発熱38.2℃ ｡A型インフルエンザに対して､リン酸オセルタミビル投与開始.林 異常-303
ぺシル敢アムE)ジビン 剤投与開始3日目.昼前まで珠床にいた.異常行動(家をとび出し､軽トラか
リン酸ジソピラミド 何かで家の周L)を､h過まわっていた)出現.その後､除草剤を飲んだ.衣.

アスピリンワルファリンカリウム塩敢ドネベジルレポフ口キサシンロキソプロフエンナトリウム 噂吐とけいれん出現.意恥 肖失.インフルエンザ軽快.回復.

343a-08027729 女性 84歳 152nle 異常行動 回復 インフルエンザA型治斤のためリン酸オセルタミビル服用開始.異常行動発現.夜中に覚醒して､｢仏4に金を取りに行く｣と言って出口を間違え､外に出る出口を開こうとした.不味症も数日続いていた. 2008′4′ー以降新規報告

344a-03008735 女性 85% t50TTV 乳敢リンゲル液 全句忘 回復 上境頭粘膜のインフルエンザA抗原防性と番所後､リン鼓オセルタミビル 興*-304

匡食用改素 ー5Cn'〆日を投与開始.投与3日目まで有害事象発現せず.最港投与後未明に失見当謙及び病棟内排梱(但しミオク｡-ヌスはなし).翌朝も記憶力低下が概零される○患者家族と相畝の結果退院後.処置なしで回復○但し､有害事象推捷中の盲己噂は欠如のまま.

3458.-05024865 男性 85jA 150rT18 アスピリン iB妄 回復 A型インフルエンザで発熱(38.5℃)が見られ､リン鞍オセルタミピルの威用を 異常-305
酒石葡イフエンプロジル 開始した.服用開始から2日目.=インフルエンザが軽快.回復した.投与開始
埴鼓タムスE)シン から3日後にせん妄(窓を開けて外へ出るなど)が発現し､せん妄発現から3

リン散オセルタミビル 52



異常な行動が記録されている事例の概要 (年齢順)
(販 1

-04027261
ソンナトリウム

ボチロキシンナトリウム
ソソルビド
リノール
化マグネシウム

リステレンスルホン酸カルシウム

曖性心不全及び甲状腺機能低下圧の既住あり。B型インフルエ
め、リン酸オセルタミビル150mg/日を投与(投与開始翌日より

院投与)。投与開始後3日日、せん妄発現。4日日、意味不明の言動、興
奮、職員への暴力あり。5日日、意味不明の言動及び興奮は消失するも、覚
不良のためリン酸オセルタミビルの服用中止。投与中止後6日目もつじ

つまの合わない発語が時々あり。7日日、せん妄軽快。

り、インフルエンザ患者と2日間の接触があつたため、リン
酸オセルタミビル及び併用薬処方となる(確定診断は行つていない)。投与1
日後に平熱となる。本剤5回服用後の夜中、幻覚症状(大声で幻覚症状を訴
える)発現し本剤服用中止。本剤中止3日後に幻党、異常行動(外へ出て座っ
ている等)は回復。

ソフロフエンナトリウム

施行。インフルエンザA型と診断され、入院。当日の夕方リン酸オセルタミビ
ル75mgを服用〈併用薬は左記のとおり)。入院4日目の夕方、不隠な行動あり
(少し認知症の気があつた)、その後嘔吐(潜血反応十)あり。その3日後の夜
以降、下血が続き、深夜、呼吸状態が悪化し、血圧低下、心拍数低下となり、
次の日の早朝、死亡を確認。

ンスルホン酸ナトリウム・L―

バミピド
エン酸第一鉄ナトリウム

スピリン・ダイアルミネート
ンデサルタンシレキセチル
非ピリン系感冒剤(4)
アセトアミノフェン
ピレノキシン

ンフルエンザA型 と診断し、リン酸オセルタミビル服用開始。服用1日目、
間、訳のわからない発語とともに屋外に出て行つてしまつたが、同日、異常行
動回復。その後は特に異常行動はなかつた。

インフルエンザに対して、1

ルエンザに感染したが、当患者だけ、家の中を走り回るなど異常な行動が見

ンフルエンザ治療のため、リン酸オセルタミビル処方。服用後、走行中の軍

母親らがしばらく押さえつけて事なきを得た。なお、患者はもともと精神科に

リン酸オセルタミビル

異 常 な行 動 が 記 録 され て い る事 例 の概 要 (年齢 順 )

開 始 (空 成 13年 12月) か ら平 成 2 1年 3月 3 1日まで )

346B-04027261 女性 90歳 150mg セフトリアキソンナトリウム 諸事 軽快 慢性腎不全.慢性心不全及び甲状腺機能低下症の既往あり.B型インフルエ 異常-308
レボチロキシンナトリウム ンザ体性のため､リン酸オセルタミビル150mg/日を投与(投与開始翌日より
硝酸イソソルビド 入院投与)o投与開始後3日目.せん妄発現.4日目､意味不明の吉h､興
アロプリノール 暮､職員への暴力あり.5ElE.意味不明の吉h及び興奮は消失するも､覚
酸化マグネシウム 適度不良のためリン酸オセルタミビルの服用中止.投与中止後6日日もつじ

センノシドフロセミドメナテトレノンエトドラク塩酸タムスロシンパンテテンポリスチレンスルホン酸カルシウム力ルポシステイン銑噴配合剤(1)桜皮エキス つまの合わない発語が時々あり.7日目､せん妄軽快.

3478-05025587 女性 90 150rrlg クラリスロマイシン 幻覚 回復 発熱(38.6℃)があり.インフルエンザ患者と2日間の接触があったため､リン 異常-307
レ′(ミピド 黒井fiLb回牡 酸オセルタミビル及び併用薬処方となる(確定診断は行っていない).投与1

オキサトミド 日後に平熱となる｡本剤5回服用後の夜中､幻覚症状(大声で幻賞症状を訴える)発現し本刑服用中止.本剤中止3日後に幻覚､異常行動(外-出て座っている等)は回復○

34B8-05()01178男性 94鼓 75rTle ロキソプロフエンナトリウム †腸出血 死亡 慢性腎不全､脳綾等.便臥 及び高血圧の患者.血液透析を約10年前から 異常-308
塩酸チクロピジン 施行.インフルエンザA型と診断され､入院.当日の夕方リン酸オセルタミビ 死亡-73
センノシド ル75mgを服用(併用薬は左記のとおり).入院4日目の夕方､不隠な行動あり

ニフエジビン (少し認知症の気があった)､その後PB吐(潜血反応+)あり,その3日後の夜以降､下血が続き､深夜､呼吸状態が悪化し､血圧低下.心拍数低下となり､次d)日の早朝.死亡を確認○

3498-07013381 女性 94鼓 150mg アズレンスルホン酸ナトリウム.L- 異常行動 回復 インフルエンザA型と診断し､リン酸オセルタミビル服用開始○服用1日目､夜 異常-309
グルタミン 間､訳のわからない発語とともに屋外に出て行つてしまったが､同日､異常行

塩酸ベこジビンカルペジロールレ′くミピドクエン酸第一鉄ナトリウムアソセミドアスピリン.ダイアルミネ-ト力ンデサルタンシレキセテル非ピリン系感冒剤(4)アセトアミノフェンピレノキシン 勤回復○その後は特に異常行動はなかった.

350a-07000403 女性 小児 150mg 異常行動 回旋 インフルエンザに対して､リン酸オセルタミビル服用開始.3人兄弟全てインフルエンザに感染したが､当患者だけ､家の中を走り回るなど異常な行動が見られた. 異常-3ー0

● 351B-07013378 男性 小児 不明 異常行動 回復 インフルエンザ治療のため､リン酸オセルタミビル処方.服用後､走行中の車からの飛び出し.異常行動発現. 異常-311
リン酸オセルタミビル
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異常な行動が されている事例の概要 (年齢順)
1

日目服用したところまでは記憶はあるが、その後なくなる。朝、ベッドに座っ
「いて、気がつくと手から出血していた。知らない間にトイレのタンクを壊して
たヽ.水浸しに気づかず。その後も服用を経続したが、異常行動はなかつ

リン酸オセルタミビル

異 常 な 行動 が記録 され ている事例 の概 要 (年齢順)
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平成21年6月16日安全対策調査会

資料6‐2
畢虐21年6月3日タミフル臨EWG

資料4-2 ※:経餞投与後に日常行動を含む綺神神経系症状を彙現した事例
i餞親橙●■に日常な行動を含む輌神神饉菫盤を発現しなかつた事倒

異常な行動が記録されている事例の追加田査結果
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リン酸オセルタミビル

異常な行動が妃牡されている事例の追加yl壬積果

平成21年6月16日安全対策鋼董卓 JIJk21年6月3日タミフル瞳康wG

資料4-2 寮 NLA投与故に■*斤h善書む即1+B集丘状を弗現した事Ql
蛾 投与tl=A♯な行Qを書む{+++4JtをAtLJJ:かった+QJ

B4p LJI+叫 uk■中:0.1■qLじ●々いTy) ■一二州 ./i JtA.卿TTdlq;̀州 IIQJ己一ゴ__ tVIZL鑑14一二q二_ 翠
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異常な行動が記録されている事優の追加田査結果
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異常な行動が記録されている事例の追加田査結果
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F'T88 ●Iフル A榔 ■■JL+Jl ■■●■書P ｢ー-.品 iILtI一一●● ■▲■ JLtJETの■声,-I,JJ r Tl二1-tÎ.て 1).一､¢lz二 J,I-.4▼一_IrlJl1JL-d)e4ヽl IILIAdE l l■■-■ iFIP Jk=B もtJttセfi ･∴ .-.JLq■JI (tt中:0.4LJ●じ●Qい!一) tf=JLI芦JLp4AJLt下○■め ttJbtL● I.?中仙_ー■■l dL▼初tJllt FJE正一■- ■JD■仲里仰.

tfi+L̂ ルのtT It■7′yl一 t一.○○ ZlD7′ylDZQD7/1′20 = ★ No 1分BL内 ▼●● fIlt*-■tIは■■● No N4 N4 ■一〇 N+ ■

●市■ ZtP7′t′24ZtKI7′∽ 一ZCO7′柑2907ノー′持Jdo7月州ZmJW2q7′∽7州 7朋 7 .T 2m ′王′21 tt■I 0 ▼●■ Y■▲ 〟● 八〇 H● ▼●● ～● ■

■tfih Zq7′l′ーZZqq7′ylZZqO7/y 132007/3/laZqO7/V14ZqO7/1′1420D7月′192407/I′ls2007月′14M LLLLl…7/11′加ZIXI7′12/312q)7/11′一120W l/I2tW t/I200ut′2榊 ′ー′王… ′1′一200VT′一ZOOVt′● 2007月′l3 Nl> ■■tI)■IL耶 ■-1■■暮 タ■タ■クーlタ■チーl2qO7/12/312007/lZ/3lZq7/12′3一柳 7/12/JT2407′tyJl =諾tQ 0 ■■■■中 NO No NI N○

JL*fiL ZgB7′lI′lJ 7007′ll′l一 l* I- A+■EP No NINo
■tIJA暮 2qdt/1/21 ■● 200L/1′】1 lLJIJt市■■■ Yt● M○ No Y■●■l4TI No

■■ ○■ ▼■● Nt 事一l

暮 … ′lノー… ′1′●叫 ′l/1○ZW l/ll榊 ′I′l2 一l.タlQO).タ■.タ■卜タt.タ 州 レt′● 15E5○ 1〇分 Y●一 IM 暮*… l●○ N4 l●○ M● ■t.○JL*fit 伽 )′I-2○… 1′コ℡ クーl 帥 ln一Zt00.:--N=一̀l ▼●● Y●I ー●■ No NI ■

tLJl*tL

JltL

tt

I

ItL

*

事I

JLtL

N4 ■一l●●諾 I

:‖ tXI7t泊○ltt5暮

32 ○○7gOII75 I ■

3334 印7011加 I5 年*8○7trZ2413

35 七〇7脚 2n S +

343794 EN)TOt粥●○ 5 +

END133N ● 午

EW 川一7 ● ■

リン■オセルタミビル

IO*■■ー

LJ22

FI棚 .

のt+W trf.

2J

24

一一

21

ZtmJO2nqfi鵬 に了ララJtエンす唖と■t.(Tdddl事淋 JLt■■.
(タ体柵 JL.(Tt.90柵{小ちJLに立ち上PJカニの▲Il=事書白も.力→ ンtJけ
て{書Jt.■■Lthた.
zooT/肌 tJtI=-■入■.入書中も+柵 JLrt.
如07パ丘/ZllR.(+rb7.llc.■.暮■FqJL(暮■抑 7.rt.r生されんで死にた
いJと暮った,(桝 JnJt.
冗○†乃む珊 t■印 tfTW _いJとJl暮.17,代.
p■7′世/28+MIEL分Aつていたが.aJt中上.インフJLエンす.A*fi■とtJ=F
1.

IqO7/VI2事NEJlrJB■
ZW /3/13暮舶 Jt28E]に.A*行+(JM*わってtl=ぶつかる.JLqbtおかし
い)が*8.
20D7/3/II暮一IのBJt暮EF)上.

入tしていたhfIIde上がLJJtLJdIt.i)のtf)をIIぶ.4のY中l=虫がJLえ
るとTいNlめた.再の書中によじのはったI).暮人のJLhtMこえもとtった.
母に抱かれてガクガク4■AO(竹書JltJ暮 す.●はtJLq～.
■■■で■R書tr.tr■.JL*行■叫失.暮■*I.
+M+■して.I/1上I)*■.

内JL.件137■℃
-AtったI.I)fJLtL.flかl=おtFltようにrいやだいやだ)とItf.洗■書に上

AtJEtJL)*ZL
o7/II/tl(■)定立+I.ややA*した書手.

20E"I/dt■しインつJLエンtr●tでAIZM.+朴trTtt2日ノE)■力.P*
l=■市したS叫ALdtL◆暮上り巾JtJI始.■tん暮*肘tt).JLJItl■H)
ぐらいナtと仙●わ1.1分HJetZ■もれぐるぐ4と内じJftまわる4I=tも
■拝壬した.■甘んもう1井tI)*3.
【tR)AJtLAt,出L
仙ノ甘l/2+■せんもうft.♯BLのII事tのJ+tlllなし.けい̂んJLなし.
仙/02Jq2+M牛■内JLtAT

fl.W でも書■11こ■れたこと血lあったとのこと.

市脚 JJ)&TJIW JLLOa 伽 九､
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異常な行動が記録されている事例の追加■査結果
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